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一話　絵本の国の猫かぶり





　さて、前回のお話を五行で説明しよう。

　春はる紗しや学園高等部一年生の新あら木き陣じんは、「モーゼの十じつ戒かい」に封印されていた妖よう魔まアークダイモンによって赤ちゃんにされた。クラスメイトのセレブお嬢様で、実はランプの魔神の末まつ裔えいとして陣に仕えることになった座ざ堂どうシエラが、彼を自分の家に連れ帰った。赤ちゃん化した陣はシエラの自室のベッドでいっしょに寝ていたが、シエラが眠りこんだあと魔法が解けてしまった。以上、ここまでが前回のお話である。

　そして今、眠るシエラの隣にすっぱだかの陣がいて、一枚のシーツにくるまっている。

（いったい、何がどうなってるんだ……？）

　陣はさっぱり状況がのみこめず、反射的に飛び起きた。赤ちゃんにされていたあいだのことは、幸か不幸かまったく覚えていない。そういうことなので、陣の視点からすれば、

「屋台でシシカバブを食べて、気づいたら深夜、すっぱだかでシエラのベッドにいた」

　という流れで、もう何から驚いていいかわからない状況だ。

　シエラの屋敷に来たのは初めてだ。アールヌーボーのランプにぼんやりと照らされた室内には豪華な調度品が並び、超一流ホテルのスウィートルームでもかなわない。

（やっぱりこいつ、本物のお嬢様なんだな……。俺おれとはさっぱり世界が違うぜ）

　眠っているシエラを、陣じんはじっと見下ろした。セレブで優しいお嬢様として学園中の人気者のシエラだが、それが大いなる猫かぶりだということを、シエラの「ご主人様」である陣はよく理解している。ちなみにシエラのほうは、自分がランプの魔神で、陣がその「ご主人様」であるということを、どうやらさっぱり理解していない。

　いつも陣にだけは口うるさくかみついてくるシエラだが、こうして豪華な羽毛布団の上に長い髪を広げ、薄いネグリジェに真珠のような白い肌ときゃしゃな手足を包み、すやすや眠っている姿は、宝石店の絹の台座の上に鎮座する宝石を思わせる。

　陣はシエラと旅館で布団を並べたこともあるし、ペンションに泊まったこともある。

（しかし、さすがにこれは……！　『座ざ堂どうの自室』もヤバければ、『座堂がネグリジェ一枚で無防備に眠ってる』もヤバいが、何より『高校生男子すっぱだか』が一番ヤバい！）

　自分の体に破れた水色のベビー服がまとわりつき、ベッドのサイドテーブルには紙おむつのパックと飲みかけの哺ほ乳にゆう瓶びんが置かれているのを、陣は素早く確認した。

（どうやらアークダイモンによって俺は赤ん坊にされ、座堂が世話してたのか。そして座堂が平和に寝ているということは、アークダイモンはすでにやっつけられたんだな）



    

  
    
      



    

  
    
      　だとすると、すぐにここから逃げなくてはならない。シエラが目を覚ましたら、どんな騒ぎになるかは想像に難くない。だが、焦る心に反して、体は動かなかった。

　すーすーという気持ちよさそうなシエラの寝息、息を吸うたびに膨らむ白い胸。学校の制服もよくにあっているが、フランス製の最高級レース刺し繍しゆう入りネグリジェは清せい楚そなのに華やかで、すけるほど薄い。ふだんの生意気な猫っかぶりの表情からは考えられないほど無邪気な寝顔だったので、つい陣じんは、まじまじと眺めてしまったのだ。

「ぅん……」

　シエラが軽く寝返りを打ったとき、小さな声がもれた。陣は、心臓が止まりそうになる。

「うわ、やばい！　お、起きるな、起きるなよ……」

　陣は、手のひらで、ぽんぽん、と優しくシエラの胸を叩たたいて寝つかせようとする。幼おさな馴な染じみの香か住すみ愛あい花かが幼稚園のころ、彼女の昼寝の番を言いつけられ、こうして寝かせていたときのクセが出たのだが……次の瞬間、陣はビクッとして手をすっこめた。

「しっしまった！　いや待て俺おれは別に触る気はなかったんだっ！　ついうっかり！」

　思わず全力で言い訳してから、陣はハッと口を押さえる。大きい声を出したら本当にシエラが起きてしまう。しかし、口を押さえている自分の手は、さっきまでシエラの、なめらかでふんわりして、あまり大きくはないけれど形のいい、柔らかきことマシュマロのごとしの胸を触っていた……ということに気づいた陣は、ふたたび取り乱してしまった。

（いやいや俺は別にそんなつもりじゃ！　いずれにせよ座ざ堂どうが起きる前に、どこから逃げる？　廊下か？　いや、座堂の家は大金持ちでメイドや執事を雇ってたはずだ。『お嬢様』の部屋からすっぱだかの男が出てきたのを見られたらただじゃすまない、それ以前に俺が嫌だ！　おむつとベビー服姿で目撃されるのも嫌だがな！　窓から逃げるしかない、か）

　赤ちゃんの陣をくるむのに使っていたバスタオルが、サイドテーブルの上にたたんで置いてあった。陣はそれを無造作にたぐりよせ、腰に巻きつけながら窓に近づく。座堂家の窓枠は、凝った浮き彫りを施された青銅製だ。スプリング錠をはずして窓を押し開ける。

　シエラの部屋は二階だが、屋根が高いので、普通の家の三階ぐらいの高さになる。

　庭は、メイド長のメアリー・サバントが丹精込めて手を入れている本格的イングリッシュガーデンだが、その間を番犬が何頭もウロウロしている。大英帝国が誇る猟犬、グレイハウンドだ。頭が小さく、後うしろ肢あしが発達した優美な姿から、ドッグレースに使われるほどの驚異的なスピードを生みだす。体高は七十センチを超え、体重は三十キロを超える。

（グレイハウンドか……！　これは、逃げられそうにないぞ）

　陣はあまり動物に詳しくない。父母は留守がちなので今まで動物を飼ったこともないし、そもそも犬が苦手である。そんな陣だが、グレイハウンドのことだけはよく知っていた。なぜなら、グレイハウンドの起源は古代エジプトにさかのぼり、考古学上有名な犬だからだ。ウサギ狩りの猟犬としてパピルスにも残されているほか、死の神アヌビスのモデルだとも言われている。さらに、グレイハウンドのハウンドとは犬のことだが、グレイは「偉大なグレート」のことだとも言われている。風のような速度と、優雅な姿だけでなく、頭も賢いので「ソロモンの知恵を持つ犬」と呼ばれていることも、陣じんの興味を引いていた。

（いや、豆知識はどうでもいいんだ！　逃げなくちゃいけないんだが、どうするか……）

　飛び降りれば、恐らく足の骨を折り、さらにグレイハウンドたちに襲われるだろう。窓ガラスに手をついて考えこんでいると、ふと、一頭のグレイハウンドが顔を上げた。

（やばい！）

　陣は素早く、窓枠の陰に身を隠す。

「ウルルルル……」

　グレイハウンドは胡う散さん臭くさそうに窓のほうを見ている。ほかの犬も寄ってくる。グレイハウンドの後ろから、ロシア皇帝の犬と呼ばれるボルゾイまで群れを成してやってきた。こちらは、執事のニコライ・パブロフが調教しているものだ。

（おいおいおいおい……さすが金持ちは、賢そうな番犬をいっぱい飼ってるな。どう考えても、この状況じゃ、窓から逃げたところで屋敷の敷地から逃げ出すのは無理だ。このまま座ざ堂どうが目覚めるのを待って、変態扱いされて、激しくののしられるしかないのか？　ののしられるのは慣れっこだが……座堂は生意気ばっか言ってるけど、けっこう傷つきやすいところがあるからなあ。自分の寝室に裸の男がいるってのは、ショックだろう）

　だからといって、逃げる方法もない。この状況に、何となく陣は覚えがある。初めてシエラが、陣の魔神として魔法のランプから現れたときのことだ。

（あのときは、座堂が寮の部屋から出られなかったんだよな……。夕ゆう也やが部屋に帰ってきて、女人禁制の男子寮に、しかもメイド姿でいるところなんて、セレブとして他人に見られるわけにはいかない……って、必死で逃げようとしてたけど、呼び出されたときに密室だとその部屋から出られないっていう魔神のルールで、逃げられなくて焦ってたっけな）

　それまで陣は、シエラの顔も名前も知らなかった。彼女は寮の部屋から出ようと、拾ってきたばかりの野良の子猫のようにくるくる目まぐるしく走り回っていた。進退窮まって窓から飛び降りかけた彼女を止めようとしがみついたときの、ふわり……と柔らかな感触が、今も手に残っている。

　腕の中の「確かな柔らかさ」と「体温」と、頬ほおをくすぐったサラサラした長い髪の肌ざわり、バラの香りに勝まさるお日様の匂におい……次の瞬間、彼女の胸を触っていたことに気づいて陣は手を離し、シエラは脱だつ兎とのごとく陣の腕から飛びだしてしまったのだけれど。

　一瞬たりともじっとしていないシエラ。腕の中に捕まえておけない、するりと抜けてしまうとらえどころのなさを、陣はいつも感じている。学園の人気者として猫をかぶっているシエラのよそ行きの微笑を見ていると、別の人間を見ているようで不安になる。陣だけが知っている、あの生意気でわがままで威勢のいいシエラは、幻なのではないか……と。

（いや、幻でいいだろ？　猫をかぶってる座ざ堂どうのほうが、ずっと性格がいいんだから）

　自分で自分がわからなくなり、陣じんは恐る恐るシエラに視線を向けた。すー、すー、と相変わらず深い寝息を立てて熟睡している。ネグリジェに包まれた白い胸が呼吸に合わせてわずかに上下している。彼女が幻ではなく「そこにいること」を、陣は確認したかった。

　そっ……と、陣はシエラに触れようとする。だが、ごくりと息をのんで手を引っこめた。

（ばかな、何をしてるんだ俺おれは！　目を覚まされたらどうする、ソロモンほどじゃないにしても、自分はけっこう頭がいいと思ってたんだが……俺ってこんなにバカだったか？）

　陣は自分の手を罰して、何度もペシペシと叩たたいた。取りあえずここに長居するわけに行かないということだけは確かだ。ベッドに座って考えこんでいると、サイドテーブルの上で座っていた陶製のゴーレム「トーレム」がのそのそと立ち上がり、陣を見上げて、

『ぷきゅー』

　と、可愛かわいい声で鳴いた。その瞬間、陣の頭の中にピキーンと電気のようなものが走った。

「……そうだ、この手があった！」

　陣は目を輝かせ、トーレムをひっつかんだ。

「トーレム！　魔法のランプはどこにある？　俺が赤ん坊になってたってことは、座堂が持ってるんだろ？」

　トーレムは目を白黒させている。ちなみに、魔法のランプはもともと、どこかに埋まっていた。どこに埋まっていたかは、ランプを発掘した、考古学者である陣の両親しか知らない。ソロモンの指ゆび環わ（封印の鍵かぎ）を持った者がランプをこすると、魔神の血族の者が現れる。座堂家の現在のランプの魔神はシエラだが、長年ランプが紛失していたため、シエラの先代である彼女の父や、その更に遠い祖先に至るまで、彼女が知る限りランプの魔神として正式に働いた人はいない。彼らは代々受け継がれていた魔法書で財を成していた。

　もしランプの所有者が変われば、魔神のレベルはゼロに戻り、魔法書の魔法も全すべて消えてしまう……それどころかシエラは、せっかく少し魔法がたまった魔法書を盗賊王子と呼ばれる魔王セーレに奪われてしまい、現在はレベルマイナスからの復活中である。すなわち経験値をためることで、魔法書を再生している途中だ。

『ぷっ、ぷきゅっ……？』

　トーレムは、陣が何をしようとしているのかさっぱりわからず、首をかしげたまま、部屋の端へ歩いていく。ヴィクトリア調のライティングデスクが、そこにあった。さすがセレブのシエラらしく、机の蓋ふたには素晴らしい木彫の象ぞう嵌がん細工がほどこされている。トーレムがその蓋にぶら下がって机を開くと、きちんと整理されたペン立てや本立ての横に、黄金に輝く魔法のランプがあった。

　ランプの隣には、古びた金色の指環が、大事そうにレースのハンカチの上に置かれている。指ゆび環わは印章指環という、ふつう石がついている部分がハンコになっているもので、六ろく芒ぼう星せいのマーク（ダビデの星）が刻まれている。これが、さまざまな妖よう魔まを封印したり解き放ったりする「鍵かぎ」の役目を持った「ソロモンの指環」である。

「指環もあった！　よし、これで脱出できるぞ！」

　陣じんは指環を左手の中指にはめ、ランプをシエラの隣に置くと、左手でランプをごしごしとこすった。トーレムは、陣が何をしようとしているのか、やっぱりさっぱりわからない。

『ぷきゅ、ぷきゅ？』

「俺おれが何をしてるのか、知りたいか？　ここから逃げるために、頭を使っているのさ」

　陣の手の中にあるランプから、紫色の煙がもくもくっと湧わきだし、「ボンッ！」と軽い破裂音を立てた。

『ぷきゅ！』

　トーレムは顔を覆う。ベッドの上には紫色の煙がまだたゆたっている。

　ネグリジェで寝ていたシエラは、ワンピースエプロンのお仕着せにニーソックスにヘッドドレス……という、メイド服に変わったが、何事もなかったかのように眠りつづけている。

　正確には、シエラが着替えたわけではない。ランプの魔神が呼びだされると、魔神が今いる場所とランプとの空間がつながる。そして、魔神はランプの中の空間を通って、変身した姿でご主人様の前に現れるという形になる。すなわち、ごくごく短い距離をテレポートした……ということだ。

『ぷきゅきゅ？』

　トーレムは思わず、陣の額に手を当てる。陣は眉まゆをひそめて、硬い声で言った。

「いや、別に、無意味に座ざ堂どうのメイド服を見たいとかいう意味じゃない」

『ぷきゅぅ～？』

「口に手を当ててニヤニヤ含み笑いするな！　このランプを持って全速力で走れ！」

『ぷきゅっ……？』

　ランプを押しつけられて、トーレムはきょとんとしていた。陣はイラッとして、トーレムをランプごとつかむと、窓を開けて思いっきり遠投する。

「三分以内に屋敷から出ろっ、わかったな！」

『ぷきゃああああああああああぁ～っ！』

　ぶんっ、と投げられて、ランプにしがみついたトーレムが悲鳴を上げながら飛んでいった。ハッ、と犬たちが顔を上げる。

「ワンワンッ！　ワンッ！」

　犬たちは空を見上げたまま、追いかけてきた。得体の知れない相手に興奮し、口の端から泡を吹きながら吠ほえ立てる。

　トーレムとランプは陣じんの狙ねらいどおり、庭にある噴水の上に落ちた。吹き上げる水の勢いでさらに飛ばされ、犬たちをぐんぐん引き離して、ふわふわした花壇にぽすんと着地する。

『ぷきゅ……きゅ……』

　あまりのことに、トーレムはくらくらして足がもつれている。目も回って、こんな顔になっている。窓からその様子を見ながら、陣が小さな声で叫んだ。

「やっぱり、俺おれの遠投力じゃ、このだだっ広い庭からは脱出できなかったか。トーレム、走れ！　ランプを持って走るんだ！」

　その声が、ランプのつないだゲートを通じて、ランプの口から聞こえてくる。

「ワンワンワン！」

　番犬たちの吠ほえる声が、みるみる近づいてくる。トーレムはギョッとして、取り急ぎランプを頭の上にかかえ、短い足で、すててててっと必死に走りだした。

『ぷきゅうううううう！』

「ガフガフッ！　ワンワン！」

　犬たちが狂ったように追いかけてくる。陣は、狂ったようにトーレムを追い立てる犬たちの姿を窓から見下ろしつつ、そわそわした気分で、シエラのほうを何度も振りかえる。

　シエラのそばには、ランプから出た紫色の煙がもくもくと固まり、真ん中に黒い穴があいていた。これが、ランプから魔神が出てくる仕組みである。

　ランプをこすると紫色の煙が吹きだし、一瞬のあいだ空間をつなぐゲートを作る。このゲートを通って、シエラは「今、自分がいるところ」から「ランプがあるところ」へ、移動する。煙が完全に散ってゲートが閉まるまで、数分間の猶予があり、その間は、シエラ以外の人間や物品が自由にゲートを行き来できる。ただし、ランプの魔神が仕事をサボれるような「調理済みの食べ物」や「インスタント食品」などは移動できない「ルール」だ。

『ガウガウガウ！』

　トーレムを追いかける犬たちの声が、ゲートを通じて、陣の耳に聞こえてきた。

『ぷきゅううぅ……』

　どうして自分がこんな目にあうのか……と、涙をちょちょぎらせながら、トーレムは走った。手のひらサイズのトーレムの視線からすると、今の状況は、一億年前に行ったの○ぴ太が「ドガア！」とか吠えるティラノサウルスに追いかけられてる図である。

　やがて、逃げるトーレムの前に、高い塀に囲まれた門が見えてきた。鉄の棒をくるくると曲げて模様にし、白く塗った、ヨーロッパ調の門だ。そばには交番のような小さな建物がある。ふだんは人がいないが、パーティなどのときに入場者のチェックをするための守衛室だ。このとき、守衛室には執事のニコライがいて、壁にハタキをかけていた。

「奥様だけでなく、旦だん那な様まで海外に出かけてしまわれて、すっかりパーティもしなくなってしまった……。シエラお嬢様はお一人で、どれほどお寂しいことか……」

　ニコライの先祖は、帝政ロシア時代のロマノフ王家に仕えたという、筋金入りの執事の家系である。年齢は二十歳そこそこだが、スマートな長身と銀髪、涼しげな青い瞳ひとみを彩いろどる金縁の片眼鏡モノクルなど、成熟した大人の落ちついた風情を感じさせる。

　もっとも今は、三さん角かく巾きんをかぶってハタキ片手のエプロン姿なので、かなり台無しだが。

「そうだ。お嬢様をお慰めするため、今こ宵よいのご就寝前のミルクティーに、ロマノフ王家のゆかしき香りただようポマードカのトリュフを添えるよう、シェフに伝えておこう！」

　ぽん、とニコライは手を打った。ポマードカは、カラメル味のロシア風クリーム。トリュフは、クリームなどを中に入れた一口サイズのチョコレートの粒菓子である。

　名案が浮かんで、さっそく守衛室を出ようとしたニコライだが……そのとき、

「ワンワンワンワン！」

　という、すさまじい犬の吠ほえ声と地面を揺るがす足音を聞いて、足を止めた。

「な……何だ？」

　金色のランプをかかげたトーレムが、ニコライの長い脚の間をすりぬけて走る。

「ネズミ？」

　暗くてよく見えず、ニコライは振りかえる。何か小さなものが門扉のすきまを潜くぐり抜け、屋敷の外に出たのは見えた。犬の群れは門扉にぶち当たり、狂ったように吠え立てる。

「おまえたち、どうした！　誇り高きロマノフ王家の犬が、ネズミなど放ほうっておけ！」

　ニコライは興奮する犬たちを、鋭い声で叱しかった。トーレムの逃走の一部始終を窓から見ていた陣じんは、トーレムがうまく屋敷の外に出られたことを確認し、小さくうなずいた。

「これでよし。急いでここから逃げないと……」

　シエラのそばに浮かんでいるランプのゲートは、紫色の煙がかなり薄くなり、今にも消えかけている。陣は目の高さにぽっかり開いたゲートに手を伸ばしたが、そのとき、

「……新あら木きくん……」

　小さな声が聞こえた。びっくーん、と陣の口から心臓が飛びだしそうになる。

（やばい！　目を覚ましたのかっ……？）

　ドキドキドキドキ、と自分の心臓の音が聞こえて、陣はますます焦る。おそるおそるシエラに目を向けたが、彼女はベッドの上に横臥ぶせになって、しっかり目を閉じていた。

（寝言か。やれやれ、座ざ堂どうの奴やつ、夢の中でも俺おれにあれこれ命令してんだろうなあ……）

　ちょっとため息をついてから、彼女が目覚める前に、と陣はあらためてゲートに手をふれようとする。だが、そのとき妙な違和感に気づいて、陣はぴくりと手を止めた。

（『新木くん』って言ったか？　今？）

　くるりっ、とシエラをもう一度振りかえる。

　横臥せに寝ているメイド服のシエラは、上になっているほうの手を顔の横、大きな羽根枕まくらの上に置いている。長い髪がシーツの上で乱れ、むきだしになった白いうなじはすきとおるようだ。シエラの肌の、真珠のような美しさに、陣じんは今さらながらに驚いた。

（なんで『新あら木きくん』なんだ？　なんで『庶民』じゃないんだ？）

　羽根枕まくらの上にそっと置かれたシエラの手が、まるで「何か」に寄り添っているかのように見える。ほんのりとピンク色に染まった頬ほおに、長いまつげの影がかかっている。唇は、さっき「新木くん」とつぶやき終えてまだ何か言い足りないように、わずかに開いている。

（座ざ堂どうが俺おれを『庶民』呼ばわりしたのは、ランプの魔神になってから、だよな……）

　シエラは、ランプの魔神となって「恥ずかしいメイド服姿」を見られたことで何かが吹っ切れたか、あるいは猫をかぶりつづけた抑圧が一気に噴き出したか、魔神の秘密を知っている陣とシエラの父、そして剣の魔神アルフの前でだけは、地を見せるようになった。

　だが、それまでの彼女は、家族の前ですら猫をかぶっていたことを陣は知っている。

（ってことは今、ランプの魔神とご主人様の関係になる前の俺を、夢に見てるのか？）

　シエラがランプの魔神として陣の前に現れたとき、シエラは陣のことを知っていた。学園じゅうの人気者で、いつも取り巻きの相手に忙しいシエラが、本ばかり読んで無口に埋没している陣の存在に気づいていたというのが、今でも陣は意外でならないのだが……。

（ランプの魔神になる前は……こいつ、俺のことをどう思ってたんだろう？　な、なんでこいつ寝ながら、恥じらうように頬を赤らめて、幸せそうに笑ってるんだっ……？）

　陣はおたおたする。楔くさび形がた文字の解読は得意でもシエラの気持ちだけはわからず、振り回されてしまう。陣は謎なぞを確かめようとするかのごとく、シエラに顔を近づけた。間近で見るシエラの肌は、マシュマロの表面のようにツルツルしている。思わずそっと指をのばして頬にふれると、まさにマシュマロのようにぷにぷにとした柔らかい弾力がある。

（うわっ、ちょっと待て俺、今座堂に触った！　何やってんだ俺！）

「うんっ……」

　頬に触られたことが刺激になったのか、シエラは眉まゆをひそめて寝返りをうった。体にかけていた薄いシーツがまくれ、メイド服のすそから白いふとももがむき出しになる。

（うわっ、だめだ起きる！　こんなことしてる場合じゃない、俺はいったい座堂に触って何をする気だったんだっ？　と、とにかく、起きるまえに早く逃げないと！）

　陣はあたふたしながら、紫の煙の真ん中に渦巻く暗黒の空間ゲートに手を伸ばし、その場から立ち去ろうとした。だが……今にもゲートにふれようという瞬間、なぜか陣はゲートにのばした手をぎゅっと握り、シエラのほうに向きなおった。

（そう言えばこいつ、変身を解いたら、あの薄いネグリジェ姿に戻るんだっけな。……たく、金持ちの贅ぜい沢たくかもしれないけど、あんな薄いカッコで寝てたら風か邪ぜひくか腹壊すぜ。寝巻きはパジャマにして、上着はスカートの中にしっかり入れるのが常識だぞ！）

　赤い顔でブツクサ言いながら、陣ははだけたシエラのおなかの上まで覆うように、きちんとシーツをかぶせてやって、あらためてゲートに触れた。触れた瞬間、掃除機のノズルを押し当てたような感覚が、全身に広がった。体がきゅうっとまわりの空気に締めつけられるような感じがして、吸い込まれた、と思った次の瞬間にはもう、陣じんは座ざ堂どう家の門の外に立っていた。

『ぷきゅっ？』

　道路の上で、黄金のランプをわきに置き、肩を上げ下げしながらぜーはー息を荒らげていたトーレムが顔を上げた。紫色の煙が、今にも消えそうに薄く、空中に渦まいている。

「作戦成功……だな」

　陣はホッとして……でも、どこか少しだけ残念なような気もして……けれど、そんな気持ちは全力で否定して……胸を撫なでおろした。軽くしゃがんで、地面の上のランプとトーレムを取りあげると、手の中にいるトーレムにむかってニコッと微笑ほほえんだ。

「ご苦労だったな。俺おれが座堂の部屋でもとの姿に戻ったことは、くれぐれも内密だぞ」

『ぷきゅっ？』

　トーレムは手を口に当てる。腕が短いのでわかりにくいが、「シーッ」という、人差し指を唇に当てる動作をしているようだ。

「そうだ、俺は赤ん坊のまま目覚めてウロチョロした。赤ん坊で小さいから、誰だれにも気づかれないうちに外に出て、そこで呪のろいが消えてもとに戻った……と、座堂に説明しろ」

『ぷきゅきゅー！』

「無理ですーじゃない！　がんばるんだ！　もちろん、俺が座堂にコテンパンにやられかねないからというのもあるが、それ以上に……つ、つまり、座堂を無駄に傷つけるだけの、よけいなことは言わなくていいってことだ！　わかったな！」

　なぜか急に顔を赤らめて怒りながら、陣は乱暴にトーレムをゲートの中に投げこんだ。

『ぷきゃあああぁ……！』

　トーレムが、ゆっくりと穴の中へ落ちていった。陣は穴の中をのぞく。薄い煙でかろうじてつながっていた穴は、今にも消えそうに、ゆらゆらしている。

（なるほど。トーレムがゆっくり落ちてったのは、ゲートが消えかけだと吸いこむ力も弱くなるからか。ちょうどいいぞ、これで座堂の頭を撫でて『ちちんぷいぷい』すれば、座堂のメイド服は解除になって全すべてもと通り、証拠隠滅成功というわけだ。いやー我ながら自分の賢さが怖いな。『ソロモンの指ゆび環わ』に選ばれただけのことはある、ということか？）

　得意満面でほくほくしながら、陣は穴の中に腕を突っこんだ。さっき感じた吸いこまれるような圧迫感はずいぶん弱くなっている。ブラックホールのようなゲートのむこうに、シエラのベッドと、シーツに包まれた体のラインが見える。

（体がここということは……頭は、だいたいこのあたりだったか……）

　と、陣は手探りしながら上に進む。ヘッドドレスは、ひらひらした布でできているはずだ……とさぐっていくと、果たしてひらひらした布に指先が当たった。

「やった、あったぞ！　よしっ、ちちんぷいぷい！」

　思いっきり自信をこめて、陣じんはひらひらした布をわしづかみにした。

「ふにゃ」

　奇妙な手ごたえが手のひらに伝わる。ギクッ、と陣は全身を硬直させた。確かめるように、何度も触ってみる。何度触っても、ふにふにふにふに、としている。

「な、何だこれは？　座ざ堂どうの奴やつ、いつの間にこんな、頭ず蓋がい骨こつが柔らかくなったんだ？」

　陣は現実から目をそむけようとするが、明らかに頭ではない。シエラのメイド服の胸もとに、ヘッドドレスと同じフリルがついていたことを、今さらながらに陣は思いだした。

（というと、こっ、この頭と勘違いするようなまるっこい、ふにふにしたものは……っ）

　陣は卒倒しそうになった。彼がふらついたせいで紫色の煙がまた揺らめき、消えそうになる。ゲートの像がふらふらっと揺れた瞬間、陣は腕をねじ切られるような痛みを感じた。

「うわわっ！　け、煙が散ったらゲートも消えるのかっ！」

　腕をつっこんだ状態でゲートが消えたら、切断されてしまいそうだ。のんびり卒倒している場合ではない。気づいたトーレムが、ベッドの上に転がっていたのだが、あわてて陣の指先につかまり、シエラの頭まで誘導する。

「助かったぜ、トーレム。ちちんぷいぷい！」

　陣はものすごい早口で叫び、わしゃわしゃわしゃっと乱暴にシエラの頭を撫なでてから、素早く腕を引っこめた。シエラのヘッドドレスが感謝ゲージで光ったようで、ぽわん、と光ったのがゲートの外からも見える。もっとも、今回の感謝は「ランプの魔神のゲートの特性のおかげで外に出られてありがとう」という微妙なものであるため、その光はごくごくにぶいものだった。

　光が収まる前に、ゲートがフッと消えた。だが、少ししてまたゲートが大きく開いた。

　満足ゲージの計測が終わり、シエラが「帰る」ために開いたゲートである。だが今回は、シエラが最初の場所から動いていないわけなので、この時点で帰宅完了、穴からのぞくとシエラはもとどおりネグリジェ姿で眠っていた。

「よし、完かん璧ぺきだ。証拠隠滅証拠隠滅」

　陣はぱたぱたと手を振るい、紫色の煙を早く吹き散らそうとする。誰だれかにこの煙やゲートを見られては、大変なことになるからだ。努力のかいあってゲートはすぐに消え、陣がシエラの部屋から脱出した証拠は何ひとつ残されていない。

「だが、まだ安心はできないぞ……この格好で外をウロチョロしていたら、確実にお巡りさんに逮捕されること間違いなしだからな。とっとと逃げよう」

　バスタオルがほどけないよう、もう一度しっかり腰に縛りつけて、陣はスタコラ逃げだした。

　そんな陣の後姿を見ていたのが、ニコライだった。犬たちがいつまでもうるさいので、侵入者を疑って、門がこわされていないか、門扉を確かめているところだった。

「な……何者だ、あれはっ？　怪しい奴やつっ……！」

　門扉の間から顔を出して陣じんの姿を追ったが、足が速くて、あっという間に消えてしまう。

「あ、あれは侵入者か？　この屋敷に侵入していたのか？　追いたいっ、追って問い詰めたいが、この門扉を開ければ、興奮している犬たちが外へ飛びだしてしまう。優秀な猟犬たちだからあの曲くせ者ものをたちまち捕らえるだろうが、問題がひとつある……日本では、公道で犬を引き綱なしで放し飼いにするのは禁止なのだ！」

　見かけどおりきちょうめんなニコライは、門扉にかじりついて悔しげに歯を食いしばる。

「しかし曲者、二度目はないぞ！　このニコライ・パブロフ、座ざ堂どう家の執事の名にかけて、シエラお嬢様を守って見せる！　必ずだ！」

　ふだん冷静なニコライの青い目が、激しい怒りと情熱に燃えあがる。それはまるで、無色透明で冷たい雪解け水のようなロシアの酒ウォッカが、いったん火をつけると青く情熱的に揺らめく炎を生みだすかのようだった。



　こうして陣は無事、シエラのベッドから脱出し、男子寮に戻ることができたというわけである。もっとも翌朝、一晩行方不明になっていた罰則として、寮で配られる弁当の配給が一週間禁止という、陣にとっては絶望するしかない残忍な罰が与えられたのだが……。

（まったく……寮長の奴、俺おれが三度のメシよりメシが好きなことを知ってて、残酷だ）

　シエラの部屋から逃げ出した翌日の放課後……陣はすきっ腹をかかえて、春はる紗しや学園の図書館で考古学の本を読んでいた。

　梅雨明けが近づくと、日ざしは一気に強くなる。太陽は白金プラチナのように輝き、世界は目も開けていられないほどにまぶしい。一学期の期末考査が近づいていて、図書館は試験勉強している生徒であふれ返っている。外の世界の強烈なまぶしさと対照的に、図書館は薄暗く、ひんやりとしていた。

　その一角に、シエラが座っていた。サラサラした長い髪を、少しばかりうっとうしそうにかき上げながら、白魚のような指に銀色のシャープペンシルを持っている。澄みきった大きな目は、横から見ると、水晶のしずくとなって今にもこぼれ落ちそうだ。高等部一年二組、座堂シエラ……この学園で、彼女の名を知らない者はない。

「シエラ様、期末テストの『現代社会ゲンシヤ』、日本国憲法出ると思います？」

「シエラ様、この三角形の内接円の半径って、どうやって求めるんですか？」

「シエラ様、『をかし』と『あはれ』の違いって何なんですか？」

　押し合いへし合いしながら、クラスメイトたちが口々にたずねる。シエラは余裕の表情で、優しく微笑ほほえみながら、穏やかな声で答えた。

「日本国憲法は、前文の暗記はしておいたほうがよさそうね。内接円はヘロンの公式を使うと解けるわ。『をかし』は明るい趣、『あはれ』はしみじみとした趣のことよ」

　いともたやすく説明するその声は、音楽のように心地よく響く。ふだん、試験前の図書館は自習室と化してザワザワするものだが、シエラがいると、周囲の生徒たちも目を奪われ息をのんで、水をうったような静寂となっていた。

「つまりだ。『をかし』は『萌もえ～』ってことか？　すなわち座ざ堂どうみたいなのが『いとをかし』か？　おお、何か今、古文がつかめたぞ！」

　少し離れたところで、自習とは名ばかり、シエラのほうばかりチラチラ見ていたクラスメイトの宇う多た田だ夕ゆう也やが、国語の教科書に線を引いて蛍光ペンで「萌え～」と書きこむ。軽薄が制服を着てヘボいラップを踊りながら歩いているかのような夕也の隣で、陣じんは楔くさび形がた文字が書かれた分厚い本に視線を落としたまま、感情のこもらない声で言った。

「それはよかった。おまえはやればできるんだ、もはや俺おれがおまえに教えられることは何もない。さらだば、永と遠わに」

「はいちょっとお待ちなさいね。ルームメイトが赤点取って留年してもいいのかよ」

　立ち上がって逃げようとした陣の襟えり首くびを、夕也がガシッとつかまえた。

　ここで「赤点」について説明しよう。中学校までの義務教育では耳慣れない「赤点」だが、高校生になると常にひたひたと背後に、暗い影のように忍び寄ってくる。平たく言うと、この点より低い点を取った人は、進級できずに留年、つまり同じ学年を二度繰りかえしますよー、という制度のことだ。赤点の点数は学校によって異なる。三十点とか四十点、と一律に線引きをする場合や、「平均点の半分」などそのときによって変わる場合がある。

　赤点を取った場合も、ほかの生徒が休みのあいだに追試を受けたり、レポートを提出するなどの「敗者復活戦」で、合格点を取ればセーフとなる。ただし、この追試の制度がない学校も少なくない。春はる紗しや学園高等部もそうだ。陣たちは、でっぷり太った成金ふうの理事長が、高等部の入学式であいさつしたときの言葉をはっきりと覚えている。

『うちの高等部には追試がありません。赤点は一個でも取ると、ほぼ留年決定だと思ってください。どうぞバカスカ留年してくださいね、そうすれば授業料を一年余分にいただけますのでねぇ～。キヒヒヒヒ』

　ギャグではない。思いっきり目が本気だった。トムとジェリーふうに言うと、＄の目だった。陣は、ふーっと深いため息をつく。

「俺は腹が減ってるんだ。これ以上腹が減らないように、とっとと寮に帰って寝たいんだ。そもそも清せい少しよう納な言ごんにヒゲを描いてるような奴やつは、留年しても仕方がないと思うがな」

「俺がそんな低レベルな落書きをするかよ。見てみろ、フランシスコ・ザビエルの肖像画の唇の下にホクロを描きます」

「色っぽくなったな」

「それと左右対称の位置にもう一個ホクロを描いて、教科書をひっくり返すと、あごひげと唇の部分がなーんとペンギンちゃんに」

「まあ可愛かわいい。留年してろ」

　陣じんは冷ややかに言って、また図書館から出ようとする。夕ゆう也やは再び、襟えり首くびをつかんだ。

「俺おれだってゆうべ勉強したかったけど、おまえが朝帰りで勉強聞く奴やつがいなかったんだぞ！　俺が留年したらおまえのせいだぞ、責任取れ！　懇切丁寧に勉強を教えろ！」

「どこまで他力本願だ。自分でがんばれ。さらばだ」

「どうしてそんなにすぐに図書館から出たがるんだよっ！　もともと無口で無ぶ愛あい想そうだけど、今日は輪をかけてムスッとしてないか？　せっかく座ざ堂どうもいるんだぜ、あの上品で可か憐れんな姿を見て、受験戦争ですさんだ心をいやされたくないのかよっ！」

　夕也は、陣の肩をつかんで無理矢理もとの席に座らせた。夕也の大声を聞いて、ちらり、とシエラが視線を向ける。陣はどぎまぎした表情で、手に持っていた楔くさび形がた文字の本を開き、わざとそれに視線を集中させた。

「べ、別に座堂は関係ない。だから、腹が減ってるって言ってるだろ」

「座堂より食欲って何よ！　おまえひょっとして、座堂のこと避けてない？」

　夕也のその言葉を遠くで聞いて、ぴくん、とシエラの肩が揺れる。

（避けてる？　庶民がわたしを……避けてる？）

　シエラは平静を装っていたが、心臓はドキドキして今にも破裂しそうだった。にこやかな笑顔を浮かべるのも苦しく、シャーペンを握る手にもじっとりと脂汗が湧わいてくる。

（なっ、何よそれ？　庶民のくせに生意気よっ、どうして……どうして避けるわけ？　誰だれが赤ちゃんのあなたを拾ってあげたと思ってるの？　目が覚めたらいなくて、赤ちゃんのまま外に出たってトーレムが筆談で教えてくれて、車にでも轢ひかれてたらって心配もしてあげてたのよ？　朝、学校で顔を見てホッとしてあげたのよ？　なのにどうして？）

　焦っているシエラのもとに、中等部一年生の氷ひ室むろ啓けい太たがやってくる。小柄で童顔の啓太は、大きなくりくりまなこから子犬のような甘えんぼオーラを放ち、シエラに声をかけた。

「あのー、座堂先輩、ぼくも勉強を教えてほしいんですけどいいでしょうか？」

　どき、と陣はそちらに目を向ける。啓太は最近、いやにシエラにベタベタくっついている。陣の視線に気づいたのか、啓太はちらっと彼のほうに流し目をくれ、ニヤリ、と邪悪な笑みを浮かべた。啓太は明らかに陣を牽けん制せいしているし、自分のほうがシエラを絶対にゲットできる、という自信に満ちている。

（何だ、氷室の奴。おまえにはお姉ちゃんがいるだろう、しかも高等部の生徒会副会長の才さい媛えんらしいじゃないか。なんで勉強をお姉ちゃんに聞かずに座堂に聞くんだ？　そして、なんで座堂に勉強を聞くのに、俺のほうを見て邪悪な笑みを浮かべてるんだ？）

　気にはなったが、啓太のほうを見ているとシエラを見ているように思われそうなので、陣は無理矢理楔形文字の本に視線を戻す。シエラは、なれなれしくて自信家で押しの強い啓けい太たが正直迷惑だったが、猫っかぶりの彼女はそれを顔にも出せず、にこやかに答えた。

「ええ、いいわよ。ここにお座りになる？」

「わーい、ありがとうございます！　憧あこがれの座ざ堂どう先輩に勉強を教えてもらえるなんて感動だなぁ、いっぱい質問しちゃおっかな♪」

　可愛かわいい弟系キャラをこびこびしいほどに演じながら、啓太はシエラの隣の椅い子すに座った。さりげなく椅子を引くときに、シエラのほうに微妙に近づけるのを忘れない。

（なっ……何よこいつ、どこまで厚かましいのよっ！）

　聖母のような笑顔の裏で、シエラはけっこうピキピキきていた。

（こいつってばどうせ『座堂先輩みたいな深窓の令嬢タイプは、おっとりしてるから、押して押して徹底的に積極的に押しまくれば落ちる』って思ってるんでしょ！　そして『ちょっとしつこいぐらい押しても、自分は可愛い弟系キャラだから、ストーカー超キモいって思われる心配はない。あらまぁ甘えんぼちゃんなんだからぁ☆　で、すむ』と思ってる！　その計算高いところもムカつくわっ！　あなたごときケツ穴メド野郎の計算がわからないほど、この座堂シエラがおばかさんだとでも愚ぐ弄ろうするおつもりなら、そのうち死んで詫わびていただくわよ！）

　心の中はめらめらと炎が燃え上がっているのだが、猫をかぶった笑顔はあくまでも天使のようである。そんなだから、よけいに啓太に、

（もう少しで落とせるな。座堂先輩もぼくの手にかかれば、ちょろいちょろいですよ）

　などと勘違いさせるのであるが。

　シエラは啓太の相手をしながら、陣じんに視線を向ける。ここまであからさまに啓太が自分にくっついていたら、陣だって気になってるんじゃないのかな、とほのかな期待をかけていたのだが……陣は分厚い本を机に立てて、まるで盾のように顔を隠している。

（なっ……何よっ、焼きもちぐらい焼きなさいよねっ！　そんなに楔くさび形がた文字が好きなわけっ？　四月に、すりむいてケガした香か住すみさんをニコライの車で寮まで送ったとき……香住さんには、勉強を優しくていねいに教えてあげるって聞いたわよ？　わたしにだって、勉強を教えてくれてもいいじゃないの？）

　シエラはムカムカしているが、彼女は超有名な占い師にテストのヤマを張らせていつも優秀な成績をおさめているので陣が勉強を教える必要などない。そして陣も優等生だから、シエラに教えられる必要もない。その事実が、シエラの胸にぐさりと突き刺さった。

（そうか……勉強を教えることも教えられることもできないというわけ？　レベル０ゼロ魔神のわたしには、庶民のためにできることがひとつもないということなの？）

　座堂家は超がつくほどの大金持ちだ。それは、シエラの父が株取引で儲もうけたお金だと思われていたが、実は彼がランプの魔神の末まつ裔えいで、魔法で出していたものだった。今は代替わりして、シエラがランプの魔神となっている。けれど、レベルアップして魔法を覚えるのに必要な魔法書を失ってしまい、今は魔法書そのものを再生している段階だ。すなわちシエラは、魔法をひとつも使えない、役立たずのレベル０ゼロ魔神なのである。

（赤ちゃんの世話もまともにできなかったし、避けられても当然かもしれないわ。庶民はクールで頭もいいから、自分の役に立たない要らない人間は切り捨てる主義かも……。避けてるかどうか聞いてみればわかるかしら、でも直接聞きたいのは山々だけど……）

　シエラは、スカートのポケットの中をまさぐる。そこには、こんな顔をしたトーレムをストラップがわりにくっつけた携帯電話が入っていた。

　シエラはふだん猫をかぶっているので、表だって陣じんと接触することは少ない。用事があればメールで連絡していたのだが……昨日、携帯電話がいろいろあって壊れてしまい、今朝、携帯電話会社に急きゆう遽きよ持ってこさせた新品なので、陣のアドレスが入っていない。

（はぁ……これじゃ、庶民に連絡できないわよね……）

　同じ軽音楽部の手伝いをした仲だというのに、陣があいかわらずなぜか遠い……と、シエラは感じた。それは今に始まったことではなくて、シエラが陣の「ランプの魔神」になる前には、無口で楔くさび形がた文字にしか興味のない陣は、やはりこんなふうに遠かった。そしてシエラは以前、そんな陣にずっと声をかけられなかった。本に集中している陣に声をかけたら、邪魔に思われそうで、怖かった。正面の顔はいつも本に隠れていて、表情のわからない横顔をたまに盗み見ることしかできなかったから、なおさらだ。

（そうだわ……基本的に、庶民って声をかけにくいタイプなんだわ。それに怒ってるんだとしたら、へたにメールとか送って無視されたら、厳しいかも……）

　シエラは、あくまで表面的な笑顔は崩さず、取り巻きの女子たちや啓けい太たに対してにこやかに振る舞う。だが心の中では不安でたまらず、泣き出しそうな気分だった。



　しかし……それは、実は陣も同じだった。昨夜、シエラとひとつベッドで寝ていることに気づいたときの驚きといったら、今でも恥ずかしくて体がよじれそうなほどだ。

（いかん、忘れろ。でないといつまでも座ざ堂どうの顔がまともに見られないぞ。あのワガママ者のことだ、ぜったいにあとで体育館の裏にでも呼びだして『昼間無視したでしょ庶民キー！』と怒鳴り散らすか、携帯に『よくも無視したわね庶民のくせに生意気よ』というメールを百通ほど連続送信してきて、面倒なことになるぞ！）

　大きく深呼吸したり、頭をブルブル振ったりして、陣は記憶を散らそうとする。そして、そろそろ大丈夫かな……と思って、ちらっとだけシエラのほうに目だけ向けるが、やっぱり見た瞬間に心臓がばくばく鳴りだして、あわてて楔形文字の本に視線を戻す。

（何やってるんだ俺おれは！　今まで、楔形文字さえ目の前にあれば、他ほかのどんなことも気にならなかったのに！　特にこの本なんか、楔形文字の中でももっとも難解で複雑だといわれているヒッタイト文字だぞ！　伝説のソロモンの兵隊の強きよう靭じんな武器や防具にも、ソロモンの義父であるヒッタイト人の製鉄技術が関与してるはず……そのヒッタイトなのに！）

　陣じんは心に渦巻くさまざまなモヤモヤを追い出そうとして、自分自身に講義を聞かせているかのごとく、ブツブツとつぶやく。

「なー陣、腹減ってるのはわかる、百歩譲って勉強を教えたくないならそれでもいい。けど、隣でブツブツ言って邪魔すんなよ。あー集中できない集中できない、陣のせいで勉強する気なくしたー！」

　どうせ集中してないくせに、横にいた夕ゆう也やが、問題を解いていたシャーペンを置いて手を頭の後ろで組み、机の上に足を投げあげた。陣は楔くさび形がた文字の本をぱたりと閉じる。

「うん、俺おれもここじゃ全然集中できない。書庫で読んでくる。質問があったら聞きにこい」

　シエラのことが気になるから集中できないのだが……本を小こ脇わきに抱えて立ちあがった陣を、夕也が制服のすそをつかまえ、慌てて引き止める。

「待てよ！　おまえがいなくなったら、誰だれが俺にお勉強を教えるんだよ！」

「そもそも、ふだんから予習復習をきちんとしておけば、試験前にバタバタ焦る必要などないというのが、俺の持論だ。図書館の中にいてやるだけ、ありがたく思え」

　シエラの前から消えたい……というのが本音ではあるが、確かに試験前であろうとも、考古学の研究をおろそかにできないというのも、あながち言い訳ではない。今は、いろいろと至急調べなければならないことが多すぎる。十じつ戒かいの妖よう魔ま（アークダイモン）を封印する聖櫃アークを探さねばならない。その手がかりと思われる、陣の両親が死海のほとりの神殿遺跡で見つけた銅の巻物カツパースクロールに書かれていた「ヨッドの災い、石版は戒め、アークは封ずる。ヨッドの災い目覚めしとき、ベートなるダレット、それを封ずる」という言葉の謎なぞを、解かなくてはならない。陣はこれを「十の災い目覚めしとき、二つの三角がそれを封ずる」と解釈し、二つの三角とはすなわち二つ並んだピラミッド……だと考えて、世界中の文献を探しているところなのだ。

（魔法のランプとアークは、シルクロードを同じようにたどって日本に来た……。座ざ堂どうの推理によれば、親父おやじたちがどこから魔法のランプを発掘したかがわかれば、失われたアークの場所もわかるはずなんだ。だがこの銅の巻物カツパースクロールのことを書いた手紙が来て以来また音おと沙さ汰たがなくなって、ランプのことをずっと聞けないままだ）

　そのとき陣のもとに、中等部の制服を着たメガネの少女が、本を数冊胸に抱き、長い髪を揺らせながら近づいてきた。限りなく生気と存在感の薄い彼女は、中等部三年生で本ほん田だ聡さと子こ。この図書館のすみずみまで熟知し、数万冊の蔵書を読破している天才図書委員である。聡子は数冊の本を、陣の机の上に置いて、静かな声で言った。

「新あら木き先輩、頼まれていた本を書庫から探してきました」

「あ。悪いな、本田」

「いいんです……図書館を有効活用してくださるのは図書委員の宿願です。とくに、書庫の奥深くにあるような本を、ホコリにまみれながら引っ張り出していると、ああ図書委員の仕事って必要なんだなーと、あらためて感じるんですよ……ククク……」

　聡さと子こは、底の知れない笑みを浮かべた。夕ゆう也やは、うんざりした表情で声をかける。

「試験前に余裕だなー、陣じんもだけど本ほん田だも。試験勉強しなくていいのかよ？」

「ふだんから予習復習をきちんとしておけば、試験前にバタバタ焦る必要などないんですよ……ククク……」

「それ陣にも言われた。おまえもか」

「それに、試験勉強はこのあと、安あん藤どうさんの家でいっしょにやる約束をしていますので……お楽しみに取っておきませんとね……ククク……」

　安藤奈な津つは聡子のクラスメイトで、家庭科の部長である。面倒見のよい姐あね御ご気質、というかオカン体質で、体温テンション血圧全すべて低めの聡子と、なぜか気が合っているようだ。そして聡子も、あまり他人には関心がなさそうなのだが、奈津には義理堅く付き合っている。それに、陣の調べ物にもよく協力しているようだ。

「こんどはピラミッドに興味をお持ちのようですね、新あら木き先輩」

　聡子が、積み上げられた本にそれとなく視線を向ける。

「ああ、うん……。『二つの三角』を調べてるんだ」

「二つの……三角？」

　さして興味を持っていないようなそぶりをしている聡子だが、メガネの下に隠されているその目は、獲物を狙ねらうように、鋭く輝いている。

「それって、新木先輩が探してらっしゃる『アーク』に、何か関係があるんですか？」

「え？」

　陣はきょとんとした顔で、座っている彼のわきに立っている聡子を見上げる。

「俺おれ……おまえに『アーク』の話、したことあるっけ？」

　ぴくり、と聡子の表情にごくわずかな動揺が走った。アークとは「聖せい櫃ひつ」のことだ。旧約聖書の時代……紀元前十五世紀に、モーゼはエジプトで奴隷にされていたイスラエル人らを率いて、イスラエルの地へ帰った。祈りの力で海を割り、海の道を通って追っ手をまいたモーゼは、その後シナイ山の上で神から法律……「十じつ戒かい」が刻まれた石版を与えられた。この石版をおさめた箱が「聖櫃アーク」である。

　陣の両親は考古学者である。ダビデの神殿から失われた、アークをはじめとする「ソロモンの秘宝」の発掘に人生を費やしてきた。父親は陣に輪をかけたカタブツだったが、ずいぶん年をとってから、当時大学の教え子だった母の猛烈なアプローチによって結婚したと聞く。そして今、教授である父と准じゆん教授である母は二人して、家を売ったお金を研究資金として、中近東へ発掘旅行に出てしまった。

　しかし陣はソロモンの秘宝や失われたアークが、日本にあるのではないかと考えている。両親より先にそれを見つけ出し、認めさせたいと願い、ずっと探している。もともと無口な彼はあまり他人にそのことを詳しく話したことはない……シエラ以外には。

「話……直接聞かせていただいたことは、なかったかもしれませんね」

　聡さと子こは、すぐに動揺を消して、微笑ほほえんだ。

「でも、新あら木き先輩がお探しの本を見れば、今何を調べておられるのかは、だいたいわかります。わたしも、考古学には少し興味がありますので……ククク……」

「たしかに、本ほん田だが探してきてくれる本は、どれも的確にツボをついてるよなと思ってたんだ。俺おれ一人で探すより、ずっと助かる」

　無ぶ愛あい想そうな陣じんにしては珍しく、人を褒めている。啓けい太たやクラスメイトたちに勉強を教えていたシエラは、気になって何度も、ちらちらと目を向けていた。

（庶民ったら……わたしがどんなにお世話してあげても、そんなふうに褒めたことなんてないくせにっ！　やっぱり、ランプの魔神として身の回りの世話をしてあげるよりも、考古学の話をいっしょにできる女の子のほうがいいってわけ？）

　シエラは心が落ちつかなくて、手に持っていたシャーペンの頭をカリカリとかむ。

　ソロモンの秘宝のひとつである「ソロモンの指ゆび環わ」が、なぜか陣の体内にもぐりこんでいるのが発見されたのは四月のこと。そして、ふだんは学園の人気者でみんなのあこがれる優等生のお嬢様であるシエラが、実はランプの魔神の家系であり、「封印の鍵かぎ」であるソロモンの指ゆび環わを持つ陣じんに仕えることになったのは、二人だけの秘密だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　秘密なのは、セレブの誇りにかけて……という以外に、もうひとつ。十じつ戒かいの石版に封印された、人間に十の悪徳を行わせる悪魔「アークダイモン」が、再び封印されることを恐れて人間より先にアークを見つけようとしており、彼らの攻撃を避よけるためでもある。

　彼らはアークともども、封印の力を持ったソロモンの指環を消去したいと思っている。そのため、指環や魔神の存在をおおっぴらに公言しては、狙ねらわれる危険がある。

　その十戒のアークダイモンも、今までに「姦かん淫いんすべからず」のマジュヌーン、「安息日を守るべし」のワシフ、「隣人をむさぼるべからず」のサダフ、「殺すなかれ」のキルシュ、「窃盗するなかれ」のサラージャが、シエラを（というか陣を）襲撃し、撃退された。

（えぇと……十戒ってことは、アークダイモンは十匹いるという解釈でいいのよね？　だとすると、残ってる十戒の項目は、「唯一神の否定」「偶像崇拝」「神の名を騙かたること」「父母への不敬」「偽証」……か。うーん、まだ半分も残ってるのね……）

　シエラはため息をつき、額を押さえる。

（最初のほうは魔神レベルが上がるにつれて新しい魔法を覚えてたから、このままレベルを上げれば割と楽勝と思ってたけど……。今は、魔法書再発行でページを増やしてるだけだから、どんなにレベルを上げても、魔法が使えないのよね。サラージャに攻撃されたときも、結局わたしは何の役にも立てなかったし……そうよね、この状況ならアルフのほうがずっと庶民を守ってあげられるのよね）

　アルフは剣の魔神で、春はる紗しや学園の裏手にあるペルシャ料理の食堂アルフライラの看板娘だ。昨日の対サラージャ戦では、アルフのおかげで陣が消滅の危機をまぬがれた……と、今朝、アルフから電話で自慢たらたら聞かされた。今朝シエラが目覚めたのは、アルフからの電話のせいである。陣がいなくなったことに焦って、それどころではなかったのだが。

（早朝から電話って迷惑よね、よっぽどサラージャを倒したのが自慢だったんだろうけど、常識がないったら！　アルフっていつもそうなのよね、人のこと気にしないで自信たっぷりで……そりゃ自信持つだけあって、確かに強いし可愛かわいいけど、さ。そりゃ、あのときわたしにできたことといえば、庶民のおむつをかえたり、ミルクをあげたりしたことだけで、全然役立たずだったけど……どうせ今でも役立たずの、レベル０ゼロ魔神ですよーだ。それも、ほとんど安あん藤どうさんに手伝ってもらって、わたしだけじゃ何もできなかったし……）

　ふう、とシエラはため息をつき、うかない顔で考えこむ。

（わたしは、やっぱり役立たずのレベル０魔神なのかしら……。そして、女の子としても、庶民に興味を持ってもらえないようなつまらない女の子なのかしら……。実際、庶民のランプの魔神にならなかったら、庶民はわたしのことなんてずっと気づかなかったはずよ。初めて庶民と話したとき、庶民はわたしの名前どころか、クラスメイトかどうか知らなかったんだもの。わたしは、庶民のことは、もちろん名前も知ってたし……幼おさな馴な染じみの香か住すみさんや他ほかの人たちから、それとなく少しでも情報を集めるぐらい、気になってたのに……）

　シエラの顔色はどんどん悪くなっていく。啓けい太たが、心配そうに声をかけた。

「座ざ堂どう先輩、顔色が悪いようですけど大丈夫ですか？」

「あ、ごめんなさい……少し、疲れたみたいだわ」

　いつもどおり猫をかぶって微笑ほほえんだシエラに、クラスメイトたちは慌てふためく。

「そっそれはいけませんっ！　わたしたちだけでなく、中等部の厚かましいガキにまで勉強を教えてくだすって、そりゃー疲れて当然ですわっ！」

「あっ……ぼく、ひょっとしてウザがられてました？」

　啓太の笑顔がピクッと引きつる。クラスメイトたちはシエラを心配して、口々に言った。

「わたしたちのことはいいですから、お帰りになってくださいシエラ様！　お熱でも出されたら大変です、そうでなくてもそんなにきゃしゃでか細くていらっしゃるのに！」

「あなたたち、シエラ様をごゆっくりお連れして！　運転手のかたをお呼びして！」

「だ、大丈夫よ、そんなに大げさにされると困ります。図書館で、ほかに勉強されているかたがたの邪魔にもなるわ……わたしは一人で大丈夫ですから」

　シエラは急いで、学生かばんに荷物を詰める。

「おつきあいできなくてごめんなさい。試験勉強がんばってくださいね、ごきげんよう」

　上手に猫をかぶって、花がほころぶような笑顔を作りながら、シエラは図書館を出ていった。その上品な立ち居振る舞いに、図書館じゅうの生徒たちが目を奪われる。

「すげ……座堂、やっぱダントツ可愛かわいい……」

「美人で優等生でお嬢様なのに、謙虚で控えめで。天は二物も三物も与えるんだなあ」

「座堂先輩のためなら死んでもいい……」

　陣じんは、そんな男子の声に、心の耳をふさぐ。

（べ、別に俺おれはみんなが座堂のことを何と言おうが、ぜんぜん興味なんてないからな！　俺は考古学にしか興味ないんだっ、アークの目印である二つの三角を見つけなければ！）

　自分で自分に言い聞かせつつも、陣はガリガリと爪つめをかむ。そんな陣にちらり……と横目を向けて、聡さと子こがたずねた。

「二つの三角……ということは、二つのピラミッド……だと、新あら木き先輩はお考えですか？　今まで、新木先輩が訪れた場所に、該当するような場所はなかったのですか？」

　メガネの下はうかがうような目だったが、陣は彼女の底意を知るよしもない。

「ああ。俺はこれまで、四国のピラミッドだと呼ばれている『剣つるぎ山さん』や、古代ヘブライ人が訪れて入植したと伝えられる『戸へ来らい村』などのピラミッドを調べて全部ハズレだったんだけど、それらは全部『単一のピラミッド』だったんだ。二つ並んだピラミッドは文献にないから、日本中の地図を見て探すことになりそうだな。図書館に地図は置いてるか？」

「ああ……それでしたら、パソコン室にいらっしゃるといいですよ。ククク……」

　パソコン室は、図書館の二階にある。陣じんも、調べ学習で使ったことがある。

「パソコン室に地図が置いてあるのか？」

「いいえ、今は地球上の衛星写真が全すべてインターネットで見られるようになっているんです。ナスカの地上絵もギザのピラミッドもはっきりと見えますし、写真解像度の高い地域なら、道路の『止まれ』まではっきりと読めますよ。それを使えば、地図を広げたりいちいち大旅行しなくても、世界中を探せると思いますよ……ククク……」

「へえ、進歩してるんだな。じゃあちょっと見てみようかな」

　陣は目を輝かせ、夕ゆう也やを置いて聡さと子このあとをついていく。

「おいこら陣！　俺おれを見捨てていく気か、薄情者！　うわーん！　あーもー勉強する気なくした、陣のせいだもんね！　この精神的苦痛を癒いやすため、仕方なく音楽でも聞こう」

　夕也は都合よく被害者ヅラしつつ、机に足を乗せてヘッドフォンをぱかっと頭に装着し、いい気分でｉＰ○ピーｄの音楽を聞きはじめた。



　まるで何かから逃げるようにあたふたと図書館の外に出たシエラだが、ふだん移動は自家用車を使い、あまり激しい運動などをしないので、すぐに息が上がってしまった。

　中庭の木にもたれかかって、呼吸をととのえる。しかしそんなときにも生徒たちがわらわらと、灯ともし火びに引き寄せられる夏の虫のようにたかってくる。

「どうしました、シエラ様？」

「大丈夫ですか、シエラ様？」

「あっ……ええ、大丈夫です。ありがとう」

　シエラは無理に笑顔を作り、優雅に手を振りながら、その場を去る。優美な仕草に心を奪われて、生徒たちは誰だれもかれも目を細め、頬ほおを染めて、ホーッとため息をついていた。

（あーもー！　どうして自分の気分が最悪のときに、猫をかぶらなくちゃいけないの？　心配してくれるのはうれしいけど、プライバシーがないのもしんどいんだからっ……！）

　シエラは、イライラしながら早足で歩く。その点、陣はただ一人、古文書などに没頭していて、シエラのことを見もしなければ知らなかったのだ、とシエラは思いだす。

（そうね……庶民は愛あい想そうは悪いけど、そばにいて静かで落ちつくのよね）

　ひと気の少ない裏門のほうまでやってきて、ようやくシエラは遠慮なく息をつくことができた。門の横が、鉄骨などの資材置き場になっている。

　その門扉を、誰かが軽く飛びこえてきた。片手に銀のお盆を持ち、ザムザムというペルシャのコーラの入ったコップと、ラップをかけた緑色のオムレツを載せている。その状態で、門扉に片手をついて飛び越え着地して、ザムザムをまったくこぼしていない。

　浅黒い肌とツインテールの金髪、底抜けに明るい青空のような碧へき眼がんと、髪を飾る陣のお土産の真珠の髪飾り。シエラと同い年とは思えない、豊かな胸には脂肪がたっぷりで、鍛え抜かれた腕や脚には細くしなやかな筋肉がつき、痩やせっぽちのシエラと対照的だ。

「あれ、シエラ。こんなところで何してるのさ？」

　彼女は学校の裏手にあるペルシャ料理店「アルフライラ」の看板娘、アルフ。両親ともペルシャ人でありながら、三代続いた江戸っ子でもあるため、金髪碧へき眼がんというエキゾチックな風ふう貌ぼうながら、火事とケンカが大好きで、べらんめえ口調をスムーズに口から出す。

　シエラは、門扉を飛びこえてきたアルフに度肝を抜かれて、どぎまぎしながら言った。

「アルフっ、あなた……今、無断侵入してなかった？」

「あーだって裏門は昼休み終わると閉まっちゃうし、表門まで回るのは面倒だろ。ザムザムの気が抜けちまうよ。早くプールの工事が完成すりゃあいいんだけどねえ。あの資材置き場の資材が盗まれないようにってんで、裏門を閉められてるんだよ」

　と、アルフは資材置き場のほうに視線を向ける。

「それなら大丈夫よ、もう工事は再開されて作業員さんが出入りするようになったから」

「へえ、ほんとに？」

「だって、あのプールは座ざ堂どう家の寄付だもの。パパの寄付で、六月中に完成予定だったの。でも、四月の末にわたしが庶民の魔神になって、パパがランプの魔神ではなくなったから、お金がなくなって工事が凍結しちゃってたわけ。貧乏だってバレたら、セレブの座から転落してママがパパと離婚しちゃうから、匿名で、海外のオークションサイトに宝石を売ってお金をかき集めて、やっと先週工事再開にこぎつけたのよ」

「そっか、あんたは砂とか石ぐらいしか出せなかったのに、親父おやじさんはお金とか飛行機とか出してたんだもんね？　いったい親父さんの魔神レベルってどれぐらいだったのかね」

「アークダイモンが出現してからトンズラぶっこいてるから、聞きたくても聞けないわ。一人前の魔神になったら、聖櫃アークも魔法で出せるんならいいのにな」

　寂しげにため息をついたシエラにちらりと視線を向けて、アルフはニヤッと笑った。

「ふふん、陣じんを釣るのに必要なのは聖櫃アークや楔くさび形がた文字だけじゃないよ」

「べっ別にわたしは庶民のためにアークを探してるわけじゃっ……！　アークダイモンがわたしまで攻撃してくるから、迷惑なだけなんだからっ！」

「あっそう、あんたが別に陣のことなんてどーでもいいってんなら、あたしも気楽だけど。ふつう魔神は一人に一神なんだよ。あたしたちの召喚タイプが違うからたまたま陣は二神使えるけど、陣を独り占めしたほうがずっとレベルの上がりかたは速いよね。っていうか、あたしの場合は、ウチのお父とっつぁんとおっ母かさんみたいにラブラブになれば、『指ゆび環わ』なしでも召喚できるわけだしさ。というわけで、陣の大好物の、具だくさんのククを差し入れしにきたんだよねえ」

　アルフはシエラに、挑発するような流し目をくれる。ククとは、ペルシャ風のオムレツのことだ。アルフが持っている銀の盆の上には、緑色のオムレツが載っている。緑色野菜が豊かなペルシャならではのほうれん草オムレツ、クク・サブジだ。

（な、何がラブラブよ！　食べ物で庶民を釣ろうなんて、あまりにも卑ひ怯きようだわ！　……と言いたいけど、あのいやしんぼで大食いの庶民なら、わたしのことは無視できても食べ物は無視できないはず。そうね、食べ物で釣るのはいいアイディアかもしれないわ。特に『具だくさん』という言葉は、『大盛り』と同様、庶民には効果大のはず！）

　シエラはコホンと咳せきばらいをすると、両手を合わせて横に傾け、ニコニコと笑顔を作る。

「ねえアルフ、庶民のことなんてわたしはぜーんぜん気にしてないんだけど、後学のために……あくまで後学のためによ？　その具だくさんのオムレツの作り方、教えてくれないかしら？」

「お断り」

「即答っ？」

「うちの店の味を盗もうだなんて、百億万年早いってなもんだよ。自分ちのコックに教えてもらえばいいだろ、どうせセレブのお嬢様は超一流コックを雇ってんだろ？」

「この完かん璧ぺきなセレブのわたしが、普通の卵焼きしか焼けないなんて知られるわけにいかないから、あなたに頼んでるんじゃないのよ！」

　確かにシエラは、料理ができないにもほどがある。唯一作れる普通の卵焼きも、元々陣じんに教えてもらったものだし、最初に陣のために卵料理を作ろうとしたときには、卵を殻のまま焼こうとしたという前科がある。

「あんたの猫っかぶりにはつきあえないよ。すなおに、料理下手で性格悪いんですぅ～っ、ってカミングアウトすればぁ？」

「わ……わかったわよっ！　もうあなたなんかに頼まないんだからっ、それとなくメアリーに教えてもらうからいいんだもんっ！　べー！」

　短気なシエラは怒って舌を出し、ぷんすか怒りながら表門のほうへずんずんと立ち去っていった。アルフは、呆あきれて腰に手を当てる。

「べーって……シエラは、ほんとにガキだねえ。それに比べてあたしの大人なこと！」

　アルフは長いツインテールの髪を手の甲でするりんと撫なで、図書館に流し目をくれる。

「じゃ、陣に差し入れを届けますか。やっぱ男の子ってのは、お嬢様より家庭的な女の子のほうが好きだよねぇー」

　スキップも軽やかに、アルフは図書館に入っていった。



　そのころ、陣は図書館の二階にあるパソコン室で、パソコンに向かって地図を見ているところだった。モニターには、赤い砂漠の航空写真が映っている。拡大すると、スフィンクスの形まで見える。陣は感心して、後ろで見守って立っている聡さと子こに声をかけた。

「すごいな、今もうパソコンでこんなにできるんだな。教えてもらってよかったよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「それだけじゃありませんよ……ククク。全すべての標高がマッピングされていますから、仮想的に立体にすることも可能です。ゲームの背景の３スリーＤデイーＣＧのようなものですが……」

　聡子が、陣の後ろから手を伸ばして、マウスを上下させた。画面の中で、航空写真がグルンと回転して、地面から見た図になる。はっ、と聡子は動きを止めて、つぶやいた。

「あっ……すみません……」

　聡子の胸がわずかに陣の背中に当たってしまったことを、さすがの聡子も少し気にして謝りかけたのだが、陣はそんなことはまったく関知していない様子で、言葉をさえぎった。

「へえ、すごいな……！　これなら、ピラミッドが建造物じゃなくって、山など大きなものをさしてる場合でも、山の形がわかるから、探す目安になるな。こんな最先端のソフトを使いこなせるなんてすごいな、本ほん田だ。よく勉強してるんだな」

　陣は、目をキラキラさせて画面にくいついている。聡子は、とまどったような表情を見せた。陣の背後で、彼に覆いかぶさるようにしているのに、まったく陣は考古学以外に興味を持っていない。想定内といえば想定内なのだが、そのことになぜか妙なとまどいを覚えている自分自身に、聡子は一番とまどっていた。

　そのとき、アルフが扉をノックして入ってきた。聡子はスッと無言で、陣から離れる。

「あーいたいた。夕ゆう也やに、ここにいるって聞いたからさ」

「アルフ？　何しにきたんだ？」

「差し入れ持ってきたんだよ。クク・サブジとザムザム。あたしのおごりだよ」

　驚く陣じんの横に、アルフがやってくる。聡さと子こは目の前にアルフが来て、陣との間に割りこまれてしまったので、少し居にくそうに一歩後ずさりながら言った。

「あ、あの……図書館では、飲食禁止ですが……」

「えーそうなの？　残念だね、それじゃこれ食堂アルフライラに持って帰って食べよ！　ということで陣、いっしょに店に帰ろ」

　アルフは陣の腕を引っ張るようにして、ぎゅっと抱きつく。いつも軽装なアルフは、今日もえりもとが大きく開いた服を着ている。抱きつくと、両腕が胸を挟み込む形になる。たぷんたぷんした乳肉が両端から押されて、今にもぷるりんっと飛びだしてきそうだ。

　だが陣はアルフの豊かな胸より、三度の飯より大好きなご飯より、考古学のほうが百万倍興味をひかれるので、パソコンのモニターから目を離そうともしない。それでいつも、アルフのファンの男子たちに、こんなに可愛かわいいアルフよりも土器のほうが好きなんて、と変わり者扱いされている。陣は、そっけない口調で言った。

「ありがたいけどあとでいい、今本ほん田だがすごいソフトを教えてくれたんだ。せめて今日、使い方だけでも覚えておきたいんだ」

「ちぇ、ザムザムの気が抜けちゃうのに。……ま、シエラや、あの幼おさな馴な染じみの愛あい花かちゃんだっけ、彼女の料理を平気で食べられるほど味覚センスが皆無だから、気が抜けたコーラでも平気かもしれないけど」

　そう言ってふと、アルフは心配そうに視線を上に泳がせる。

「料理といえば……座ざ堂どう家、火事にならなきゃいいんだけどねえ。やっぱり意地悪せず、あたしが料理を教えてあげたほうがよかったかなあ」

「火事？　何のことだ？」

「シエラにさっき会ったんだ。メイドさんに料理を習うって言って、帰ってったんだよ」

「……座堂家、爆発しなきゃいいんだがな」

「あ、火事どころじゃすまないんだ」

　シエラの話が出たとき、初めて陣はマウスを動かす手を止め、モニターから目を離した。アルフの胸にもクク・サブジにも目を向けなかったのに。アルフは敗北感に襲われた。

（陣……やっぱり、あたしよりシエラのほうが気になるのかな。だよね、あたしはガラッパチだし男まさりだし、シエラは猫っかぶりだけどきゃしゃで小柄で可愛くて、何よりセレブのお嬢様なんだもん……あたしなんかと、世界が違うよね）

　魅力全開で誘惑しても、目もくれない陣を見て、アルフは寂しそうに小さくため息をつきながら、彼の用事が済むまで待つつもりで、隣の椅い子すにへたりと座りこんだ。



　一方、聡子は二人に気づかれないようにパソコン室を出ていた。存在感がないことには自信があったし、アルフが陣じんになれなれしいのも何だか見ていられなかった。

　何より、聡さと子こは胸にも存在感がない。陣の背中にくっついていたのに、まったく気づかれなかったほどだ。それに比べて、アルフは南国の太陽の恵みを受けてたわわに実ったフルーツのような、豊かな胸の持ち主だ。それを思い出すと、なぜかわからないがため息が漏れる。人間にとって外見など必要のないもの、数多くの本を読んで得た知性に勝まさるものはない……というのが、聡子の長年の信条だったが、今は少し事情が変わった。

（わたしの胸が、アルフさんぐらいあれば……新あら木き先輩の対応も、違っていたかも……）

　聡子は落ち着きたくて、地下の書庫にやってくる。書庫は図書館の棚に並んでいない本を収納するところで、天井まで届く巨大な本棚がレールの上に並んでいて、列柱廊のように見える。図書委員しか入れないし、入ってこない場所だ。

　その本棚のわずかな隙すき間まに、誰だれかが立っていた。人影は、ふたつ。本棚の隙間は、数センチほどしかない。人間ではあるまい……と、聡子は瞬時に察した。

「『神の名を騙かたる』マラークに、『偽証』のワトワート。まだわたしに何かご用ですか……？」

　聡子の視界の端に、ゆらりとふたつの影が動いた。十じつ戒かいのアークダイモンのうちの「二に戒かい」だ。人間の目は、視界の中心で見るのと端で見るのとは全然視力が違う。視界の端では中心で見るときの二割ほどの視力しかない。ただし目の細胞の特性で、視界の端のほうが敏感に見える場合もある。昔の軍隊では視界の端で見張りをする訓練をしていたし、幽霊が視界の端では見えるが中心で見ると消えると言われるのも、視界の中心では見えない光の波長領域にその姿があるからだ。簡単に言うと、人間の目では見えない「温度」が、赤外線の波長領域まで見える蛇の目では見ることができるようなものである。

　片方は大理石の彫刻のような金髪の美青年で、白い衣をまとい、背中に白い翼を持っていて、宗教画の中の大天使のように威厳がある。これが「神の名を騙る」マラーク……マラークとはアラビア語で「天使」を意味する。もう片方の男はマラークとは対照的で、やせこけた灰色の肌に薄汚れた灰色の衣をまとい、背中には灰色のコウモリの翼がある。「偽証」のアークダイモン、ワトワート。その名はアラビア語で「コウモリ」のことだ。

　今まで陣たちを襲ってきた「五ご戒かい」のアークダイモンは、どれも人間の形をしてはいなかった。イソギンチャクのような「姦かん淫いんすべからず」のマジュヌーン、虫の集合体だった「安息日を守るべし」のワシフ、「隣人をむさぼるべからず」の二枚貝サダフ、「殺すなかれ」のサメのキルシュ、剣に手足という「窃盗」のサラージャ……それに比べ、人の姿に近いこの二戒は、はるかに強い魔力を全身から放出している。

『げぴぴぴっ……トボけてんじゃねぇーよ。今までのザコども同様、〈エサ〉を独り占めするつもりで抜け駆けする気かよ？　それとも、〈ソロモンの指ゆび環わ〉と〈失われた聖櫃アーク〉を両方とも手に入れて、俺おれたちに言うことを聞かせようってぇーハラじゃねぇーだろうな？』

　ワトワートが肩をすくめて、品のない声で笑った。

『〈指ゆび環わ〉と〈アーク〉を一緒にするのは危険です。それが持つ〈権力〉は諸もろ刃はの剣……万が一敵の手に渡れば、自らをも滅ぼしかねません。世界を支配する力を手に入れようなどという欲望は持たず、すぐさま破壊せねばならないのです。〈アーク〉が見つからない今、取り急ぎ見つかっている〈指環〉だけでも壊しておかなくては』

　対してマラークは、落ちついた威厳のある態度で語る。白く輝く翼は大天使のように荘厳で、その声は天からひびく賛美歌のように美しい。聡さと子この手をそっと取り、彼女の目をじっと見つめた。マラークの人ならぬ美しい目は、たとえるならば渦巻く青水晶の泉の底に、じっと小さくこごった闇やみのような瞳ひとみが沈んでいるかのようである。

『ですから、あなたにも協力していただく必要があるのです。われわれも今まで、先走ったアークダイモンたちの敗北からデータを集めましたが、あなたが彼らをそばで見てきて集めた情報があれば勝利はより確実です。ソロモンは危険な存在、油断はできません。前回のあなたの無礼は水に流してあげますから、あらためて協力をお願いしたいのです』

　マラークの声は静かに心に忍びよる。だが聡子は冷ややかな目をわずかも揺るがさない。

「無礼？　ずいぶん上から目線ですが、何様のつもりですか、あなた……？」

自分の手を取るマラークの手首を、聡子は強くつかんだ。つかんだ所から、炎が迸ほとばしる。

『なっ……熱あつっ！』

　マラークは慌てて手を引っこめた。聡子の体を、炎の鳥が翼で包んで守っていた。

「この子はソロモン七十二柱の魔王の一柱ひとり、不死鳥フェニックス。あなたがたの放つ生臭い腐臭がしたので、『ソロモンの鎖骨』からあらかじめ召喚しておいたのですよ……ククク。真の超越者ならば、煉れん獄ごくの炎にも燃えることはない。それを熱がるあなたはしょせん『神を騙かたる』まがいものだということですよ、マラーク……そのようなザコが、真の超越者を目指すこのわたしに上から目線ですか？　ここが火気厳禁の図書館でなければ、最大の炎で燃やしつくしていたところですよ」

『ザ……ザコですって、このわたしが！』

　マラークの整った顔が、怒りにゆがむ。隣でワトワートが、ひざを叩たたいて大笑いした。

『げぴぴっ、げぴげぴ！　いつもの調子こいたスカシ顔もざまあねぇーなあ、マラークさんよ！　だから俺おれが言っただろぅーがよ、相手が悪いってよ』

『だまりなさいっ、ワトワート！　嘘うそをつく以外に能力のない、最弱のアークダイモンのぶんざいで、神に匹敵する力を持つこのわたしを愚ぐ弄ろうすることは許しません！』

　火傷やけどした手首を庇かばいつつ、マラークはヒステリックにどなる。聡子はちらりと彼らに流し目をくれる。彼女を包むフェニックスが、威嚇するように「キェェーン！」と鳴いた。

「そういうわけで……わたしは、まだ動く気はありません。データはまだまだ少ないのです……あなたがたが考えている以上に、人間は恐ろしい存在です。なぜなら彼らは、とても短い時間に成長し、知恵をつけますからね……」

『じゃ……邪魔立てするつもりならば、許しませんよ。今は、突然の攻撃で少々驚いただけです。〈ソロモンの鎖骨〉の書に封印された印刷物の魔王などコピーされた一万円札のようなもの。そんな模造品を使って、アークダイモンの中でも一、二を争う魔力を持つこのマラークと戦い勝てると本気で思っているのなら愚かですよ。わたしの魔力が強ければこそ、〈神を騙かたる者〉と呼ばれているのです……その身でわからせてあげましょうか？』

　そう言って聡さと子こを指さすマラークの指先は、抑えきれない恐怖に細かく震えていた。聡子は、余裕を見せてフッと笑う。

「確かに、わたしの魔王たちは模造品コピーにすぎません……それに命を吹きこみ動かしているのは、このわたしの精神力。わかりますか？　わたしの魔王と戦うというのは……わたしが手人形パペツトをはめた手で、あなたの薄汚い鼻っ面にパンチをブチかます、という意味ですよ」

　そう言って聡子もマラークを指さす。人差し指を、マラークの指先にピタリとつけた。

『ぐ……ぐぐぐ……！』

　マラークは震える。聡子は指をつけたまま、まったく動かない。マラークは緊張して、ハアハアと荒く息をしはじめ、よろよろっと後ずさった。

　そのとき、ずっと横でニヤニヤしながら様子を見ていたワトワートが、二人の間にスッ……と足をはさみこむようにして、割って入った。

『なるほど、俺おれたち二人を相手に全然ビビらねぇーってのは、噂うわさ以上だぜぇー。だが、実際マジで戦って俺たち二人に勝てるとまでは、思ってねぇーよな？』

「ええ……そういうことですね。ですが、今わたしと戦ってダメージを受けるのもバカらしい……ということぐらいは、考えていらっしゃるのでしょうね」

『できりゃぁー戦いたくはねぇーんだが。邪魔するってぇーんなら、話は別だぜぇー？』

　ワトワートが虚勢を張っても、聡子は揺るがない。あでやかに、長い黒髪をかきあげた。

「誰だれも、邪魔するとは言ってませんよ……ククク」

『え？　そーなのか？』

　ワトワートは、当てが外れたような間の抜けた顔をする。

「新あら木き先輩は……『ソロモンの指ゆび環わ』の持ち主は、二階のパソコン室にいます。攻撃するなら、ご自由に……わたしは、様子をみさせていただきますから」

『邪魔もしないが、戦いにも参加しないということですか？　わ、われわれ二人でかかればソロモンなど敵ではありませんよ？　あとで分け前をよこせと言っても無駄ですよ？』

　マラークも、信じられないように念を押す。聡子は、くすっと冷たく笑った。

「どうぞご遠慮なく……あなたがたはわたしを出し抜いたようで申し訳ないと感じているでしょうが、わたしにとってあなたがたはかませ犬ですから。クックク……」

『どこまでムカつく小娘だぁー？　やっぱりおめぇーから倒してやろーか！　つっても、俺には嘘をつく以外の能力がないって言ってくれた手前、戦うのはこっちのマラークさんだがよぉー！』

『お、おい、勝手にわたしの宣戦布告をしないでくださいよ』

　マラークはあわてて、聡さと子こに対して中指を立てている下品なワトワートの肩をつかむ。

『いいですか、ワトワート。ランプの魔神がまだレベル０ゼロとはいえ、ソロモンは油断できない相手です……。アークをダビデ神殿の奥深く封印し、七十二柱の魔王を封印した人間です。たぶん、冷蔵庫の中身を全すべてジップロックで凍らせる節約主婦なみの封印マニアです。そいつとの戦いを前にして、少しでも消耗することは避けねばなりません……とりあえず彼女がわれわれを邪魔するつもりがないのなら、放ほうっておくのが得策です』

『げぴぴっ……マラークさんが戦わねぇーってんなら、俺おれはどーしよーもねぇーですわ。俺は一人じゃーほとんど力はねぇー、チームプレーでいい仕事するタイプだからねぇー』

　悔しそうにつぶやきながら、ワトワートはマラークとともに姿を消す。……いや、姿を消したのではなく、人間の目では姿が見えない光の波長領域を移動している。バターン、と書庫の戸が荒々しく開いたのが、その証拠だ。

「ふん……図書館では静かにするのが常識ですよ。特にこのわたしの図書館では……ね」

　聡子は軽けい蔑べつするような冷ややかな表情を浮かべつつ、一冊の本を書庫から抜いて、手に取った。古い装丁の、外国の絵本だ。そのタイトルは「不思議の国のアリス」……。



　一方、二階のパソコン室では、なおもアルフがしつこく陣じんを誘っていた。

「だからさぁー陣、いっぺんアルフライラに戻って食べてから調べ物すりゃいいじゃん？　成長期なんだからさ、おなかすかせるとよくないよ？　ね？」

　アルフは、お盆を持って下に伸ばした両腕で、胸を両りよう脇わきからはさむようにしつつ、陣にすり寄った。たぷんたぷんした乳肉が両端から押されて、見る者全てをはさみ殺しそうな勢いの、豊かな谷間を形成している。しかし、陣はパソコン上で地図を見たまま、動こうともしない。

「悪いけどアルフ、アークダイモンは多分まだ俺の『ソロモンの指ゆび環わ』の封印の力を様子見中だから、おおっぴらには悪さを始めてない。今のうちにアークを見つけて奴やつらを封印しなくちゃ多くの人が危険にさらされるんだ、一秒でも惜しいんだよ」

　陣の真剣な表情を横から見ながら、アルフはすねたように唇をとがらせる。

「陣……やっぱり、あたしよりシエラのほうが気になるんだね」

「どういうルートでそこまで理論が飛躍したんだ？」

「だってあたしはアークダイモンがウロウロしてるほうが、高級なエサを食えて剣の魔神レベルが上がるんだもん。あたしのおやつより、シエラのほうが大事なんだね……」

　アルフは寂しそうにため息をついた。いくら陣が無ぶ愛あい想そうで、アルフの言ってることがムチャクチャでも、女の子に落ち込まれるとさすがにどぎまぎしてしまう。

「ちょっと待てよ、アークを探してるのはもともと親父おやじたちより先に見つけて認めさせるためだし、アークダイモンを封印するのは座ざ堂どうのためってより自衛だろっ？」

　言い訳する陣じんの顔が赤くなっているので、アルフはますます寂しく感じて、ぷんっと頬ほおを膨らませる。そのとき、突然パソコン室がグラグラッと激しく揺れた。

「キャーッ、地震！」

　アルフは陣にしがみつく。豊かな胸が、ぽよるん、と陣の体に押し当てられた。陣は全身を硬直させたが、今はそれどころではない。片手でアルフの肩を、強く抱き寄せた。

「きゃうっ！」

　いつも物静かな陣が別人のように力強く行動したことに驚いて、アルフが子犬のような声を上げた。そのまま陣は、アルフを机の下に押しこむ。アルフの体に覆いかぶさって、庇かばいながら自分も机の下に入ろうとしたが、パソコンが落ちてきて背中を強打した。

「うぐ！」

「きゃああ陣っ！　大丈夫かいっ、ケガしてないっ？」

　陣は、痛みに顔をしかめながらも、次の危険を避けるために、机の下に潜りこんだ。直後、天井が割れて、瓦が礫れきがボロボロと落ちてくる。直撃を受ければ、背骨が折れるだろう。

「じ……陣？　大丈夫……なの？」

　気丈なアルフにしては珍しく、陣を心配して青ざめ、泣きそうな顔をしている。陣は無理に笑顔を作った。背中が少し痛いのと、ふだん無ぶ愛あい想そうで笑顔に慣れていないので、著しくぎこちない表情だったが、アルフを安心させるために、つとめて優しい声で、

「ああ、大丈夫だぜ。おまえこそ大丈夫か？」

　と、声をかけた。アルフは、胸が熱くなって、とろけそうな目で陣を見上げる。

「こ、この状況であたしを心配するわけ？　……何だか、いつも男勝まさりっぽく見られてるから、こんなふうに庇われるなんて、お姫様扱いみたいでくすぐったい……かも」

　お姫様扱いは、シエラは慣れているだろうけれど、アルフには新鮮だった。彼女はペルシャの格闘技ズルハネの達人で、ふだん自力でザコ妖よう魔まと戦い魔力を吸っている。たぶん素手で戦えば陣よりも強いだろうけれど、それでも女の子としては、庇われるとうれしい。

（何か妙に長い地震だけど、ちょうどいいや。陣に思いっきり甘えちゃおう～！）

　地震はなおもグラグラと揺れ、天井だけでなく壁にもひびが入り、机の上のパソコンがすべって次々とゴトゴト落ちているのだが、アルフはまったく平気で、陣にぴとっとくっつき、ロマンチックな気持ちになって目を閉じている。そんなことに気づかない陣は、

「ここは妙に狭いな。密着して悪いな、アルフ」

　と、アルフが自分にくっついているのを、机の下が狭いせいだと勘違いしている。

「地震ってのは一分か二分で終わるはずだが……どうしてこんなに長いんだ？」

　アルフと同じ疑問を抱いて、陣が揺れる窓の外に目を向けると、校庭に地割れが走り、木々が倒れていた。倒れた木々から鳥が飛びあがり、狂乱するように空を右往左往する。

「……あれは……」

　陣じんがつぶやいたその瞬間、天井からまばゆい光が降りそそいだ。そのまぶしさに陣は顔をしかめ、アルフは驚いて大きく目を見開く。

　揺れるパソコン室の中に、光り輝く天使マラークが立っていた。黄金の光が全身を包み、中性的な微笑をたたえている。荘厳な空気が、周囲を包んだ。

『恐れることはありません……。わたしは、あなたがたを助けにきたのです』

　マラークは、優しい声で陣たちにささやきかけた。金色のまつげが優しく伏せられ、柔和な雰囲気をかもしだしている。アルフは震えながら、マラークを見上げた。

「あっ……あんたは誰だれだいっ？　翼を持ってるってことは……人間じゃあないよねっ？」

『わたしの名はマラークです』

「天使マラーク？」

『この建物はまもなく崩れ落ちます。その前に、あなたがたを救ってさしあげましょう』

「そっ……そんなことができるのかい？　こんなに揺れてるのに？」

『もちろんです……信じる者は救われるのです。信じなさい、わたしの力を……神の奇跡を。そしてわたしを崇あがめるのです、そうすればもう何も恐れる必要はない。一生の安息を約束しましょう、さあ、こちらへ……』

　マラークは優しくアルフに手をさしのべた。アルフは吸いこまれるように、彼の手を取ろうとする。だが陣は、アルフの手を押さえた。マラークの黄金の眉まゆがピクリと動く。

「何するんだよ、陣？　早いとこ助けてもらわないと、ほんとにこの建物崩れるよっ？」

「助けてもらいたいのは山々だが、交換条件が気に入らないんでな」

　アルフにそう言って、陣は机の下からマラークをにらむ。マラークは、微妙に不愉快そうな顔をしていたが、それを飲み込んで、穏やかな笑顔を作る。

『何が気に入らない……と言うのです？』

「命を助けるかわりに、おまえを崇めろだと？　安息を約束するだと？　つまり……おまえを崇めると、もれなく一生おまえが俺おれたちを守ってくれるってわけか？」

『先ほどから、そのように言っていますが？』

「子供のころ、近所にいじめっこがいたんだよな」

　急に陣はそんな話を切り出した。アルフは、ひび割れ始めている天井を見上げる。

「じ、陣、なんでここでいきなり思い出話なんだよ？」

「そのいじめっこが俺に言ったんだ。『これから毎日、もらったおやつを持ってこい。そうすれば、ぶん殴らずにおいてやる。いい話だろ』ってな」

『……いい話、ではありませんか？　おやつを我慢するだけで、あなたはいじめっこに殴られるという恐怖や不安から、永遠に解放されるわけですから』

「俺おれは断った」

　陣じんは、はっきりと言った。マラークが、ぐっと息をのむ。

『それは……おやつを差し出すよりも殴られることを選んだということですか？　殴られる恐怖より、心が負けて悪の言いなりになるほうが恐怖だと？　悪の言いなりになって心が麻ま痺ひし自分を失い、善悪を判断できなくなって自分も悪に染まる。〈自分を失う〉ということは、自分がなくなる、すなわち〈死ぬ〉ことと同義……それこそが恐怖だと？』

「いや。どんなに殴られようと、どれほど巨大な敵が目の前に立ちはだかろうとも、おやつをがまんできる人間などこの世にはいない……それだけだ」

　陣は鋭い目で、マラークをにらみつける。マラークは何となく勢いにのまれて黙りこんでいるが、アルフがいぶかしげに、陣の肩をツンツンとつついた。

「……おやつぐらい、がまんできるだろ？」

「だめだね！　いじめっこにも、きっぱりハッキリそう言ってやったんだ。そうしたら、二度とよこせとは言わなかった」

「食べ物がからんでるだけに、恐ろしく毅き然ぜんとした態度を取ったんだろうねぇ……」

　多分、おやつがないならおまえを食う、という勢いだったのだろうとアルフは想像する。

「取りあえず、マラークとやら。今のおまえのセリフには、あのときのいじめっこと同じ匂においがする。だから手を組む気はない、俺のおやつをやる気はもっとない！　消えろ！」

　マラークは唇をピクピクと細かくけいれんさせながらも、柔和な笑顔を作りつづける。

『わたしは、あなたのおやつには興味がありませんし、この状況で助かることは不可能ですよ？　一階にはほかの生徒たちもいます、それを全すべていっぺんに助けることができるのは、このわたしだけです……奇跡を信じなさい、信じる者は救われるのですよ？』

「そっそうだよ陣！　このままじゃつぶれて死んじゃうよ！」

　アルフが必死に陣の肩を揺すった。陣はそんなアルフに困ったような目を向けて、

「やれやれ、アルフがそう言うんなら……仕方ないな」

　と、手を上げた。マラークが、ニヤッと笑ってその手を取ろうとする。

（バカめっ、かかったなソロモンの指ゆび環わの所有者よ！　わが名はマラーク、神を騙かたるアークダイモン！　わたしには天変地異を起こすほどの力はない。だが奇跡を信じ神にすがる人々の依存心を利用することで、その魂を抜き取るのだ。自分の足でしっかと立っている人間の魂は、体の真ん中にデンと居座っていて引っ張り出せない。しかし心が弱く何かに寄りかかっている人間は、すぐに魂が体の中心から外れて外側に倒れこんでしまう……わたしはそれを引きずり出すのだよ。おまえの魂もこれでわたしのものだ、ソロモンよ！）

　しかし、握手しようとして手をさしのべてきたマラークから、陣は手を引っこめる。

『なっ、何をするのですか、新あら木き陣！　手をつなぐ気いっぱいで握手を拒否されると、差し出した手をどうすべきか引っ込みがつかず、ひじょうに気まずいではありませんか！』

「おまえの手なんか握る気はない。俺おれは、窓の外を見ろ……と言いたかっただけ、さ」

　陣じんは冷静な表情で、引っこめた手を再び上げ、窓の外を指さした。地震で揺れてがけ崩れが起こり始めている上を、鳥たちがギャアギャアと恐怖の悲鳴を上げながら飛んでいた。

『はっ！』

　マラークは青ざめる。アルフが、陣のわき腹をつんつんとひじでつついた。

「なっ、何を言ってんだよ、陣？　なんであの天使は、顔色が悪くなったんだ？」

「天使なんかじゃない。奇跡なんか、奴やつには起こせないのさ。これは地震じゃない。どこも揺れちゃあいない……幻覚か何か、どっちにせよトリックにすぎない」

『ばっばかな！　過去、神の奇跡をトリックだとバカにした人間がどのような運命をたどったのか知らないのですか、あなたはっ？　神の怒りが、恐ろしくはないのですかっ？』

「十じつ戒かいのひとつに……『神の名を騙かたるなかれ』というのがあるな」

　陣は鋭い目でマラークをにらみながら、ビシッと人差し指を立てて「一」を示す。

「たぶんおまえはそのアークダイモン……『神の名を騙る』アークダイモンなんだろう」

『な……何を証拠に！』

「おまえ海水浴に行ったことがあるか？　台風が近づくと、魚が岸のほうに集まってくるんだ。沖は波が荒くて翻ほん弄ろうされ、船酔い状態になるからさ。同様に地震で地面が上下すると、その上の大気が押されて波打ち、鳥は翻弄され飛んでいられなくなるはずなんだ」

「あっ！」

　アルフが窓の外を飛び回る鳥の群れを見た。マラークの顔から脂汗がダラダラと流れる。

『ワトワート……貴様！　しくじりおって！』

　悔しげに、マラークは声を絞りだした。とたんに揺れがおさまる。落下したはずのパソコンは全すべてもと通り机の上に並んでいた。ひび割れていた壁もどうにもなっていない。

「じ、陣が言うとおり、やっぱり幻覚だったのか……！　じゃあ、もし幻覚に惑わされて、こいつに心を委ゆだねていたら……どうなってたんだ？」

　アルフはゴクリと息をのむ。白い翼のマラークに影のように寄り添って、灰色の翼のワトワートが現れた。

『やれやれ、嘘うそってぇーのは、よっぽど上手についても、必ずどこかでほころびてくるものなんだなぁー。この俺が言うのも何だが、人間、一番心を安楽に暮らす方法は、ちっこい嘘を重ねていくより、余計な小知恵をたくらまずにバカ正直に生きるこったぜぇー』

『自分の失敗を正当化するなっ、ワトワート！　このクズが！』

『マラークのだんな、言葉づかいに品がなくなってますぜ？　俺もしくじったかもしれねぇーが、あんたも神の使いに見せるには演技力が足りなかったんじゃねぇーですかい？』

　陣とアルフは机の下から出てくる。アルフは余裕の表情で、ぺろりと舌なめずりした。

「どうやらこいつら、ハッタリ屋と幻覚屋のコンビみたいだね。食っちゃうか」

「十じつ戒かいに『偽証』ってのもある。たぶんこっちのワトワートとかいう奴やつはそれだろう。コウモリワトワートってのはイソップ童話で、鳥でも獣でもない嘘うそつきとして描かれてるからな。戦闘力がなくて、人をだまして心を奪う作戦を取る奴らなんだろう」

「なーるほど。今までほかのアークダイモンみたいに攻撃してこなかったのは、強い真打ちが残ってたってんじゃなくて、こすっからくほかの奴らを出し抜くタイミングをうかがってたってとこかい？　だが弱くてもアークダイモン、ザコ妖よう魔まに比べりゃ何千年もアークに閉じこめられて熟成されてるぶん味もいいし魔力も強いはず。陣じん、呪じゆ文もんを頼むよ」

「調子に乗りすぎるな。相手はアークダイモンだ、油断するなよ。アブラカダブラ！」

　ソロモンの指ゆび環わをはめ、陣が呪文をとなえる。アブラカダブラとは古代アラム語で「わが言葉のとおりに私は創造する」という意味だ。アルフの全身が光り輝き、着ていた薄い服のかわりに、かっちりしたデザインのウエイトレス服が身を包む。シエラのメイド服のようなヒラヒラしたフリルではなく、あくまで機能性重視のデザインだ。彼女が、シエラのように魔法で戦う魔神ではなく、肉弾戦を得意とする剣の魔神だからだろう。

　アルフは妖魔を食する剣の魔神だった。しかし剣の姿になると、自力で動けない。そこで陣が現れるまでは、剣の魔力は使えず、ペルシャ格闘技ズルハネを駆使して妖魔を倒していた。陣は剣になったアルフを使って戦うことができたが、彼が赤ちゃんに変えられたのをきっかけに、アルフは「自立して戦える」剣の魔神へとレベルアップしたのである。

「さーて、どっちから先に、あたしの剣シヤムシールのエサにしてやろうかね！」

　アルフはエプロンのポケットにさしていたボールペンを、すらっと引き抜く。ボールペンはたちまち、刀身のそりかえった剣「シャムシール」の姿となる。片手に持っている銀の盆は、防御用の盾になると同時に、ズルハネ独特の円盤武器ともなる。

『これはまずいぜぇ！　俺おれは本来嘘しか言わねぇーが、こいつぁマジにまずいぜぇー！』

　ワトワートが、アルフの全身からみなぎる殺気に気け圧おされて、情けない声を上げる。

『情けない奴ですね、しょせんは嘘を言ったり人の心に疑惑を植えつけるしかできない最弱のアークダイモン！　しかしわたしは、おまえごときと格が違います。確かにこのマラーク、察しのとおり〈神を騙かたる〉者で神ではない。だが古来、神を騙る者はいつわりの奇跡を得意としてきた……わたしは神にはなれないが、神のまねごとはできるのですよ。地震や天変地異は起こせなくとも、人の心を幻惑するていどのペテンを行うことは、ね』

「何をゴチャゴチャ言ってんだい、あたしは男のクセに口数の多いヤツは大っ嫌いさ！　おまえから食ってやる！」

　アルフが剣を手にダッシュし、一気にマラークとの間合いを狭める。明らかに冷静ではなかった。アークダイモンが一度に二匹も目の前に……まさにデパートの地下食料品売場に放ほうりこまれて「さあ食べ放題ですよ」とささやかれた状態である。興奮しないわけがない。

「アルフっ、気をつけろ！　そいつにはまだ何かあるっ！」

　陣じんが叫んだのと、マラークの手のひらの上に炎の柱が上がるのとは同時だった。

『浄罪の火プルガトリウム！』

　まがいものでありながら、あくまでも気高く威厳を持って、マラークは炎を放つ。

「ふん、この程度！」

　アルフは銀の盆で炎を防ぐ。炎は、細かい火のかけらとなって飛び散った。しかしマラークは焦るどころか、その赤い唇を笑みの形にゆがめ、チッチッと人差し指を横に振った。

『それで防御したと？　すみませんが……あなたのその行動は、すでに想定済みですよ』

「えっ」

　目をまん丸くしたアルフが見たものは、細かく散った火のかけらが、ホーミングミサイルのように円弧を描えがき、いっせいに自分に向かって四方八方から飛んでくる姿だった。

「しまったっ！　炎ひとつなら剣で払えるけれど、この数じゃ……！」

「アルフ！」

　陣がアルフを庇かばおうとして飛んだが、間に合わなかった。アルフは全身に火のかけらを受け、火だるまになって倒れる。

「きゃああああ！」

「アルフっ、しっかりしろ！」

　陣はすぐさま上着を脱ぎ、燃えながら床に転がっているアルフを上着ではたく。マラークが自分で言ったとおり、ペテンの炎は火力もさほど強くはなく、すぐに火は消え、アルフの火傷やけどもさしてひどくはなかった……が、全身を火に包まれたショックと痛みで、気を失っている。また、火には魔力を吸い取る効果もあったのか、変身が解けて、もとの服に戻っていた。彼女の周囲にはまだ、飛び散った炎がちらちらと燃えている。

　アルフの消火が終わるか終わらないかというとき、すでにマラークは間髪入れず、陣に向かって浄罪の火プルガトリウムを投げつけていた。

『このまま焼きつくしてさしあげますよ、ソロモンの子よ！』

　ギョッ、と陣は振りかえる。避よけられない……と、確信した。

　その瞬間、パソコン室の中を、重い風がゴッ、と吹きぬけた。まるで竜巻が畑の作物を根こそぎにするかのように、ちろちろ燃えていた火がまとめて吸い上げられる。

「なっ何だっ？」

　陣はアルフが飛ばされないよう、硬くしがみつく。目の前に、巨大な四角い壁のようなものが迫ってくるのが見えた。次の瞬間、その壁がまるでトラバサミのように、バクンッと閉じた。陣たちもマラークたちも、炎ごと壁に挟みこまれてしまう。

　陣たちをのみこんで閉じた壁は、ポトン、と軽い音を立てて床に落ちた。巨大な壁と見えたものは、小さな古びた本だった。

　パソコン室の入り口の扉が、いつの間にか小さく開いていた。その隙すき間まから、聡さと子こが室内をのぞいていた。彼女が、本を投げつけたのだ。

「やれやれ……何千年もアークに閉じこめられて世間と隔絶されていると、一般常識やマナーというものにうとくなるのですかね？　図書館で騒がない、火の気を扱わない、などというのは、いちいち図書委員に注意されるまでもない常識だと思いますけど……ね」

　聡子はパソコン室に入り、床に落ちた本……「不思議の国のアリス」を拾いあげて、ポンポンとホコリをはたいた。ページをめくると、深い草原を陣じんに似た少年が歩いている絵があった。少年は、アルフに似た少女をおぶっていた。

　ふと、本の表紙がメコモコと形を変える。おや、と聡子は本を閉じて表紙を見た。マラークとワトワートの顔が、レリーフのように浮かんでいる。いや、レリーフではない……本の中から出ようとしているが、本の表紙に阻まれて、ちょうどビニール窓に顔をくっつけているような状態になっているのだ。

『きっ貴様……！　わたしたちに、何をしたのですかっ！』

『出しやがれっ、この小娘がぁー！』

　マラークとワトワートは、混乱して叫ぶ。聡子はフッと冷ややかに笑った。

「新あら木き先輩たちを攻撃するのはかまいません。ソロモンの指ゆび環わは封印者、アークダイモンは封印される者、その間にはせめぎあいがあって当然です。せめぎあった末、強いほうが勝つ……これが平等な世界のバランスというものです。ただし、わたしの図書館の本に傷ひとつつけることは許しません。戦いの場を移動していただきます」

『そっそれでどうやって、ここから出ろというのですか！』

「少しは頭をお使いになったらいかがですか？　子供一人の体重では開かない自動ドアも、二人乗れば開きますよ……ククク……」

　聡子の言葉に、表紙のマラークとワトワートが顔を見合わせる。

『そっ、そうか……。ソロモンの指環と剣の魔神の魔力を手に入れれば、わたしたちの魔力はあなたをはるかにしのぎ、この呪じゆ縛ばくを解ける……というわけですね』

『つぅーことは、俺おれたちがここを出られたときは、てめぇーの年貢の納め時ってわけだなぁー！　げぴぴっ、自分で自分の首をしめちまったなぁー、俺たちをエサといっしょに閉じこめちまうとはドンくさい小娘だ！　あとでたっぷり思い知らせてやるぜぇー！』

　表紙からマラークとワトワートが消えた。意気揚々と陣たちのもとへ向かったのだろう。

「フフ……人生もこの世界も、一冊の本のようなもの。あなたがたがこれから、どんな物語をこの本の中に書きあげるのか……眺めさせていただきましょうか。ククク……」

　聡子はパソコン室の机の上に本を開き、底知れぬ笑みをうかべながら、ひじをついてじっと本の上に視線を落とした。



　絵本の中で……陣じんは、深い夏草と潅かん木ぼくの草原を、ひたすら歩いていた。

　ふつうの草原ではなかった。草も木の葉も、全すべてが薄っぺらい紙でできている。

（『飛び出す絵本』の中にいるみたいだな……。ここはいったい、どこなんだ？　また、あのアークダイモンどもの幻覚なのか？）

　聡さと子この仕業だとは夢にも思わず、陣は目覚めないアルフを背負って、あてどもなく歩く。

（早く出口を見つけないと……。アルフの火傷やけどは軽そうだが、どうもここは嫌な感じだ）

　草原の中を歩いていると、目の前の茂みから、ぴょこん、とシエラが顔を出した。

「あれっ、座ざ堂どう？」

　陣は驚いて、目をぱちくりする。シエラは魔神モードの、メイド姿だった。しかし、なぜか手には金色の懐中時計を持ち、頭にはうさ耳バンドがついている。

「時間だぴょん、時間だぴょん」

　シエラは懐中時計を見つめながら、学芸会レベルの棒読みで言った。

　陣は驚いて、自分のズボンのポケットをさぐる。シエラに、いつも持っているようにと言われて、携行している魔法のランプ。それをこするとシエラを召喚できるわけだが……。

（こすった覚えはないんだが……アルフが火傷して、上着を脱いでバタバタしてるときに、うっかりこすっちまったのかな？　呼び出せって言われてないのに呼び出した場合、こいつメチャクチャ怒るんだよなぁー……ランプの魔神のくせに、釈然としないのだが）

　陣は警戒して、うかがうようにシエラを見ている。だがシエラは、可愛かわいらしく小首をかしげると、懐中時計をポーンと投げ捨てた。

「時間はもう関係ないぴょん。わたしと庶民と、二人っきりだぴょん」

「二人っきりって、アルフがここに……」

　言いかけて、陣はハッとする。シエラが、陣の胸に飛びこんできたからだ。

「えっ……えっ？」

　突然のことに、陣は何が何だかわからず、混乱する。シエラの頭のうさ耳バンドが、ぴこぴこ揺れて、陣の鼻をくすぐった。

（こ、このうさ耳バンドはたしか「ラブラブラビット」の歌のために、夕ゆう也やが買ってきたものだ。寮の部屋に置いていたはずだ、どうして座堂が持ってるんだ？）

　陣の胸に疑問が渦巻いたが、目の前にいるシエラの微笑ほほえみは、そんな疑念をたちまち腰砕けにしてしまうほど、優しく愛らしかった。

　シエラの長い髪は、絹糸のようにすべすべと冷たく、サラサラと気持ちのよい触りごこちで、花のようなよい香りがした。何よりも、陣にしがみついているシエラは、びっくりするほどきゃしゃで、柔らかかった。上腕ですら、陣がつかむと余裕で指が回ってしまうほどの太さだし、肩も陣の両手の中におさまるほど小さい。その体は最高級の羽毛を柔らかくつめたクッションのように、どこまでも頼りなく沈みこむほど、柔らかい。

「ほかの女の子の話なんてしないでほしいぴょん。わたしと庶民と二人っきりといったら、二人っきりなんだぴょん」

「おまえ、俺おれがアルフを背負ってるのが見えてないのか？　あと、なんでそのうさ耳バンドしてるんだ？　そのぴょんぴょん言ってる語尾は、俺への新手の嫌がらせか？」

「何言ってるぴょん？　わたしが庶民に嫌がらせなんかするはずないぴょん」

　シエラは悲しそうに、大きな目をうるませながら陣じんを見上げる。

「だって、わたしは庶民のことが大好きぴょん。好きだから、すなおになれなくてたまに意地悪言っちゃうけど、でもほんとは好きなんだぴょん」

「何か変なものでも食ったのか？　あるいはキャビアとフォアグラの食いすぎか？」

「信じてくれなくても、しかたがないぴょん。わたし、今までずっと嫌な女の子だったぴょん。でも庶民の前でだけは猫をかぶらなかったのは、庶民のことが大好きだから、庶民にだけは本物のわたしを見てほしかったんだぴょん」

　シエラは陣にしがみつき、その胸に頬ほおを寄せる。上から見るシエラの顔は、鼻筋がとても綺き麗れいで、長いまつげもよく目立つ。いつも見ているから感じにくくなっているが、実際彼女は、すぐにでもアイドルデビューしてＣＤがミリオンセラーになってもおかしくないほどの美少女なのだ、ということに、陣はあらためて気づかされた。

　陣は、いつにないシエラの態度に戸惑い、ドキドキしながらたずねた。

「それは……初耳だな。おまえ、やっぱり俺を引っかけようとしてないか？」

「わたしは心から庶民のことが好きだぴょん、本当だぴょん。だから、わたし以外の女の子のことなんて、考えないでほしいぴょん」

　そう言って、シエラは陣の肩からアルフを押し落とす。アルフは草原の上にくずおれ、シエラはあいた陣の肩に腕をのばして、なまめかしく顔を近づける。

「ほーら、これで邪魔者はいないぴょん。わたしと庶民の二人だけ、誰だれも見てないぴょん……何をしてもかまわないぴょん。何でもしていいんだぴょん」

「何でもって……マンガを読むとか、ゲームをするとかか？」

「とぼけてもわかるぴょん。庶民、わたしにキスしたいと思ってる……ぴょん？」

　シエラは、陣の唇につんと人差し指を当てた。シエラの唇が、雨に打たれたさくらんぼのようにぷるぷるとつややかに輝いている。そのままシエラは、人差し指を下にすべらせ、陣のあごから首、胸の上までやってきて、心臓の上でぴたりと止めた。

「それとも……もっとすごいことをしたいぴょん？　いいぴょん、庶民が望むなら、わたしはどんなことでもしてあげるぴょん。ほら……わたしの胸、触ってみたくないぴょん？　触ってもいいぴょん、ぎゅーっと抱きしめてもいいぴょんよ～？」

　シエラは陣の手を片方取って、自分の胸にふにょん、と押し当てる。

　ところが……そんな大胆な状況にも関かかわらず、陣の表情は硬い。シエラは、困ったように眉まゆをハの字にして、クスッと笑った。

「あらあら固まっちゃったぴょん？　そういう純情なところも、新鮮でステキだぴょん」

「不本意だな」

「何が不本意ぴょん？　女の子のほうが積極的に出ると、男の子が固まっちゃうのは、仕方のない世の習いというやつだぴょん。でも庶民みたいなオクテな男の子は、女の子にぐいぐいリードされることを内心では願っている……んだぴょん」

「俺おれが不本意なのは……この俺が、これしきのイカサマでごまかせると思ったほどの、バカだと見くびられたことだ」

　陣じんは眉をひそめ、前髪をかきあげる。

「どう見ても、おまえは本物の座ざ堂どうじゃない。そもそもあいつは猫っかぶりであって、ウサっかぶりじゃあない」

「自信を持つぴょん。幸せすぎて信じられないのはわかるけど、ほんとにわたしは庶民のことが好きで好きでたまらないんだぴょん」

「それが嘘うそだ。座堂が、もし万一俺のことを好きになったとしても……まあそんなことは絶対にありえないわけだが……もしも百歩譲って俺のことを好きになったとしても、あいつはぜったい上から来る！　おまえみたいに下から来るなんてのは、あのプライドの高い座堂には、決してありえないんだよ！」

　陣は目の前のシエラをドンと突きとばした。シエラの背中からコウモリのような灰色の翼……ワトワートの翼が伸びる。陣はアルフをふたたび背負い、顔をしかめた。

「やっぱりワトワートか」

『チッ……チィ～ッ！　ソロモンの知恵を持つだけあって、相変わらずカンのいいヤツ！　まずてめぇーの心を籠ろう絡らくして、体から引ひき剥はがしやすい状態にしたら、魂を剥はく離りして食う。てめぇーに忘れられた剣の魔神のほうも、あとからおいしくいただきました、ってことにしよぅーって思ってたのによう！』

　シエラの姿を取っていながら、しゃがれた男の声でワトワートは悔しげにどなる。

『いいじゃねぇーか、偽者でもよぅ！　本物の座堂シエラはセレブのお嬢様だ、てめぇーなんかとつりあうわけがねぇー！　振り返ってもらえないのがわかってて、ずっと見つめてるなんて、百年前の少女漫画だぜぇー！　くせぇーくせぇーっ！』

「誰だれも別に、座堂のことを見つめてなんていない」

『高たか嶺ねの花はなに挑戦するより、手近なものでいいだろが！　売り切れ続出のブランド物を必死こいて並んで手に入れなくても、安い違法コピー品ですませときゃーいいんだよ。自分は満足できるし、他人には偽物か本物かなんてわかりゃーしねぇーよ。げぴぴっ！』

　ワトワートが、気高くたおやかなシエラの姿からは想像できないほど下品な声で笑った。

『ほらほらほんとは触りたいんだろ？　いいぜ、脱がしたってかまわないんだぜぇー？』

　ワトワートはネクタイをはずし、エプロン、ワンピース……と、次々にその場で脱ぎ散らしていく。陣じんは呆ぼう然ぜんとして、その様子を見ていたが……最後、うさ耳バンドとブラジャーとショーツと手袋とニーソックスという姿になったシエラ（に化けたワトワート）が、ブラジャーもかなぐり捨てようとした瞬間、

「やめろよ」

　と、陣は彼女の細い手首をぐっとつかんだ。彼女は、ニヤリとゆがんだ微笑をうかべる。

『何だよ、見たいんだろ？　見たいって言えよ』

「興味ない。というか見せるな、迷惑だ」

『てめぇーはこの〈偽証〉のアークダイモン、ワトワートよりも嘘うそつきのようだなぁー？　本当は見てぇーんだろ？　無理すんなよ、ちょいと小ぶりだがいい形してるぜぇー？』

　ワトワートは、ブラジャーの前のホックをプチンと外しながら、ほくそ笑んだ。

（げぴぴぴぴっ、俺おれの能力は人の耳に嘘を吹きこんで心に疑念を育てること。地味な能力だが、そういう小さな疑心暗鬼の積み重ねが、争いや殺し合い、果ては戦争まで引き起こすのさ。すなわち、力は最弱なれど、その効果は最大のアークダイモン、それがこのワトワート様だ！　だが、そんな俺にも弱点はある。正直な人間には嘘が通じないから、心につけ入ることができない。いったん嘘をつかせれば、一気に魂を引きずり出して、俺の傀儡にんぎようにしてやれるというわけだぜぇー！）

　シエラ（の姿のワトワート）が、勝ち誇った笑みを浮かべて陣の心臓をつかもうとする。が……その指は、陣の体内に入ることはできず、跳ね返されてしまった。

『なっ……？　た、魂が出てこないっ？　今、確かに嘘をついただろうがぁーっ？』

「何が嘘だ？」

『見たくないはずがない！　学園じゅうの男子が憧あこがれている、この小娘の裸だぞっ？』

「いくら偽物でも、そんなもん見たってバレたら、あいつにどれだけ罵ば倒とうされるか考えてみろ。本心で言ってるんだ……迷惑だ、ってな」

『げぴー！』

　たちまちシエラの姿が消え去り、ワトワートが顔を押さえて苦しげに飛びあがる。

『ちいぃ……っ！　まっ、まさかこの俺が賭かけに負けるとは！　だがまだ負けんぞ！』

「元気だなー、少しは飽きろよ。俺はテスト前だし、アルフも保健室へ連れて行きたいんだ。おまえみたいな、何千年も箱の中に入ってたヒマ人の相手はしてられないんだよ」

『本っ当に正直者だな、てめぇー！　思ったまま言うのは結構だが、少しは俺にも気をつかえ！　一人で張り切ってるみたいで、格好悪いだろうがぁー！』

　ワトワートは灰色の霧に姿を変えて、周囲を包んだ。陣は面倒くさそうにため息をつく。

「実際、一人で張り切ってるくせに……」

『うるせぇー！』

　灰色の霧は、泥水の底に泥が沈むように固まって、二冊の巨大な本になった。本の高さは、二メートルほどもある。また、霧はぐるぐると陣じんとアルフに巻きついて、蛇の姿になった。蛇は、ワトワートの声で陣に語りかける。

『〈偽証〉のアークダイモンのプライドにかけて、勝負だぜ。てめぇーは嫌とは言えねぇー、これで逃げられねぇーし動けねぇー！　俺おれがいくら力のないアークダイモンでも、このままギリギリしめつければ、抵抗できねえ小娘のほうは簡単に殺せるからなぁー！』

　陣はワトワートに絡みつかれたまま、本を見上げる。表紙にはそれぞれ「アリス」の顔が浮き彫りにされている。

「勝負とか、勝手に決めるなよ。試験勉強をあらためてする必要がないとはいえ、デキの悪いルームメイトに勉強を教えてやらないと、あいつ赤点ギリギリなんだからな」

『だから、この俺とたかがテストを天てん秤びんにかけるんじゃねぇー！　勝負に乗りたくなるごほうびをつけてやるぜ。この二冊の本は、それぞれ扉になっている。片方を開ければ、もとのパソコン室に戻れるってこったぜぇー！』

　ワトワートが、得意げに笑った。陣は、完全なポーカーフェイスで答える。

「ほう、気が利くな。で、それはどっちの扉だ？」

『それを教えてどうなる？　当てるんだよ、てめぇーが！　不思議の国のアリスでは、最後は眠りから覚めたアリスがもとに戻る……片方の扉は、その最後のページへのショートカットだ。すなわち、もとの部屋に戻れるってわけだ。だがもう片方の扉を開ければ、速攻〈死〉だ……死ねば、肉体から簡単に魂をはがせるわけだから、俺はいちいち策を弄ろうして魂を手に入れようとする必要もないってぇーわけだ。どうだ、ワクワクするだろーが？』

「別に。二つに一つってことだろうけどギャンブルは嫌いだ。人間をだめにするからな」

　陣は二枚の扉を見上げて冷静に言った。ワトワートは陣にくっつき、耳もとでささやく。

『その精神力が、俺のような精神攻撃系のアークダイモンを寄せつけねぇーんだよなあ。面倒な奴やつだぜ。だがこれはギャンブルじゃねぇー、知恵比べってことさ』

「知恵比べ？」

『ほう、そそられたようだな。さすが〈ソロモンの知恵〉がくすぐられるか？』

　ワトワートは二枚の扉を指さして、語った。

『これは〈偽証の扉〉だ。片方は正直だが、もう片方は嘘うそしか言わない』

「どっちが正直で、どっちが嘘つきなんだ？」

『だからそれは言えねぇーってんだよ！　俺にはてめぇーを倒せるほどの力もねぇーから、のんびり考えててもいいんだぜぇー？　もっとも、マラークが追いついてきたら一発で粉こな微み塵じんにされちまうから、急いだほうがいいだろぅーけどなぁー？』

　ワトワートは、二枚の扉を示して、陣を脅迫するようにどなった。

『さあ、ソロモンの知恵とやらで解いてみな！　まあ無理だろうがな。俺は〈偽証〉のアークダイモン、ソロモンの知恵を騙だましたとなりゃぁー格が上がるってなもんよ！』

　二枚の扉を前に、陣じんはゴクリと息をのむ。

（どちらかの扉が嘘うそつきで、どちらかの扉が正直……か。仮に、死の扉が正直扉だったとすると「おまえは死の扉か？」と聞けば、正直扉は「はい」嘘つき扉も「はい」と答える。死の扉が嘘つき扉だった場合、同じ質問をすると、正直扉は「いいえ」嘘つき扉も「いいえ」と答える……って、これじゃあどっちも同じ答えを言うからどっちがどっちだかわからない。二つの扉が、違う答えを言うような質問を考えないと……）

　考えても考えても、答えは出てこない。

『ほらほら～、急がねぇーとマラークが来ちまうぜ！　もっとも、俺おれはおまえが間違えてとっとと死の扉を開いて死んでくれたほうが、魔力を独り占めにできていいんだけどよぉー、げぴぴぴぴ。それとも、マラークが来る前に、小娘だけしめ落として先に魂をいただいて、魔力を食っちまうってのもありかねぇー？』

　陣をイライラさせるつもりなのか、ワトワートはしきりに話しかける。しかし陣はその手には乗らず、一度深呼吸して、自らの心を落ちつかせた。

（恐怖やパニックに翻ほん弄ろうされて焦ったら、負けだ。テスト終了直前まで必死こいて問題を解いてるとき、よくやる間違いがそれだ。せっかく正解してる問題を、焦って検算して間違えて、正解を消して間違った答えを書いて、それに気づいて顔面蒼そう白はくになった瞬間にチャイムが鳴るんだ。テストのときに一番大事なのはアガらないこと、時間に追われることなく平常心を保つこと……夕ゆう也やの奴やつに、その心得を教えておいてやらなくちゃな。あいつはドジで損してる。焦りさえしなければ赤点ぎりぎりセーフでクリアできるはずなんだ）

　ワトワートは陣にからみついたまま耳もとでうるさくしゃべって、彼を煽あおりつづけている。だが陣は目を閉じ、意識を集中した。さらさらと流れる沢の水音をイメージした。

（そうだ、絶対に帰らなくちゃいけないんだ。赤点寸前の友達を見捨てるってのは、俺のキャラクターじゃないからな……）

　さらさらと流れる沢が、突然、たぎり落ちる滝のイメージに変わった。その瞬間、陣の頭の中にもただよっていた灰色のもやがはれ、全身が震えるようなスーッとした爽そう快かい感が腹の底から湧わきあがってきた。

「何だ……簡単なことじゃないか」

　ワトワートに絡みつかれたまま、陣は不敵に笑う。ワトワートはギョッとする。

『か、簡単だとっ……？』

「そうとも、ちょっと頭を使えば簡単に解ける論理問題さ」

　陣は余裕しゃくしゃく、軽く鼻で笑い、右の本のアリスの浮き彫りに向かってたずねた。

「おい、右の本！」

『はい？』

　右のアリスが答える。陣じんは、あごをしゃくって左の本を示しながらたずねた。

「俺おれが左の本に『おまえは正直か？』と聞いたら、左の本は何て答える？」

　あっ、とワトワートが思わず声を上げた。陣は、フンとワトワートに視線を向ける。

「そういうことだ。もし、今俺が質問したこの右の本が正直なら、左は嘘うそつきってことだ。正直な右に『嘘つきの左に、おまえは正直かと聞いたら、左は何て答えるか』と聞くとしよう。左は嘘つきだから『正直か』と聞かれれば『はい』と答えるだろう。右はそれを正直に俺に答えて『はい』です、と言う」

『うぬ……』

「逆に、この右の本が嘘つきだった場合は？　正直な左に『おまえは正直か』と聞けば『はい』と答えるはずだ。だが嘘つきの右に『左は何と答えるか』と聞くわけだから『いいえ』です、と答えるはず。つまり……！」

　ビシッ、と陣は力強くワトワートを指さした。

「俺が質問した右の本が『はい』と言えば右が正直、『いいえ』と言えば嘘つきということになる、というわけだ！」

『くうぅー！　俺が聖櫃アークの中で何千年も考えに考えぬいた問題をあっという間に……それが〈ソロモンの知恵〉の力なのかっ？』

　ワトワートは陣に巻きついたまま、悔しげにもがく。しかし、自分がしかけたトリックは、もはや変更不能だ。果たして右の本の、浮き彫りのアリスが口を開いて答えた。

『〈はい〉です』

「じゃあ、お前は正直なほうの本だな。聞くが、おまえはもとの世界への扉か？」

『はい、そうです』

「答えが出たな。帰らせてもらうぞ」

　右の本がゆっくりと開いた。ワトワートが、なぜか……悔しがることなくニヤリと笑う。

　次の瞬間、無数のトランプが本から吹きだして、竜巻のように陣に絡みついた。

「えっ？　なっ何だこれはっ？」

　トランプの一枚一枚が、小さな兵隊になっている。手には槍やりや剣を持っていて、

『首をはねろ！　首をはねろ！』

　と、口々に叫び、陣の腕や足に小さな武器をチクチク突き立てる。ワトワートは笑った。

『その本は、アリスが女王に首をはねられかけるシーンのページにつながってたのさ！』

「まっ、まさか！　もとの世界への扉を開いたはずだ、俺の理論は完かん璧ぺきだったはずだ！」

『そうとも、てめぇーの解法は完璧だった。ただ、大事なことを忘れてたなぁー。この俺が偽証のアークダイモンだってことをな』

「つまり、そもそもが嘘だと？　どちらの本も『死のページ』に続いてたのか？」

『当たりめぇーだっ、誰だれがせっかくのおマンマをみすみす逃がすかよォ～ッ！　てめぇーは、まんまと一杯食わされたんだよォ～ッ！』

　ワトワートが蛇の姿から、もとの、コウモリの翼を持った灰色の男の姿に変わり、大きく羽ばたいて陣じんから離れようとする。

『げぴぴっ、俺おれは〈偽証〉のアークダイモン、人をだましてナンボだぜぇー！』

「俺はだまされたってわけか？」

『そうだよォ～ッ！　残念だったなァァーッ！　悔しいかっ、げぴぴぴぴィーッ！』

「うん。悔しい悔しい」

『なんで棒読みだてめぇー！』

「悔しいからひとつ聞きたい。詐欺師が詐欺にかかったら笑い者だが、おまえが誰だれかにだまされたらどうなる？　存在意義がなくなるってことは、消滅する、とか？」

『そ、そんなことてめぇーには関係ねぇーだろ！　てめぇーはここで、ジャングルのサムライアリに食われて骨だけになっちまうゾウみたいに死ぬんだからよォ～ッ！　巻き添えを食らいたくねぇーから、俺はここでサヨナラさせてもらうぜぇー！』

　ワトワートは、トランプの兵隊を振り落としながら高く舞い上がる。陣は、体にまとわりつくトランプの兵隊を引ひき剥はがしながら言った。

「まあ、おまえのようなクソヤローと離れられて、俺もうれしいがな」

『げぴぴぴっ、この期におよんで強がりとは、若いねぇー！　こんな状況でもクールなボクちゃんはパニクったりしません的に冷静ぶってるけど、内心はだがどんなにイキがろーが、てめぇーは死ぬ！　トランプの兵隊に、細切れにされやがれぇー！』

　ワトワートの笑い声を聞いて、陣は、

「どうやらこれは……絶体絶命ってやつだな」

　と、深いため息をついた。



　そのころ、シエラは執事のニコライが運転する車に乗って、座ざ堂どう家の屋敷に戻っていた。

　車を降りると、いつもどおりメイドたちが庭や屋敷内にずらりと並んでシエラを迎えた。

「お帰りなさいませ、お嬢様」

　頭を下げるメイドたちの間を、シエラは早足で過ぎて、出迎えの列に並んでいたメイド長メアリー・サバントのもとへ向かった。いつになく落ちつかない様子のシエラを見て、メイドたちは不思議そうに顔を見合わせる。

「メアリー！　お願いっ、わたしにオムレツの作り方を教えてちょうだい！」

　出し抜けに彼女の両手を握ってそう言ったシエラに、メアリーは茶色い目を丸くする。

「え……と、今から……ですか？　でも、じきに晩ばん餐さんの時間ですが……」

「ええっ、今からすぐに！　お願い！」

　必死の形相のシエラに、ふと、メアリーは姉が妹を見守るような微笑ほほえみを浮かべた。

「シエラお嬢様が、そんなお顔をなさるなんて、とても珍しいですわね」

「えっ？　あっ、わ、わたし、そんな変な顔をしていた……かしら？」

　シエラは自分の顔をぺたぺたと触る。メアリーは、にこり、と暖かい笑顔で答えた。

「いえ。生き生きとしておられて、とても愛らしいですわ」

　見透かしているかのようなメアリーの笑顔に、ぽっ、とシエラの頬ほおが赤くなる。

「ところで……オムレツ作りを急がれるのは、家庭科の宿題か何かなのでしょうか？」

「あっ……えっ、ええ！　そそそそうなのよ！　家庭科の宿題で、オムレツを作らないといけないの。思いっきりおいしくて、具だくさんのを！　お願いメアリー、わたしに最高においしいオムレツの作り方を教えてちょうだい？」

　シエラは両手を組んで、大きな目をうるませながらメアリーを見つめる。

「シエラお嬢様にお料理をお教えする栄誉をこのわたくしが与えられたことに感謝いたします。大英帝国の誇りにかけて、素晴らしいオムレツの作り方を伝授いたしましょう！」

　メアリーは誇らしげに手を胸に当て、背筋を伸ばしてそう言った。

「ありがとう、メアリー！」

　シエラは心からうれしそうに、目を輝かせる。

（アルフったら、自分ばっかり庶民に点数稼ぎしようとしても無駄だわよ！　メアリーに最高級オムレツの作り方を教えてもらって、ぎゃふんと言わせてあげるんだからっ！）

　ちなみに、イギリス料理は諸外国の料理の中で、まずいことで有名である。味付けが単純で、脂を大量に使い、しかも濃い味か無味かという両極端、さらに単純なオーブン料理が多い……というのが、その理由のようだ。イギリス紳士が食事のマナーがよいのは、まずいからバカスカ食べられないからだ、とも言われている。

　けれど悪名高いイギリス料理も、シンプルな料理は割とおいしい。たとえば白身魚とポテトに衣をつけて揚げただけのフィッシュ＆チップスはおいしい。オムレツも同様である。

　自室でメイドたちに着替えさせられたあと、シエラは厨ちゆう房ぼうに向かった。あくまで家庭科の宿題のフリを通そうと、あえて私服の上はエプロンに三さん角かく巾きん、という調理実習スタイルである。

　メアリーは銅製のフライパンを手に、待っていた。彼女の前には、卵だけでなく、パーティでも開けそうなほどの大量の食材が積み上げられていた。

「いらっしゃいませ、シエラお嬢様。では、始めましょうか」

「ま、待ってメアリー。わたしが作るのはオムレツ……よね？」

　大量の食材を見て、シエラは目を白黒させる。メアリーは、にっこり笑った。

「そうです、大英帝国の誇りただようイングランド風オムレツです」

「もう一度聞くけど……オムレツって、卵を焼くだけでいい簡単な料理……よね？」

「はい、もちろんです。料理はオムレツに始まりオムレツに終わります。全すべての料理の中で、おいしく作るのが一番難しいのがオムレツだと言われています。しかし料理にも恐らく天才的な才能を発揮されるであろうシエラお嬢様には、いとも簡単なメニューですわ」

　純真な表情で、メアリーは微笑ほほえむ。青ざめた表情で、シエラはにこりと微笑みかえす。

「む……難しい、のね？」

　自分が料理が全然ダメということも、シエラは隠している。退ひくわけにはいかない。

「あの……念のため、先に作り方を教えてくれるかしら？」

「はい、シエラお嬢様。まず、オムレツパン（オムレツ専用のフライパン）を中火であたため、ガンジー種の牛乳から作ったバターをなじませます。アンダルシャン種の卵を三つ用意し、割って手早くかき混ぜます。白身のコシを切るように混ぜますが、混ぜすぎると硬くなるので注意してください。ここに『牛乳のシャンパン』と呼ばれるジャージー種の牛乳から作ったクリームを入れ、うま味の強いアルペンザルツの岩塩と、ナツメグ、クローブなどのスパイスを加えて、フライパンに流しこみます。かき混ぜながら、エアシャー種の牛乳から作ったチーズとヨークシャーハムを加え、少し固まってきたところで……」

　メアリーはシエラに料理を教えられる光栄さのためか、にこやかに微笑み、立て板に水がごとく説明をする。それを聞くシエラの口からは、エクトプラズムが漏れだしていた。

「……で、最後にウィルトシャーハムと、ハイランド・パースシャー産のブラックカラントで作ったソースを添えて、できあがりです。簡単でしょう？」



    

  
    
      



    

  
    
      「え、ええ。白いひげのおじいさんがお花畑の向こうから『こっちへおいで』と言ってるところまでは、聞いたわ」

　シエラは、目がクルクル状態になりながら微笑ほほえみかえす。その手に、メアリーがオムレツパンを握らせた。その柄には、シエラのために布ふ巾きんが巻かれていた。シエラはふだん料理をしないので手の皮が薄く、熱いものを持つのに耐えられないだろうからという、火傷やけどを予防するためのメアリーの的確で繊細な心配りは、さすがメイド長だけのことはある。

「おほほ、さすがシエラお嬢様は、本場イギリスのスタンダップ・コメディアンもびっくりのコメディセンスが素晴らしいですわ。ということで、どうぞ」

「あ、あの……心の準備が、まだできていないのだけど」

「心の準備？」

「まず、お父様とお母様にお手紙を書いて……」

「まあ、シエラお嬢様！　ロンドンのウエストエンドの舞台でコメディの公演をなされば、連日満員間違いなしですわ。わたくし、おなかを抱えて大笑いしてしまうところでした」

　メアリーは完全にスルーしてしまう。まさに善意の拷問である。

（うう……し、知らないから！）

　シエラは下唇をかみながら、オムレツパンを火にかける。ふと、メアリーがチーズを手に取って、眉まゆをしかめた。

「あら、これは……ネズミにかじられていますわ！　すみません、シエラお嬢様。地下のチーズ倉からチーズを取ってまいりますので、少々お待ちください」

　ぱたぱたぱた……と、メアリーが厨ちゆう房ぼうを出ていく。シエラは、まだオムレツパンを火にかけつづけながら、がっくりとうなだれた。

（ああ、もう何が何だか……。オムレツがこんなに難しいなんて。ボロが出る前に、ここから逃げ出したいわ……）

　うなだれた瞬間、シエラは、オムレツパンを持っている自分の手に、白い手袋がはめられていることに気づく。

「えっ……こ、この手袋はっ？」

　大きく目を見開いた瞬間、シエラの全身がまばゆく輝いた。



　そのころ、メアリーは地下のチーズ倉でネズミの大群と遭遇していた。

「ちゅうちゅう」

「キャアアアー！　どっ、どこかにネズミの穴が開いたんですねっ？」

　チーズ棚を運動場がわりに駆けめぐっている数百匹のネズミを前に、メアリーは速攻で気絶しかけたが、ハッと足を踏んばって、踏みとどまる。

「怖いっ、しかしここで退ひくわけにはいかないっ！　座ざ堂どう家のチーズを守るために、大英帝国の誇りにかけてっ！」

　ぐっ、とメアリーはホウキを握ると、果敢にネズミたちに向かっていった。



　気づいたとき、シエラは真っ暗な闇やみの中にいた。

「えっ……？　こ、ここはどこ？」

　バタバタと手足を動かしても地面がない。シエラは猛烈な不安にかられ、半泣きになる。

「何ごとっ、わたしに何が起こったのっ？　ああっ、きっとあの直後、ガス爆発が起きて自覚もないままわたしは死んだんだわっ！　慣れない料理なんかするんじゃなかった、それもこれもわたしを無視した庶民のせいだわー！　恨んでやる呪のろってやる化けて出てやる、庶民のバカー！　わーん！」

「罵ば詈り雑ぞう言ごんは、それでじゅうぶんか？」

　ふう、とため息まじりの声が耳もとで聞こえ、シエラはハッと振りかえる。

　すぐ真後ろに、陣じんの顔があった。勢いよく振りかえりすぎて、あやうく唇に唇が触れそうになり、シエラは心臓がドキッと止まりそうになる。真っ暗だと思ったのに、陣の顔が見えるのは、真っ赤な炎に照らされていたからだ。シエラの目の前で、見る見るうちに闇が燃え上がる。

『ギニャアアアアアア！』

　燃えているのは、トランプの兵隊だった。トランプの兵隊が自分たちを包みこんでいたため闇になっていたということに、シエラは気づく。兵隊が燃え落ちていくと、真っ青な空が見えた。自分がメイド服を着ていることに、シエラはようやく気づいた。

「しょっ、庶民……っ？　何勝手に呼びだしてるのよっ、ここはどこっ？」

　さっき、陣に顔が接近したときの衝撃がまださめやらず、シエラの胸は激しくドキドキし、顔も真っ赤になっている。それをごまかそうとして、シエラはいきなり最高テンションでどなった。だが陣は、答えるかわりにシエラの頭にポンと手を置き、

「ちちんぷいぷい」

　と、呪じゆ文もんをとなえた。ランプの魔神モードのシエラは、ご主人様（陣）のために何かして頭を撫なでられると、感謝の度合いによってヘッドドレスの光り方（感謝ゲージ）が変わる。感謝ゲージがたまると、一度紛失して再発行中の魔法書のページが増えていくのだ。

　このとき陣がとなえる呪文、ちちんぷいぷいとは智ち仁じん武ぶ勇ゆうのこと、王者に必要な四種の素質のことである。魔法のランプはペルシャからシルクロードを通って日本までやってきた。千年前のアラジンと魔法のランプの物語は、中国での話だと伝えられている。

　陣の呪文を受けて、シエラのヘッドドレスがパアアッと明るく光った。シエラは驚いて頭を押さえ、ハッと気づいたようにポケットから魔法書を取りだす。

「じゅっ……十ページも増えてるわ！　しみったれのケチケチ庶民が、こんなに感謝するなんてありえない！」

「うん。そんなおまえにそれほどまでに感謝してしまった自分を、今少し後悔している」

　陣じんが遠い目でつぶやいた。シエラは陣の手に、真っ赤に焼けたオムレツパンが握られているのに気づいた。オムレツパンの柄を包んでいる布ふ巾きんも熱されて、アイロンを当てられた布のような香りを放っている。コウモリの翼を持った灰色の男（ワトワート）が、なぜか地面に倒れ、激しくあえいでいた。シエラはビクッとして、陣の背後に身を隠した。

「しょ、庶民、それ誰だれ？　まさかアークダイモンっ？」

「大丈夫だ、こいつはもう終わりだ。俺おれの予想どおり……だますことが存在意義だったこいつは、逆にだまされて、存在意義を失っちまったということだな」

『くっ……くそぉぉぉ～っ！　こっ……こしゃくな！　俺はっ……俺はてめぇーの策にハマったってことか！』

　ワトワートは悔しげに顔をゆがめる。陣は、フライパンを地面に投げた。たちまち草が燃えあがり、草原じゅうに広がっていく。

「さすが紙だな、よく燃えるじゃないか」

『そうか、そういうことなんだな、ソロモンの知恵を持つガキめ！　最初から、二枚の扉の問題のとき、俺がだましてるってことはわかってやがったんだな！　だが、俺が絡みついたままでは魔法のランプをこすれないから、わざと俺が離れるように、死の本だとわかっていながらあえて扉を開けたな！　さらに……その小娘が今日、オムレツの練習をすることはわかっていた、しかもその小娘が絶望的な料理センスなし子さんで、恐らく今ごろ厨ちゆう房ぼうが大火事になっているであろうということも予想していたっ！』

「お褒めの言葉ありがとう。殺していいかしら？」

　シエラの笑顔がピキッと引きつる。

「その必要はないさ。こいつはもうすぐ消える」

　陣が言うとおり、ワトワートの体はすでに半分透けて、消えかけていた。

『い、今まで貴様らの戦いを見て集めたデータによれば……そのランプの魔神は、調理済みの料理は運べないが、調理用具などは運び込める……！　そして、この世界は紙でできているから、燃やせばトランプの兵士やこの世界は消滅させることができる……そしておまえは、とっととその小娘に感謝すれば、二人そろってゲートがつながっている間にもとの世界に戻れると……そこまで計算しておいて、〈絶体絶命だ〉とか抜かして、俺を……〈偽証〉のアークダイモンであるこの俺を、だましやがったなぁ～っ！』

「いや。絶体絶命だって言ったのは、正直な気持ちだ……ランプの魔神のくせに、俺が勝手に呼びだしたらブチギレる座ざ堂どうを呼び出さざるを得ない、って思ったらな」

　陣は冷静に答える。その答えを皆まで聞く間もなく、ワトワートは消えた。

　シエラは、まだ何が何だかわからない状態で、「？？？」と頭のまわりに？をいっぱい飛ばしている。陣じんは、地面に倒れていたアルフをお姫様抱っこすると、シエラに声をかけた。

「じゃあ戻るぞ、座ざ堂どう」

「どっ、どうしてあなたがわたしに命令してるのよっ！　状況を説明しなさいよ！」

　シエラは、陣の腕を引っぱる。陣はそんなシエラに淡々とした視線を向け、

「スカート燃えてるぞ」

　と、指摘した。シエラが振りかえると、果たしてメイド服のすそが燃えていた。

「きゃあああ！」

「わかったら逃げるぞ、ほら」

　シエラが現れたときにいっしょに出現する紫色の煙が、もくもくと空中にたゆたっている。その中心にぽっかりと、黒い穴のようなゲートが開いていた。陣がゲートの空間にふれると、掃除機のノズルにゴミが吸いこまれるよりもたやすく、すぽんっと吸いこまれてしまう。何が何だかさっぱりわからないシエラも、スカートの火をはたき、

「べっべつに、庶民に言われたから逃げるんじゃないんだからねっ！」

　と、誰だれに言いわけしているのかわからないが、大声で訴えながら、ゲートをくぐった。



　陣たちはゲートを通り、座堂家の厨ちゆう房ぼうに現れた。

　通常、シエラが召喚された「行き道」は、紫色の煙はなく、ゲートそのものも見えない。シエラが消えたその「空間」が、目に見えないゲートになるのである。

「よかった、メアリーはまだ帰ってきてないようね。秘密の地下通路を使えば、誰にも知られずあなたたちを脱出させられるわね」

　シエラは、火がついたままだったガスレンジを止める。ゲートを戻ってくると同時に、シエラの変身は解けて、もとのエプロンと三さん角かく巾きんの私服姿に戻っていた。ちなみに、シエラが魔神モードのとき、もと着ていた服はその場に残される。つまり、シエラの服を目印にすれば、「行き道」のゲートを見つけることができるわけだ。

　シエラの服のポケットに入ったままだったので、一緒に連れて行かれなかったトーレムが、安あん堵どした様子でポケットから顔を出した。

「ああトーレム、ちょうどいい。しゃがみにくいから、ポケットからランプ取ってくれ」

　ふだんシエラの携帯電話のストラップとして機能しているトーレムは、携帯電話をずるずる引きずりながら陣のポケットにもぐりこみ、ランプを取り出す。陣はしゃがんで、アルフをそっと床に横たえた。

「ところで座堂、秘密の地下通路って……おまえの家、そんなのがあるのか？」

「脱出通路と自爆ボタンは、帝王のロマン、セレブのたしなみよ」

「何を言ってるのかさっぱりわからんが……」

　それにしても、その通路を使えば昨夜というか今日未明というか、あんなに苦労しなくてもこの屋敷から逃げられたんだな……と思うと、陣じんはどっと疲れた。

「とにかくメアリーが帰ってくる前に、出て行きなさいよね」

「そうしたいのは山々だが、アルフが目を覚まさないことには……」

　陣は、厨ちゆう房ぼうの床に寝ているアルフの横にひざをついて、頬ほおをぺちぺちと叩たたいた。

「おい、アルフ。大丈夫か、目を覚ませよ」

「さいわいここは台所。バケツに水を入れてぶっかけましょうか？」

「卵を割るのに、いきなりスレッジハンマーを持ちだすようなマネをするなよ。まずは、茶ちや碗わんのふちでコンコンだろ、冗談が過ぎるぞ」

「やーね。冗談じゃないわよ」

「冗談にしとけ」

　陣はため息をつく。その背後に紫色の煙と黒いゲートがある。シエラは小首をかしげた。

「あら……ゲートがどうしてここに？」

「ああ。ゲートがつながった状態でランプを移動させると、『帰り道』のゲートはランプといっしょに動くみたいなんだ」

　陣は、アルフの肩を細かくゆすりながら答える。相変わらず、アルフは目を覚まさない。かなり魔力を吸い取られて、消耗しているようだ。シエラは感心して、頬に手を当てる。

「へぇー、豆知識」

「だろ」

「じゃあ、『帰り道』のゲートがこれ、『行き道』のゲートが今出てきたこのへんだとして、その炎はどこから？」

　シエラは、陣の背後を指さす。えっ、と陣は振りかえった。空間が、まるで書き割りのように裂け、裂けたところがめらめらと燃えている。ちょうど「壁の向こうが火事になっていて、壁が燃えて裂け、燃える穴から隣の部屋が見えている」状態だ。

　しかし、空間に「隣の部屋」などあるはずがない……裂けた空間の向こうに見えているのは、つい今しがたまでいた「本の中の世界」だった。

「そうか……。本が燃えると……本の『封印』も消えて……中の物が出てくる、のか？」

　陣が息を飲んだのと、空間の裂け目から真っ赤な炎が吹きだしたのは同時だった。

「きゃああっ、庶民危ないっ！」

　シエラが叫んだ瞬間、炎に包まれた天使……マラークが、空間の裂け目から飛びだした。陣が逃げる間もなく、マラークが鋭い爪つめで陣の頭をガシッとつかんだ。

『くそっ……！　ワトワートめ、わたしのことまでだますとは！　〈手分けして探そう〉などと言いながら、実際はもうおまえたちを見つけていて、一人で倒し魔力を独占するつもりだったとはな！　まったく一杯食わされた……倒されて当然の下郎だ！』

「気が合うな、俺おれもそう思った。気が合うついでに、この手を離してくれないか」

『残念ながらそうは行かぬ、ソロモンの知恵を継ぐ者よ』

「そんな気はしてた。まあ言ってみただけだ、気にするな」

「なっ何落ちついてるのよ、庶民！　わわわわたしどうすればいいのっ？」

　唐突なピンチ到来で、シエラは完全に混乱していた。陣じんはマラークに頭をつかまれたまま、冷静に答える。

「別に何もしないでいい。あえて言うなら、もうちょっと離れてろ」

「何よそれ！　わたしが何の役にも立たないとでも言うのっ？　魔法を使えない魔神なんて役立たずなのねそうなのね！　だから無視してたのねわーん！」

　シエラは床に座りこんで、おいおいと泣きだした。陣は困った表情でシエラを見つめる。

「何ひとりで大騒ぎしてるんだ、少しは人の話を聞けよ」

『おまえもな！』

　陣の頭をつかんでいる状態で、見事に無視されていたマラークが、白い額にぷつぷつと血管を浮きあがらせてどなった。

『状況がわかっているのかっ、貴様！　わたしは口先だけのワトワートとは違う、少しばかりの奇跡を起こすていどの力は持っている。その力をもって、貴様をこの炎の中に引きずりこんでくれる。貴様がいなければ残り二人の魔神も発動できぬ。貴様を滅ぼしたあと、邪魔者のいなくなったこの世をゆっくりとわたし好みの世界へと改造してくれるわーっ！』

　マラークはめらめらと燃えながら、陣の頭をぐいぐいと引っぱり、燃える本の中に引き戻そうとした。シエラがあわてて、陣の胸にしがみつく。

「だっ、だめー！　やめなさーいっ！」

　シエラは必死に足を踏んばるが、マラークの力は強い。ズルズルと引きこまれていく。

　すでにマラークは、空間の裂け目の中に半分体を入れていた。

「いてててて！　首が抜けるっ！」

　陣は悲鳴をあげる。非力なシエラでは、マラークにかなわず、陣はズルズルと引きずられていく。マラークは邪悪にゆがんだ笑みを浮かべた。

『フハハ……恐れているのか、ソロモンの子よ。か弱き人の子の知恵など、しょせん圧倒的なる妖よう魔まの力にはかなわぬと認めたか！』

「認めたら、放してくれるのか？」

『バカ者がっ、そんなはずがなかろう！　強者が弱者を凌りよう駕がする、これぞ自然の摂理！　小こ賢ざかしき知恵なぞ、こしゃくな小手先のごまかしに過ぎぬ。〈力〉には勝てぬ！　それが証拠に、見よっ、今まさに貴様は滅びようとしているであろうがァーっ！』

　マラークは高らかに笑う。シエラは真っ青になり、涙目になって叫んだ。

「しょ……庶民、だめよ……嫌よ、そんなのっ！　アルフっ、目を覚ましてっ、手伝って！　庶民がっ、庶民が死んじゃうーっ！」

「座ざ堂どう？」

　自分のためにシエラがそんなに必死になるとは思ってもいなくて、陣じんは目を丸くする。妖よう魔まであるマラークの力に抵抗するシエラは、魔神といえどもレベル０ゼロ、すなわちふつうの女の子だ。いや、ふつうの女の子よりもずっときゃしゃである。なのに、そんな彼女が、マラークの力に対抗しようと、一生懸命陣にしがみついている。

　だが、しょせんか弱い少女の細腕には限界がある。マラークはすでに、体半分ほど空間の裂け目の中に入っていた。気品漂う端正な顔立ちが、邪悪にゆがむ。

『フハハ……片腹痛いわ、それは〈想い〉か？　〈想い〉が〈力〉に勝てると思うか？　虫ケラの〈想い〉など、圧倒的なわが力で打ち砕いてくれる！』

　ズルズルッ、と陣とシエラが引きずられた。マラークは肩まで空間の裂け目の中に入っている。シエラは陣にぎゅうっとしがみつきながら、悔しくて泣きだす。

「わっ……わたしに魔法が使えたらっ、レベル０に戻ってなかったら、こんな奴やつギッタンギッタンにしてやれるのにっ……！　わたしがもっとレベルの高い、強い魔神だったら、こんな綱引きなんかしなくても……庶民をすぐに助けてあげられるのに……っ！」

　大きな目から、ぼろぼろと涙が流れた。陣はマラークに頭をつかまれながら、そんなシエラに視線を落とす。

「座堂……」

『フハハハハー！　悲しむがいい、弱者の涙を楽しむは強者の特権！　自らの弱さに打ちひしがれ絶望し、そして圧倒的強者たる絶対者の足もとにひれ伏せ！　畏おそれとともに、その名をたたえるがよいわーっ！』

　マラークが、陣を一気に引きずりこもうと力をくわえる。

　そのとき、陣がちらり……と、背後にいるマラークに視線を流した。まさに今、殺されようとしている人間だとは思えない、落ち着いた冷ややかな視線だった。

「座堂、魔法なんか使えなくたって大丈夫さ。おまえの力が弱いからこそ、いいんだ」

「なっ、何言ってるの？」

　シエラは涙にぬれた大きな目をぱちくりとまたたく。マラークが下卑た笑い声を立てた。

『負け惜しみか？　見苦しいぞ、それとも諦あきらめたか！』

「おまえはずいぶん知恵をバカにしているようだが、どんなに強くてもライオンは、百万年経たってもシマウマを追っかけてるだけだ。だが人間は、火を発明してから五十万年、言葉を発明してからわずか二万年で、これだけの文明を作りあげた……弱いからこそ、強い者と戦うための知恵を発達させたのさ」

　陣の言葉に、シエラはドキンとする。いつもシエラが遠くから見ていた、古文書を読んでいるときの陣の、遠い真実をじっと見据える瞳ひとみがそこにあった。マラークは戸惑う。

『いきなり何を言い出すのだ？　何を言っているのだ、おまえは？』

「遺跡や古文書とは、弱い人間が、恐怖を乗りこえるため積み重ねてきた知恵の足跡！　俺おれたちが発掘するのは、先人の不屈の勇気と闘志のあかしだ！　だからこそ、歴史を学び先人の勇気を知る者は、決して恐れることなどない！　人間の知恵は何者にも負けないことを、歴史が証明してくれているからだ！　それが、俺の愛する考古学の真髄だっ！」

　強い陣じんの言葉に、シエラは頬ほおを赤らめた。彼女の足もとに、そういえばシエラが陣を必死に引っぱっているというのに全然手伝わなかったトーレムがいた。トーレムは、魔法のランプを頭上にかかげている。

　ギョッ、とマラークの整った顔がゆがんだ。マラークは、本の中とつながった空間の穴から上半身を出している。トーレムはランプを動かし、ランプのゲートを、マラークの空間の穴より数センチだけ前に持ってきた。つまり、マラークの体は空間の穴ごとランプのゲートにのみこまれ、首から上をゲートから出している状態になる。ランプのゲートは風に揺れる煙のようにぶれていて、今にも消えそうだ。

『まさかっ、まさかソロモンの子よ……全て計算ずくだったというのかっ！』

「気づいたか？　ってことは、この手を離したほうがいいんじゃないのかな？」

　陣が、頭をつかんでいるマラークの指に視線を向ける。マラークは、恐怖と焦りによって恐慌状態に陥った。

『グギイイイイッ、畜生っ！　ふざけたこと言ってんじゃねえぞっ、このクズ野郎がァァッ！　そのド頭タマ握りつぶして、腐れ脳ミソぶちまけてやる！　そのあとで、そっちのレベル０ゼロ魔神の小娘を好き放題にいたぶってやるぜオラァァァッ！』

　ビクッ、とシエラは陣の腕の中でおびえて身をすくめた。だが陣の落ち着いた表情は、マラークが爪つめに力をこめても、まったく揺るぐことはなかった。

「本性を現したな、やっぱりな……やっぱりおまえは『神を騙かたる者』だ、それだけの奴やつだ。さっきまでかぶってた、威厳だの気品だのの仮面はどうした？　今のおまえは、ただの下卑たチンピラにしか見えないぞ。レベル０でも座ざ堂どうは魔神だ、しょせんまがいものの『神を騙る者』は魔『神』に勝てないってわけだ。座堂なら何が起ころうと、セレブのプライドとやらにかけて、一度かぶった『猫』は絶対に脱がない。おまえみたいに、恐怖に負けて恐慌状態に陥って、自分を見失ったりはしないのさ……つまり最初からこの勝負、おまえの負けは決まってたんだよ」

　陣の目くばせに、トーレムはうなずき、ゲートのまわりにもやもやしていた紫色の煙をフッと吹き消した。ランプのゲートが、カメラのしぼりのようにぎゅうっと収縮した。

『うぎゃあああああっ！』

　ブチン、と鈍い音がした。ゲートから出ていたマラークの首と腕が、ちぎれたのだ。

「ひっ」

　身をすくめたシエラを、陣じんはしっかり胸に抱きしめて、彼女がマラークを見ないように庇かばう。床に落ちたマラークの首と腕は、たちまちジュルジュルした肌の、ヒキガエルのような怪物のそれに変わった。

「姿も偽ってた、というわけか。『ロンドン橋落ちた』……ってとこだな。子供のころ愛あい花かとよく遊んだが、けっこう役に立つぜ」

　ゲートが消える瞬間にゲートの中にあったものが、寸断される……これは、シエラのもとから裸で逃げ出したときに、陣が偶然発見したランプの利用法である。

「ゲートが閉じるまでには、一定の時間がかかるから……だから『これでいい』って言ったのね！　何だかんだマラークに無駄話してたのは、時間を稼いでたのね！」

　陣の胸の中で、シエラは大きな目を丸く見開く。陣は、当然のようにそっけなく答えた。

「ま、トーレムが、おまえと違って命令に忠実に動いてくれたおかげだな」

『ぷきゅー！』

　任せなさい、と言わんばかりにトーレムが、得意げに胸を叩たたいた。陣の心臓の音は、ゆっくりと静かだ。彼が言ったように、最初から全すべて計算ずくで、まったく焦ってなどいなかった、ということなのだろう……でも、シエラの胸は今にも破裂しそうなほど、ドキドキしている。ちょっと今「おまえと違って」とか言われた気もするがスルーである。

（ああ、早く庶民たちをここから逃がさないと、メアリーが戻ってきちゃうのに……）

　陣が殺されそうだったこと、マラークと陣を引っぱりあって体力を消耗しすぎたこと、そして今陣の胸の中にいること……何もかもが、わけがわからなくなるほどドキドキして、シエラはしばらく何も考えられない状態だった。



　一方、燃え上がる本の世界では、消えたはずのワトワートが炎に包まれた紙の草原の中で、再び身を起こしていた。

『うぐぐ……っ！　よくもやりやがったな、あのガキども……！　本フイクシヨンの世界の中だから、俺おれがだまされたってことも架空フイクシヨンで済んだがよォ～ッ！　この〈偽証〉のアークダイモンの裏をかくとは生意気なガキだ、すぐにここを出て二回戦開始だぜぇー！　てめぇーの周囲の人間の胸に疑いの心を生んで、てめぇーを殺させてやる！』

　よろよろ、とワトワートは歩きだす。

『くっ、くそっ、本フイクシヨンの中での傷とはいえ、魔力が足りねえぜ……！　こ、これっぽっちの魔力じゃ、この本から出ることも……！』

　弱々しく、何度もつまずきながら歩いていると……ふと、空いっぱいに一人の少女の姿が浮きあがった。本ほん田だ聡さと子こである。どうやら、燃える本を開いてのぞきこんでいるようだ。

　彼女は胸に、逆五芒星ペンタグラムのマークが描えがかれた本を抱いている。ワトワートは大きく目を見開き、腐臭のする息を吐きつつ、聡子に声をかけた。

『ちょうどいいところに……！　おい、てめぇーの魔力を分けてくれ！　今の俺おれ一人の力じゃ、ここから脱出できねぇー！』

　ちらり、と聡さと子こは燃える本の中のワトワートに氷のような視線を向ける。

「それがあなたの限界ですか……。中間試験の勉強を、安あん藤どうさんと一緒に頑張っていたわたしのアパートに、わざわざ黒ずくめの衣装で押しかけてきて邪魔したのが、こんなチンケなザコだったとは、ね……」

　もっともそのときは彼らに邪魔されるまでもなく、安藤奈な津つは試験勉強から逃避して、聡子のアパートの部屋を手作りのオカンアートだらけにしようと画策したあげく、二人で百円ショップに買い物に行くはめになったのだが。聡子はメガネの下から、ワトワートに冷たく流し目をくれる。

「そういえば、あのときも大口たたいていらっしゃいましたが、わたしの死者の書ネクロノミコンの呪じゆ文もんに怯おびえてとっとと逃走しましたね。ということは、実はヘタレ……ということを証明したも同然ですね、ククク……」

『うるせぇーっ！　魔力を分けろと言ってるのが聞こえねえのか、このクソがァー！　あのときは、そ、その、見逃してやっただけだぜっ！　俺たちに協力すればおこぼれに与あずからせてやろうって言ってんだぜ、あんまりつっぱらかってんじゃねぇーよ！』

「おこぼれ……ですか。このわたしが……あなたがたの残飯で満足するとでも？」

　聡子は、逆五芒星ペンタグラムの表紙の本を開く。開いたページから黒い光が吹きだし、周囲を包みこんだ。ワトワートは顔を引きつらせ、ぶるぶると震えだす。

『なっ……何をする気だっ、てめぇー！　な、仲間殺しをする気か、命が惜しくねぇーのかっ！』

「仲間……？　その仲間とやら……『姦かん淫いんすべからず』のマジュヌーン、『安息日を守るべし』のワシフ、『隣人をむさぼるべからず』のサダフ、『殺すなかれ』のキルシュ、『窃盗するなかれ』のサラージャ……彼らを捨てゴマにして『ソロモン』に対する勝機をうかがっていたのは、あなたがたも同じことでしょう……？」

『や、奴やつらはザコにすぎねぇー！　だが、もし俺を殺したら、それはわれわれアークダイモン全すべてに対する宣戦布告になるぜぇーっ！』

「でも……あなたもしょせんザコですし。生かしておいたら、また『ソロモン』を襲撃して……そして、どうせまたへまをやらかすでしょう……？　そういうドジは困るんですよねぇ……まだ、わたしの正体を『ソロモン』たちに知られるわけに行きませんので……」

　本から吹きだした黒い光の中から、コウモリの翼を持った雄お鹿じかが現れる。その尾は炎のように燃えあがり、猛たけり狂った鼻からも口からも、炎が漏れていた。聡子が持つ本『ソロモンの鎖骨』に書かれた七十二柱の魔王のひとり、雷雨を操る悪魔伯爵フルフルである。

「……そういうわけで、仲間ヅラしないでくださいますか？」

　聡さと子この静せい謐ひつな言葉と対極的に、フルフルは角を振りかざしながら激しく吠ほえ、ひづめを踏み鳴らした。ワトワートの目が、恐怖に見開かれる。

『きさまっ……！　わが神エリ……お助けをっ、わが神エリ！』

『フルァァァァァァァァァァ！』

　フルフルが前足を振り上げ、ひときわ高く吠えた瞬間、バリバリーンッ、と激しい雷撃が空を裂き、ワトワートを木こっ端ぱ微み塵じんにした。

　聡子はもとのパソコン室にいた。彼女の足もとには、燃え尽きて炭と化した本がぐずぐずと鈍くくすぶっている。聡子はそれを、学校指定のローファー靴で踏みつけた。

「やれやれ……弱い奴やつほどツルみたがる法則というのは、どうにかならないものでしょうかね。うっとうしいったらありませんねぇ……」

　聡子は、面倒くさそうに長い髪をかきあげ、パソコンに視線を向けた。

「ふふふ、でも……あのザコどものおかげで、新あら木き先輩が検索中のパソコンを覗のぞけて結果オーライ……ですかね。二つのピラミッド……新木先輩は、いったいどのあたりに目星をつけて探されているのでしょう？　先輩は無関係な人間をアークダイモンとの戦いに巻きこまないよう、ふつうに聞いても全すべては教えてくれないですものねえ……」

　聡子は、本の表紙の逆五芒星ペンタグラムを指でなぞりつつ、呪じゆ文もんをとなえる。

「アグロン、テタグラム、ヴァイケオン、スティムラマトン、エロハレス、レトラグサンマトン、クリオラン、イシオン、エシティオン、エクシスティエン、エリオナ、オネラ、エラシン、モイン、メフィアス、ソテル、エマヌエル、サバオト、アドナイ！　我、汝なんじを召喚す……」

　呪文の詠唱とともに、聡子は胸の前で逆十字を切った。

「然りアーメン！」

　本のページから、トウモロコシのようなベージュ色の長髪をなびかせて、黒いマントに身を包んだ美しい貴公子が現れる。象ぞう牙げのように肌が白く、唇に血の気はなく、目の色は血がしたたるような真紅。眉まゆを落とし、左目の周囲に黒い逆五芒星が描えがかれているその姿は、ぞっとするほど美しいが、同時に奇異で、不気味だった。ソロモン七十二柱の魔王の一人で、忠実なる盗賊王子セーレである。

『ようやくのお召喚よび……首を長くして待っておりました、我が主人マスター』

　うやうやしく聡子の前にひざをつき、セーレは彼女の手に口づけをする。聡子は、何の感動もなく当然のように、冷ややかな目で彼を見下ろしながら言った。

「そうです、セーレ。あなたの仕事がようやくできたのですよ……『二つの三角』を探すという、ね」

『二つの……三角？　何ですか、それは？』

「さあ？　それを探すのが、あなたの仕事だと思いますけれども？」

　聡さと子こは、他人事ひとごとのように軽く答える。ぐっ、とセーレがのどの奥でうめいた。くす、と聡子が唇に軽く指を当てて笑う。

「あら……少し意地悪が過ぎましたか？　二つの三角とは、恐らく『二つ並んだピラミッド』のことです。それがアークの目印……誰だれよりも先に、失われたアークを今度こそ探し当てることができるかもしれないというわけですよ。ククク……」

『失われた聖櫃アーク』

　セーレは、かすれた声でつぶやく。

『それを手に入れれば……あなたは、封印の力を手に入れる。すでにあなたは、ソロモンの鎖骨の本を用い、われわれ七十二柱の魔王を自由に封印したり放ったりしているが、アークを手に入れれば十じつ戒かいのアークダイモンをも支配できる存在になる。アークダイモンたちは、封印されたくなければ、あなたの言うことを聞かざるを得ない……すなわち、アークとは〈権力〉！　しかし、あまりにも大きすぎる〈権力〉です、我が主人マスター……赤子に銃を扱えぬように、それはあまりにも危険すぎます！』

「神を目指すわたしにとって……マラークのような『神の名を騙かたる』ニセモノなど、敵ではありません。十戒のアークダイモンの中で最も恐ろしいのは『唯一神の否定』です……なぜならそれは彼が『神に等しい存在である』ということですから」

　聡子はセーレの不安や動揺にも心を動かされる様子はなく、ただただ静かに語った。

「しかしこの世に神はひとり……このわたしだけ、いればよいのです。そのためには、アークを手に入れなくてはなりません。わたしより強い力を支配するには、それよりもはるかに強い力を手に入れることが必要なのです……ですから、あなたは必ずアークを探さねばならないのですよ。わかりましたね、セーレ……ククク……」

　セーレは、まったく恐れる様子も怖おじ気けづく様子もない聡子に、驚きよう愕がくと恐れ、そして不安を感じていた。あまりにも強大な力を持ったアーク……実際にそれに遭遇したとき、自分や聡子が無事でいられるかどうかすら、自信はなかった。

（このかたは、アークを完全に制御できるつもりなのだろうか？　その自信に、根拠はあるのだろうか？　それとも、制御できないアークに飲み込まれて消える運命なのか？）

　ごくり、とセーレは息をのむ。

（それでも……わたしは、我が主人マスターに召喚された魔王。我が主人マスターにとっては七十二柱の魔王の一人にすぎず……それどころか、いくらでも替えがきく一冊の本の一ページにすぎない存在だとわかってはいても、我が主人マスターの命令に従い、我が主人マスターが滅びるときはその道をともにするだけだ。その忠義が、このセーレに定められた運命なれば！）

　きゅ、とセーレは決意をこめて唇をかむと、黒いマントをひるがえした。翼をもった馬が現れ、セーレはその背に乗っていた。聡子は、セーレを見上げる。神をも凌しのごうという野心をその胸に抱いているとはとても思えない、中学三年生の少女の顔が、そこにあった。

（このかたは、いったい何者なのだろう……。人の子のわずかな寿命では考えられぬほどの知恵を、なぜお持ちなのか……。いや、詮せん索さくすればわたしの命が危ない。何より、このかたが何者であれ、わたしがお仕えせねばならないことにかわりはない）

　セーレは手た綱づなを取ると、

「では行ってまいります、我が主人マスター。帰りは必ず、よきたよりとともに！」

　と、手短に言い残して、馬に拍車をかけた。馬は高らかにいなないて、翼を広げ、図書館の壁をすりぬけて、血のように真っ赤に燃える夕ゆう陽ひの空の彼方かなたへと飛んでいった。

　聡さと子こは目を細め、謎なぞめいた笑みを浮かべながら、一冊の本を開く。シエラから奪った魔法書である。

「妖魔アークダイモンも魔王も、しょせんはまがいもの。『神』なる魔神には勝てない……。ソロモンの大いなる栄華を支えたのは、ほかならぬ魔神の魔法……神の力を手に入れるには？　座ざ堂どう先輩は一生懸命レベルを上げておられるようですが……ククク……この魔法書を研究させていただきましたが、どうやら魔法書の全すべてのページを埋める方法が、魔神レベルを上げるほかにもあるようです。もう少し研究すれば、わかりそうですよ。ククク……」

　聡子は、魔法書の角に軽く唇を当てた。唇が当たっている部分が、ふわっ……と、わずかに光っていた。



　ところで、何も知らないシエラと陣じんは、まだ座堂家の台所で抱きあったままだった。

　シエラが陣の胸に寄り添い、陣が片手で彼女の肩を支えるような姿勢になっている。陣は疲れ果ててぼんやりしていたが、シエラは頭がガンガンして、別の意味で動けなかった。

（ああ、メアリーが戻ってくる前に庶民を追い出さなくちゃいけないのにっ！　何これ、このシチュエーションは何っ？　こ、これって、まるでわたしが庶民に擦すり寄ってるみたいじゃないの！　ありえないっ、このわたしが！）

　シエラはようやく我にかえって、ズザザザザーッとものすごい勢いで後ずさる。陣も、その瞬間何かに気づいたようで、我にかえり、とまどうように作り笑いを浮かべた。

「どっ……どどどどうやら、やっつけたみたいだな。アークダイモンを二匹いっぺんにとは、たいした大盤振舞だな。あははははははは」

「そそそそそそそそそうね。おほほほほほほほ」

　二人とも何だか気恥ずかしくて、ぎこちなく笑う。陣は、シエラから気持ちをそらそうとして、台所の床に倒れているアルフに、あたふたと近寄った。

「おい、アルフ。大丈夫か？」

　シエラは、陣を視線で追う。アルフが目を覚ましてしまったら、二人きりではなくなってしまう……その前に、ずっと聞きたかったことを聞いておかないと、夜も眠れない。

「ちょっ……ま、待って、庶民！」

　陣じんは、しゃがんでアルフを揺さぶり起こそうとしている。その手がアルフの肩に触れる寸前、シエラはあわてて、陣の腕にしがみついて止めた。陣はとまどう。

「な……なんだ？　おまえはダッコチャンか！」

「ちょっと待って、ひとつだけ答えなさい！」

「何をだ？」

「だ、だから……そのっ」

　シエラは、陣の腕にひしっとしがみついたまま、少しためらって、大きな目をちょっと横に向けたり、上に向けたり、下に向けたり。

「ああ。目の運動、眼精疲労に効果的らしいな」

「じゃなくってっ！」

　鈍い陣にしびれを切らせて、シエラは怒る勢いでたずねた。

「だからそのっ……レベル０ゼロ魔神でも、役に立ったのかって、聞きたいのよ！」

　シエラは怒ったような顔で、でも真っ赤になって、陣をにらんでいる。まっすぐに見つめる大きな瞳ひとみや、腕に押しつけられた小ぶりだけれどもカスタードケーキのように「ふにっ」と柔らかい感触に、陣はどぎまぎっとして、思わず、

「まっ……まあ、おまえがっていうよりか、ランプの特性がってことだがな」

　と、突き放した態度を取ってしまう。その言葉を口から出したと同時に、陣は速攻で後悔して、心の中で頭を抱えた。

（うわー何言ってるんだ俺おれ！　いくら座ざ堂どうが、わがまま猫っかぶりの呼ばれて飛び出てジャジャ馬娘でも、そんだけ冷たい態度を取ったらさすがに傷つくだろうが！）

　自己嫌悪に陥っている陣の背中を、シエラはキョトンとして見つめていたが、

「……あ、なるほど。つまり、わたしの存在そのものが役に立ったというわけ？」

　と、いかにも正解でしょ、と言わんばかりに人差し指をぴんっと立てた。都合のよい解釈に、陣は救われた気持ちになって、ホッと胸を撫なでおろす。

「あ……そ、そうだ。まさにそういう意味で言ったんだ」

「すなわち、わたしが何もせずにそばにいるだけで感謝の極みだと言いたいわけね？」

「すごい拡大解釈だな」

　陣は、うさんくさそうにシエラを指さす。

「ひょっとして、全然働かずに魔神レベルを上げようという魂こん胆たんを抱いているのだとしたら、そうはいかないぞ。ちゃんと働かない人間に感謝できるほど俺は悟りを開いてない」

「チッ」

「今『チッ』つった？　セレブのお嬢様が？」

「だから何度も言ってるように、わたしを働かせたいなら、ちゃんと仕事をよこしなさいって言ってるのよっ！」

　シエラは両手で陣じんの胸ぐらをつかみ、ぶんぶんっと振る。陣は首をがくんがくんと激しく振られながら、叫んだ。

「ざ、座ざ堂どう、お手伝いさせろと言ってキレるのはお手伝いにカウントされませんよ？」

　陣はシエラの手をつかみ、引きはがす。シエラの手首は、驚くほど細い。すぐにポキンと折れてしまいそうな気がし、陣はギョッとして手をすっこめた。陣があわてて手を離したことで、シエラは急に傷ついたような頼りない表情になり、くるっと背中を向けた。

「な、何よ！　わたしに触るのも嫌だってこと？　ど、どうせわたしは、何もお手伝いできないわよ……っ！　庶民の役になんて全然立たないし、そばにいるだけで邪魔なんだって……わたしだってバカじゃないんだから……わかってるわよっ……！」

　細い肩が震えている。陣の胸を、罪悪感が突き刺した。

（こ、こいつ、なんでさっきまで強気だったのに、いきなり弱気になるんだっ？　ほんとこいつ、ヒッタイト語の楔くさび形がた文字よりもわけわからんぞ！）

　頭をボリボリかきながら、陣はシエラの背中を見つめる。シエラは振りむきそうにない。

（やっぱり……ここは、俺おれが折れるところなのか？　俺が折れなくちゃいけないのか？）

　陣も頑固だが、シエラは筋金入りの意地っ張りである。たとえるなら、頭を押さえて謝らせようとしたら、首の骨が折れようとも、徹底的に抵抗するタイプだ。

（……仕方ないな）

　陣は、ためらいと照れくささとが混こん沌とんとした表情で、鼻の頭を指でかきながら、

「その……いきなり呼びだして、危険なことに巻きこんで、悪かった……な」

　と、言いにくそうにとぎれとぎれに謝った。

　はっ、とシエラは涙がにじんだ瞳ひとみで、振りかえった。いつも楔形文字にしか興味がなく、シエラにはまったくといっていいほど興味を示さない陣が、そうやって自分をいたわるような態度を取ったことなど、今まで一度もなかった。シエラの白い顔がボンッと赤くなる。

「べ、べべ別に庶民のためなら……悪かったなんてこと……だってわたしランプの魔神だし……しょ、庶民の、魔神だし……」

　シエラは火を吹くほど真っ赤になって、口の中でぶつぶつぶつぶつと、小さな泡が湧わくかのような聞き取りにくい声で、体をくねくねもじもじしながらつぶやく。

「えっ、今何か言ったか？」

　陣はきょとんとして尋ねた。やはり、あまりにもシエラが口の中でもごもご言っていて、ヒアリングができていなかったようだ。

　勇気を出して必死の覚悟で言ったシエラは、その間延びした問いを聞いて、一気にテンションがサーッと下がり、かわりに別のテンションがカーッと勢いよく上がってくるのを感じた。真っ赤な顔のまま、シエラは怒った表情で陣に手を差し出す。

「って……っって言うか、耳の穴かっぽじって聞いておきなさいよっ！　わたしが必死の思いでやっとこさ言ったのに！」

「悪い悪い、ヒアリングしにくくて」

「ほんとに悪いと思ってるのなら、死をもってつぐないなさいよねっ！」

「何でそういう流れになるんだよっ！」

　でも……、と心のどこかで、陣じんはあのまやかしの楽園のことを思いだしていた。白うさぎの姿をした、従順なまやかしのシエラは、素直で可愛かわいかった。客観的に見れば、あっちのほうが絶対に好感が持てるはずである。

（なんだけど……どうも、あのウサギかぶりじゃなく、このワガママ猫っかぶりでなくっちゃ、って気がしたのも事実なんだよな。慣れとは怖いってことか……いやでも、猫をかぶったセレブお嬢様座ざ堂どうだったら、俺おれは一生こいつの存在に気づかなかった自信がある。ということは、俺的にはこっちのプンスカプーのほうがいいと思ってるということか？）

　あらためて自分の心と向きあうと、陣は恥ずかしくて、ブルブルブルッと首を横に振る。

「まっまさか！　誤解だ勘違いだ気のせいだ！」

「なに一人でわめいてるわけ？」

　シエラは、不審そうな目を陣に向ける。



    

  
    
      



    

  
    
      　ところで、床に倒れていたアルフのほうは、さすがに周囲がうるさいので、途中で意識を取り戻していた。取り戻してはいたのだけれど、

（ちょっ……何イチャイチャしてんだよっ！　この状況で目を覚ましにくいじゃんか！）

　と、冷や汗ダラダラ状態で、気を失ったふりをしていた。

（ああ、床が冷たい。硬くて冷たい。あーもーずっとシエラのターン！　二人の間に割って入りたい。だけど、それも何か、必死すぎみたいな感じで嫌だし。こうなったら、このまま気絶を続行して、陣じんにお姫様抱っこで店まで送ってもらう！　意地でも目なんか覚ましてやらない！　とんだ甘えん坊だと自分でもわかっちゃいるけど、それぐらいしてもらわないと気がすまないっ！）

　アルフはそう決意して、じっとがまんの子で、冷たい床に転がっていた。じっとがまんの子でも、こらえきれない涙が、つつーっ、と床に広がっていく。

　ただ一人それに気づいていたトーレムが、同情して、酸いも甘いもかみ分けた場末のバーテンのように、ポンポン、とアルフの腕を叩たたいてやっていた。



　なお、地下のチーズ倉でのメアリー対ネズミーズの戦いは、メアリーが子ネズミちゃんを発見してしまい、そのキラキラきゅむきゅむしたお目々で見上げられて「ちぃ」と鳴かれ、数時間の膠こう着ちやく状態の後、その可愛かわいさにメアリーが敗北を認めたことで幕を閉じた。

　メアリーはチーズ倉の床に座りこみ、調子に乗って走り回るネズミたちを横目に、悔し涙を流してこぶしを握っていた。（すみません、シエラお嬢様。大英帝国の誇りをかけましたが、わたくしはまだまだメイドとして未熟……ああっでも子ネズミたん、可愛すぎます！）

　……たん？



    

  
    
      


二話　夏だプールだスク水だ！





　それは陣じんたちが図書館で大冒険（大暴走？）を繰り広げていた日より、数日前……昼休みに始まった、小さなできごとだった。

　緑陰濃い春はる紗しや学園中庭のベンチに座って、春紗学園中等部一年一組、氷ひ室むろ啓けい太たは悩んでいた。脂汗が流れているのは、さんさんと照る日差しのせいばかりではない。彼の手には、一枚のプリントが握られていた。「プール開きのお知らせ」……と、書かれていた。

（どぉぉぉぉぉしようっ！）

　啓太は頭をかかえた。運動場の隅っこにコンクリートミキサー車が停とまり、木で作られた囲いの中にコンクリートをドボドボと流しこんでいる。春紗学園のプールが老朽化していたので、座ざ堂どう家の寄付によって新しく建設されることになったのだ。

（どうしようどうしよう、せっかくプールの建設が中断してたから安心してたのに！　頭よし顔よし性格よしの三拍子そろったぼくの、唯一の玉にキズが、カナヅチなんだー！）

　そんなことを臆おく面めんもなく考えているあたりからわかるように、顔立ちは可愛かわいらしいが性格はあんまりよくないことが最近露呈しつつある啓太だが、カナヅチなのは本当だ。

（ぼくは、運動神経はバツグンだし成績も優秀だ。人望もあるし、生徒会長に取り入ってあるていどの権力も持っている。ゆくゆくは成りあがってのしあがって、世界すらこの手につかもうという、少年らしい無邪気な夢を抱いているというのに！　泳げなかったら、体育の成績が下げられてしまう。ぼくが春紗学園に通えるのは、成績優秀で寮費を免除してもらっているからだ。成績が下がれば、この学園にいられなくなるっ！　ぶっちゃけ、座堂先輩につりあう男子は、ぼくを置いてほかにはないというのにっ！）

　啓太は髪をかきむしった。姉・江え利り子こも、さまざまなアルバイトをこなすスーパーガールだが、やはり唯一の弱点がカナヅチだから、姉に教えてもらうこともできない。

（いや成績なんてペーパーテストでとりかえせばいいことだ。それよりも、この完全無欠なぼくに欠点があるなんて知れたら、完かん璧ぺき人間のぼくのことを常々面白く思ってなかったアンチどもにバカにされる！　もし泳ぐ練習をしても泳げなかったら、なおさらバカにされる。何とかして、誰だれにもぼくのカナヅチがバレないようにして、泳ぐ練習はできないものか）

　小学校にはプールがなかったので、バレずにすんでいたが、同時にカナヅチを克服する機会もなかったということになる。

（誰にもバレないようにこっそり練習して、もしダメだったら風か邪ぜひいたとか、いろいろごまかして、秋までずっと体育を見学すればいい。何かいい方法はないものか……）

　深刻な表情で考えこんでいる啓けい太たの耳に、ふと、

「えーっ、ほんとですかっ？　誰だれでも五分で泳げるようになるって？」

　唐突に、鈴を転がすような可愛かわいい声が飛びこんできた。

（なっ、何だってーっ？）

　啓太は、思いっきり食いついて、振りかえる。中等部一年三組の香か住すみ愛あい花かが、茂みをはさんで啓太と反対側にあるベンチに座っていた。彼女の隣には、彼女が所属する家庭科部の部長にして、うんちくとオカンアートに人生をかけている中等部三年生の安あん藤どう奈な津つがいる。二人は少し前からそこで話しこんでいたのだが、この日は風が強く、茂みがざわざわとうるさい音を立てていたので、啓太は気づかなかったのだ。

（あ……！　あれはいちごぱ……じゃなくて、香住さん！）

　啓太の目の前に真っ赤ないちごの幻が現れた。あわてて手で空をかき幻を消そうとする。

（いやいやいや！　ぼくの本命は座ざ堂どう先輩なんだっ、いちごぱんつごときにわが覇道を邪魔立てされるわけにはゆかぬわー！）

　混乱するあまり、啓太のキャラが少々乱れている。

　愛花は小柄できゃしゃで、小学生にしか見えない。もみじのように小さな両手を口に当てて、大きな目をくりくりしながら、奈津に聞きなおした。

「ほんとにほんとですかっ、部長？　愛花みたいなドジっ娘こでも、ほんとに五分で二十五メートル泳げるようになるんですかっ？」

「ほんとにほんと。今まで、あたしのうんちくが使えなかったことがある？」

　奈津は、愛花とは対照的に、中学生とは思えないナイスバディを誇っている。得意そうに腕組みをしている腕の上に、大きな胸がたぷたぷと乗っかって、重そうに揺れていた。愛花は、マッチ棒のように細い首をかしげ、小さな手をほおに当てて考える。

「タマネギをむくときに、水の中につけながらむくと目にしみない……とか、ですか」

「しみなかったっしょ？」

「でも、水の中でみじん切りにするわけにはいかないから、結局目にしみたんですけど」

「香住はガマンが足りないねー。まー、ほんとすぐに泳げるようになるから、だまされたと思ってやってみたんさい」

「ほんとにだまされそうだから、怖いんですけど」

「そもそも、中学生にもなって二十五メートル泳げないって言ってるのは、多くの場合、水に顔をつけてバタ足まではできるんだけども、息継ぎができないから息が切れたらおしまいってわけよ。ま、どんなにがんばっても十五メートルぐらいだよね。でも、クロールで横向きに息継ぎするのは、溺おぼれそうで怖い」

「あっ、うんうん。愛花もそうです」

「ということで、バタ足のとき両手を前に出してるでしょ。あれを、思いっきり下にかいて、その勢いで顔を水の上に出して、息継ぎするわけよ」

「あっ、なるほどー。顔が正面に、思いっきり上がるから、息継ぎが怖くないかも」

「そうすれば、息継ぎ二回ぐらいで二十五メートルぐらいかんたんに泳げちゃうって寸法よ。これになれれば、だんだんクロールの型に変えていけばいいわけ」

「すごいすごい！　聞いてるだけで、泳げそうです！　愛あい花か、泳げなくってもいいやってずっと思ってたけど、やっぱり夏休みにお兄ちゃんが海とか行くの、連れてってほしいから、泳げるようになりたかったんです」

　愛花は目をキラキラさせ、感謝と感動をこめて両手を組みつつ、奈な津つの顔を見上げる。ちなみに愛花がお兄ちゃんと呼んでいるのは、幼おさな馴な染じみの陣じんのことだ。

「夏だ海だって、さすが一年は青春だねー。こっちゃ受験生だよ」

「受験生って、高等部に上がるならエスカレーターですよね？　もしかして部長は、ほかの高校を受けるんですか？　それって……ちょっと、寂しいです」

　愛花はしゅんとして、肩をすぼめる。幼馴染みのお兄ちゃんとして慕っている陣を追いかけたいという勢いだけで春はる紗しや学園に入学してしまった愛花だが、小学生にしか見えない外見同様、甘えん坊で幼い彼女には実家を離れての寮生活は寂しくて不安なこともいっぱいだ。そんな彼女が世話焼きでオカン気質な奈津に懐くのは、当然の流れである。



    

  
    
      



    

  
    
      　奈な津つも、愛あい花かの事情は知っているので、姉のように優しく微笑ほほえんで背中を叩たたいてやる。

「ばーか、よそには行かないけど高等部への進学試験がけっこう厳しいんだよ。何たってうちはそれなりに名門だからね、中等部で落ちこぼれたのは落として、かわりに高等部から頭のいい奴やつをいっぱい入れることで、有名大学合格率を上げようっていう……だから香か住すみの『お兄ちゃん』は、高等部からの入学ってことは、かなり頭いいんだよ」

「あ、やっぱりそうですよね？　お兄ちゃん、歴史以外の科目もすごく賢いんですよ」

　陣じんを誉ほめられて、愛花は自分のことのように誇らしげに主張した。奈津は頭をかく。

「うらやましいよねー、あたしは全体に平均的で、これっていう強い科目がなくってさ。試験科目に家庭科があれば、自信があるんだけどねえ」

「プ」

「今『プ』っつった？」

　奈津は愛花をにらむ。愛花は慌てて、話題を変えた。

「とっ、取りあえず水泳を教えてくれるって話でしたよねっ！　泳げるようになったらお兄ちゃんといっしょに海に行って、愛花特製の夏ラーメンを作ってあげたいなっ♪」

「夏ラーメン？」

「まず白湯パイタンスープを青いリキュールで青く染めて、夏の青空を表現します」

「もういい。聞かない」

「白い小麦粉麺めんで雲を、なるとで輝く太陽を表現します。夏ラーメン、めしあがれ♪」

「つーか具、なるとだけだよねそれ。聞くだけでまずそう」

「愛花、料理うまいの知らないんですか部長？　カップケーキとか、春巻きとか、何作ってもお兄ちゃん『おいしいおいしい』って食べてくれるんですよ」

　ニコニコと愛花が幸せそうに笑いながら話すので、奈津は反論を腹の中に押しこめる。お互いに、自分の家庭科力を過大評価している点、相手の家庭科力の低さは判わかっていても自分のそれには気づいていないという点において、先輩と後輩、よく気が合っている。

（あのお兄ちゃんの評価は参考にならないと思うけどねぇー。どんな料理でも、皿以外のものは全すべて食うって噂うわさを聞いたけど……。香住の料理、たまに常軌を逸脱してるからなあ）

　そんな二人の会話を、啓けい太たは、耳をダンボにして聞いていた。風はなおさら強くなり、茂みがざわざわと鳴る音が、潮しお騒さいのように激しい。

（具がなるとだけっていうのと、五分で二十五メートル泳げるようになる……ってのは聞こえたけど、細かいところがよく聞こえない！　もっと大きな声でしゃべってくださいよ！　なるとじゃなくて、プールのほうの話を！）

　ジリジリしながら、啓太は少しでもよく聞こえるよう、ベンチの背にかじりつく。

「料理って言えば、きのうまた親しん戚せきの子あずかってさー。可愛かわいいんだけど、離乳食作るの大変だったんだよね」

「へー、親しん戚せきに赤ちゃんがいるなんてうらやましいです。愛あい花か、赤ちゃん大好きなんです」

　愛花は、いたずらっぽく肩をすくめて夏空を見上げ、細い脚をのばしてパタパタ動かす。

「子供のころ、よくお兄ちゃんとままごとしたなぁ。お兄ちゃんがパパで、愛花がママで、お人形のメリーちゃんが赤ちゃんで。もし本当に愛花がお兄ちゃんの赤ちゃん産んだら、どっちに似るかなー。可愛かわいいかなー」

　愛花は両手の拳こぶしをあごに当てながら、うきうきと想像を暴走させる。奈な津つは、愛花ののんきな意見に苦笑して言った。

「まあ、現実の赤ちゃんのお世話は、ママゴトみたいにノーテンキにはいかないけどね。香か住すみみたいなオコチャマが、オムツとか換えられる？」

「えーと、教えてもらったら換えれると思います」

「男の子だと、チンチンぺろーんとつまんで、裏っかわもふかないといけないんだよ？」

　ぷー、と茂みから赤い噴水が吹き上がった。ギョッとして、奈津と愛花が振りかえる。

「あ……あんなところに、噴水とかありましたっけ？」

　愛花が、おろおろしながら奈津にたずねる。

　無論、噴水ではない。茂みの後ろのベンチで、二人の話を盗み聞きしていた啓けい太たである。若さのせいか血の気が多く、鼻の毛細血管がすぐにぷっつーんと切れてしまう啓太は、あわてて鼻を押さえ、見つからないようにベンチの上でのけぞって、姿を隠している。

（や……やばい、あのお胸の大きな先輩が妙なこと言うから、想像力豊かな青少年のぼくとしては、香住さんがぺろりーん♪　とするところを、想像してしまったではないか！　ついでに、そのむきだしたぺたんこの胸に乳児が吸いついてくれちゃったりすると、最強コンボですよこれは！）

　啓太は鼻に丸めたティッシュを何個もつめながら、二人の話にふたたび耳をそばだてる。

「それじゃ部長、放課後、いっしょにプールに行って教えてくれます？」

　甘えるような愛花の声に対し、奈津の返答はアッケラカンとしていた。

「あ、ダメダメ。今日もさとっちがうちにきて、いっしょにテスト勉強する約束なの。一年生みたいに余裕ぶっこいてられないのよ」

「えー！　そんなー！」

「今教えたとおりにすれば、簡単っしょ？　大丈夫、一人でも練習できるって」

「だって愛花、お兄ちゃんに、水たまりでも溺おぼれそうって言われたことがあるぐらい、水泳ヘタッピなんですよ。一人で練習したら、ぜったい土ど左ざ衛え門もん決定ですよぉ～」

「『お兄ちゃん』に見てもらえばいいじゃん」

「お兄ちゃんには、うまくなった愛花を見てほしいんですっ！　ヘタッピでカッコ悪いところなんて見せたくないんですぅ～ぅ～」

「泣きまねしてもダメなものはダーメ。じゃね、次、教室移動だから」

　奈な津つは冷たく立ちさった。残された愛あい花かは、しくしく、と両手を目に当てる。

（よっしゃ！　やはり神はわれに味方した！）

　啓けい太たは、小さくガッツポーズをした。

（香か住すみさんは、あのプリンのようなお胸の先輩に、五分で二十五メートル泳げるようになる裏ワザを伝授されている。そして、練習を見てくれる人材を募集中だ。ぼくが、何くわぬ顔で立候補し、香住さんの水泳につきあう！　そして、裏ワザを盗んで、あとから一人でこっそり練習すれば、誰だれにもぼくがカナヅチだったことがバレないという寸法だ！　これならもし泳げなくても、ぼくはあくまで香住さんの水泳についていっただけ、泳げるんだけどプールの日はなぜかいつも風か邪ぜで見学残念だなぁー、とごまかすことができるじゃないか！　何と天才なんだぼくは！）

　自信家ゆえ、ときどき上すべりしがちな人格を、啓太は抑えながら、菩ぼ薩さつのような微笑ほほえみを浮かべて愛花に近づいた。愛花は、目に当てていた手をはずし、はっと顔を上げる。

　啓太は、糸を引きそうなほど甘ったるい声で、愛花に語りかけた。

「ねえ香住さん。今の話、聞くとはなしに聞かせていただいたよ？」

「あっ。そう言うあなたは一組の」

「やっと覚えてくれたんだね♪」

「アムロレイ太くん」

「ガン○ピム好きなんだ♪」

　どうやら愛花は、人の名前を覚える気がまるでないらしい。けれど啓太も、ここで引き下がるわけにはいかない。

「今の話だけど、ぼくが水泳の練習につきあおうか？　きみには、手作りシュークリームをいただいた恩義もある。たとえ二目と見られぬほどの失敗作でも、あと塩素と反応して何か致死性のガスが出てきてたけど、それでもいちおう恩義は恩義だからね」

「そのケンカ、買ったほうがいいの？」

　愛花は、凍りつくような微笑をうかべて尋ねた。



　ともあれ、愛花としても監視員に気づかれないままプールの底で短い一生を終える気はないので、結局、啓太の申し出を受けることにした。

　啓太は、愛花を電車で一時間もかかるプールへ連れていった。隣町の市営プールでいいのに、という愛花を無理に説得したのは、建前としては、

「ふつうのプールなんてつまらないじゃない！　そこはちょっと高級なリゾートプールで、大きな滑り台や流れるプールがあって、プールサイドにはココナッツジュースを出してくれるカフェテラスまでついてるんだよ！」

　ということだが、もちろん本音は別にある。

（だって、知り合いに目撃されたら、もし泳げなかったとき、泳ぐ練習をしてたのに泳げなかったドンくせー、って笑われるんだ！　そもそもぼくは、テスト前にこっそり必死こいて勉強して、点数がよかったら「えーぼく全然勉強してなかったのに？」とトボけ顔でスカしたことをぬかし、点数が悪かったら「あーまぁ全然勉強してなかったからなー」と何事もなかったようにスルーする主義なんだっ！）

　さて、二人が向かったプールは啓けい太たが言ったとおり、リゾートの雰囲気満載の豪華なものだった。泳ぐためというより、プールサイドで日焼けしたり、トロピカルジュースを飲んだり、たまに軽く水遊びをするか、フロートに寝転がって浮かぶためのプールである。

ぼん・きゅ・ばーんなダイナマイトボディをミニミニビキニに包んだ若い女性が、滑り台ウオータースライダーを勢いよく滑ってざぶーんとプールに飛びこむと、噴水のように水しぶきが高く舞いあがる。

（ああっ、ちょっと入場料は高いけど、さすがうるさい小学生男子ばっかりの市営プールとは全然ちがぷー！）

　啓太は水着に着替えて、先にプールサイドにやってきていた。鼻血が出ないよう、膨満感のある鼻骨の両横の部分を指でしっかり押さえていたが、心の中ではすでに鼻血が数リットルほど噴きだしているようだ。

（まるでここは楽園のようでぷー、しかしウォータースライダーで滑り終えたあとビキニが取れることを期待している奴やつはまだまだお子ちゃま、ウォータースライダーの真の楽しみ方がわかっていないでぷー。滑っている最中に水着が摩擦でどんどんくいこむ、そこがポイント高いんでぷー。滑り終えたあと、困った顔をしながら振りかえって、お尻しりに細く食いこんだ水着を両手でくいくいっと引っぱって直す、そこがツウの楽しみでぷー！）

　わけのわからない妄想を脳内で繰り広げている啓太は、売店で買った新品の水泳パンツをはいている。ほとんどひざぐらいまである、ロングトランクス型だ。

　泳げない啓太は、プライベートでプールに行かないので、小学校時代の、学校指定の水着しか持っていない。それはボクサーパンツほどの丈しかなく、まさに「パンツ」である。妙齢の男子中学生が、女子の前でおいそれとはけるものではない。

（男の水泳パンツ姿って、上半身裸で間抜けなんだよね。公衆の面前で乳首をさらして、セクハラとか露出狂にカウントされないのか？　女子はブラジャーをするのに、女子の乳首は守っても男子の乳首など守る価値もないというのか？）

　泳げるようになるためとはいえ、貧弱な半裸の姿を愛あい花かに見られるのは恥ずかしい。もじもじしている啓太の目の前に、小さな足があらわれた。二十一・五センチしかない……愛花の足である。

「ごめんね、氷ひ室むろくん。コインロッカーに百円入れようとしたら、床のスノコの間に落っこっちゃって……」

　予想どおりのドジによって、愛あい花かは遅れたらしい。小さな足がとても白くて、すべすべして、生まれてから一度もマニキュアのような人工的な加工などされたことのない生きの爪つめは、白砂の上に点々と散らばる桜貝の貝がらのようだ。啓けい太たはドキンとして、何か見えない力にさそわれるように、視線をゆっくりと上に移動させていった。

　見ては危険だ……と、本能が叫んでいた。けれど情熱は、彼をつき動かしていた。裸足はだしの足から、一定な太さで伸びる幼女体型の脚、白くなめらかなその二本の脚の上を見た瞬間、啓太の呼吸が止まった。

「こ……っ、これは……っ！」

　息の仕方も忘れるほど驚いて、啓太は口をぱくぱく、目をぐるぐるしている。

　啓太はてっきり、愛花も売店で水着を買うのだろうと思っていた。売店には、けっこう可愛かわいいデザインの水着もあったし、愛花の雰囲気からして、色はピンクや黄色といった暖色系、あるいは赤やオレンジといった元気っぽいビタミンカラーで、柄はちょっとおとなしめの白水玉か、あるいは可愛く小花柄、デザインは幼い感じのスカートつきか、または健康的なセパレーツだろう……と想像していた。

　だから、度肝を抜かれた。愛花は、紺色のスクール水着に身を包んでいたのだ。しかも、春はる紗しや学園の指定水着は（シエラが以前着ていたように）腰のところに小さく名札をつけるのだが、愛花のそれは胸に大きく白い布でゼッケンのようにつけられ、「かすみ」とマジックで名前が書かれていた。白い水泳帽にも「かすみ」と名前が書いてある。

（こここここ……これはっ！　もしかして、もしかしなくても、すくみず……では！）

　啓太は、激しい衝撃に打ち震えながら後ずさった。彼の表情が凍っているようなのを見て、愛花は恥ずかしそうに胸にこぶしを当て、もじっ、と身をよじった。

「あっ……や、やっぱりおかしい？　春紗学園の指定水着をまだ買ってなくって、小学校のときのを持ってきたんだけど……」

「小学校のときの水着！　そそそそれは、とりもなおさずスク水界でももっとも神格が高いとされる、女子小学生のすくみぷー」

「すくみぷ？」

　啓太の語尾がおかしくなったので、愛花は首をかしげた。啓太は片手で鼻と口を押さえ、あわてて愛花に背をむける。

「だ、だいじょうぷー」

　啓太はごまかしながら、背を向けたまま答えた。愛花は、怪け訝げんそうな顔をしながらも、そこは中学生女子のこと、啓太のことよりも自分のファッションのほうが気になる様子だ。何度も、水着姿の自分の体を見下ろして、自信がなさそうにうなだれた。

「やっぱり、おかしいかな……。カナヅチで、泳ぎに行ったりしたことないから、自分の水着持ってないんだ」

（いやいや、それがいいんですよ）

　鼻を押さえているので言葉にならないが、啓けい太たは心の中で力説する。啓太が答えないので、愛あい花かはますます不安そうな表情になった。

「やっぱり、おかしいよね？　お兄ちゃんはいつも愛花のことドジって言うけど、またドジっちゃったかな。せめてゼッケンぐらい、取ってくればよかったよね……」

（いやいや、香か住すみさん！　いつもドジっ娘こなきみだが、今回だけはナイスショット、ナイスイン！　華麗なるピンポイント爆撃を、巧みに決めていることが、なぜわからないのか！　そのゼッケンがあるからいいんじゃあないか、ヘタ文字ゼッケンのないスク水になど、何の値打ちもぼくは認めはしないっ！　宝石に鑑定書が必要なように、スク水にはゼッケンが必ひつ須すアイテムなのだ！）

　啓太はビシッと親指を立てながら、愛花を鼓舞しようとするのだが、いかんせん鼻血が止まらないので動きようがない。

　愛花は、ふーっとため息をつき、寂しげに目を伏せた。幼く見える横顔は、意外にまつげが長くて、啓太はまた鼻の骨と軟骨の境界のあたりがカーッと熱くなり、ぷちぷちっと血管が切れそうになって、あわてて目をそらす。

「泳げるようになって、今年こそお兄ちゃんといっしょに海に行きたかったんだけど……こんなドジの愛花じゃ、泳げるようになるなんて、無理だよね」

（何をおっしゃる！　きみが泳げなかったら、きみに要領よく教えてもらうつもりのぼくはどうなるんだ！　いや、それより、どうしてここで新あら木き先輩の話が出てくるんだ！　このぼくといっしょにいるのに、新木先輩のことを考えるなんてっ！　いや、ぼくの本命は座ざ堂どう先輩だから関係ないじゃんとお思いでしょうが、それはそれこれはこれなんだ！）

「ぜったい、海に行ってもお兄ちゃんに迷惑かけちゃうんだ。溺おぼれちゃったりとか……」

（大丈夫、そのときはこのぼくが人工呼吸を！　いやむしろ、こちらから頭を下げてでもさせていただきたいものですな！）

「ごめんね。愛花、帰るね」

　啓太が心の中で叫びつづけている熱い思いは、当然、愛花には届いていない。愛花はあたふたと、逃げるようにきびすを返した。

「えっ？　ちょ、ちょっと、いきなり何？　香住さん、水泳の練習はっ？」

　とまどって、啓太が追いかける。

「ちょっと香住さん！　そっち、更衣室とは逆！」

　さすがドジっ娘だけあって、愛花には方向音痴属性もある。見事に、来たときとは正反対の方向……関係者以外立ち入り禁止区域のほうへ走っていった。

（まずいぞ、ドジな香住さんのことだから配電室で感電したりするかも。っていうか、ドジっ娘のくせにどうしてこんなときだけコケずに走るんだ！　しかも、けっこう速いし）

　ふと……啓けい太たは、奇妙な匂においに気づいて足を止めた。配電室の戸が少し開いていて、その隙すき間まからもくもくと煙が出ている。

（火事？　いや、違う、これは……タバコ？　どうしてこんなところで？）

　不審そうな啓太の目の前で、倉庫の扉がゆっくりと開かれた。同時に、倉庫にこもっていた煙が、モクモクモクッと溢あふれてくる。目が痛くなるほどの、タバコの匂いだ。

　煙の中に立っていたのは、学生服姿の三人組だった。三人ともかなり背が高い。啓太が住んでいる橘たちばな寮の、四人の幹部寮生のひとりで固太りの大男、玄げん奘じよう武ぶ念ねんほどではないが、そろいもそろって、身長は百八十センチを軽く超えているし、体つきもがっしりしている。高校生とは思えないぐらい、人相が悪くて目つきも鋭い。金髪に染めた髪をリーゼントにととのえ、眉まゆ毛げをそり落とし、小鼻にピアス、腕には「愛羅武勇」のタトゥー……と、まだ夏本番ではないのに、暑苦しいことこのうえない。どこからどう見ても、不良のヤンキーである。

「何だてめーコラ？　見ちゃいけねえものを見ちまったなコラ、俺おれたちは極きわめ道みち高校の三年生だぜコラ！　ナイスバディのスケをナンパに来たんだが、ちーとも相手にされねぇーから、フテくされて煙モ草クってたんだぜコラ！」

「き、聞きたくありません聞きたくありません！　ぼくは見なかった聞かなかった！」

　啓太は耳を押さえ、首を横に振る。その腕を、一人がつかんで耳から引きはがした。

「もう遅いぜオラ、てめぇは聞いちまったぜオラ！　だから口封じするんだぜオラ！」

「生活指導の先公に目をつけられてて、あと一度生活指導室に呼ばれて始末書を書かされたら、退学になっちまうんだぜウラ！」

「とりあえず、コラさんとオラさんとウラさん。ぼくは別に、あなたたちのことをチクるつもりとかありませんから。無関係だし」

「つーかテメー、オラ！　勝手な仇あだ名なつけんなオラ！」

　オラにどなられて、啓太はビクッと怯おびえ、身構える。

（な、何とかしてこの場をごまかして解放してもらわなくては……！　べ、別にこの氷ひ室むろ啓太が、こんなチンピラを恐れているわけじゃないぞ！　ぼくには覇王の夢がある、ちっぽけなウジ虫野郎どもに邪魔立てされるわけには行かないからだ！）

　自分を正当化することも忘れない。殴りかかろうとしていたオラを、コラが制止した。

「まー待てコラ、騒いだら人が来ちまうぜコラ。こんな情けない顔したヘタレガキが、俺たちにフルボッコにされるのがわかっててチクる度胸なんか、あるはずねーだろコラ」

　コラが、嘲あざけるような目で啓太をねめつける。正直、啓太はカチンと来たが、

（いや、スルーだ。作戦どおり解放してくれそうだし、ヘタレだと思わせておけばいい。ま、ぼくが本気になればこんなチンピラ三人ごとき、三秒でブッ倒せるけどね）

　と、自分の脳内だけで勝利宣言して、ぐっと怒りを抑えこむ。だがそのとき、啓太より先を走っていたため、少し離れたところにいた愛あい花かが叫んだ。

「あーっ！　やっと思いだしたっ、たしかタバコって未成年は吸っちゃいけないんだ！」

　シャレではなく、愛花は本気で、そんな基本的なことを忘れていたらしい。忘れていたことがドジなのか、それとも思い出したことがドジなのか……。啓けい太たがコラたちとしゃべっているあいだ、ずっと足を止めて考えこんでいた愛花だが、唐突にそんなことを叫んでコラたちを指さしたので、啓太はあわてて愛花に駆け寄り、その手を下げさせた。

「待て待て待て待てっ、人を指さすなんて失礼じゃないか！　さあ謝って帰ろう！」

「どうして謝るの？　悪者はこの人たちじゃないっ！　悪い子が悪いことをしてたら、きちっと注意してあげるのが良い子の役目、だよね！」

　愛花の大きな目がコラたちをにらむ。

「ぁんだとコラー！」

　コラたちが逆上してどなる。啓太は焦り、頭をかかえた。

（ああ～っ、さすがドジっ娘こ恐るべし！　確実に逃げられるこの状況で、わざわざケンカを売るなんて！）

　コラたちは指をパキパキ鳴らしながら、愛花を見下ろしてすごんできた。

「てめーコラ、よけいなこと言ってんじゃねーコラ。生意気言ってっと泣かすぞコラ！」

　コラが拳こぶしを握って、愛花に襲いかかる。啓太はギョッとした。いろんな相反する考えが、一気に頭の中を駆けめぐる。

（と……止めなくちゃ！　こんなか弱い年下の女の子を殴ろうとするなんて、どこまでケダモノ野郎なんだっ！）

（いやでも！　止めればぼくも香か住すみさんと共犯ってことになる、こいつらにぼくまでボコられる！　こいつらごとき二秒で殺す自信はそりゃーあるけど『それはそれこれはこれ』だ！　いや、秒数がさっきより短くなってるとか『どれはどれ？』とかツッコまれると困るけど、とにかくボコられたら痛いだけ損だ！　それに、香住さんだって自業自得だし。男子が苦手っていう設定を忘れて、奴やつらにかみついて自滅してるんだから、ぼくが助けてやる必要なんてないじゃないか！）

　いろいろ考えての結論は、愛花がぶん殴られても自己責任だから華麗にスルー、ということだった。なので、啓太は愛花のすぐそばにいながら、愛花を見殺しにする作戦を取ったのだが、そのときウラが、愛花の片足の足首をつかんで逆さづりにした。

「きゃあん！」

　可愛かわいい声で、愛花が悲鳴を上げる。ウラはそのまま、愛花をビターンと床に叩たたきつけるつもりのようだ。そんなことをされたら骨折どころではすまないだろう。焦るべきところだったが、このとき啓太は、

（逆さになると上から目線で股また下した三角を鑑賞できて何だか、ああ何だかっ！）

　と、まったく違う独自の（にもほどがある）着眼点を暴走させていた。ちなみに股また下した三角とは、両太ももを閉じたときに股ももとの間にできる、三角形の聖なる空間のことだ。

　止まりかけていた啓けい太たの鼻血が、過敏に反応して再び激しくほとばしり、愛あい花かを今にも投げ落とそうとしていたウラの顔にかかって、目つぶしになる。

「わー！　こいつ、いきなり鼻血を吹きやがったぜウラ！」

　ウラは叫んで両手で顔をおおい、うずくまった。愛花は地面に落とされ、ころんと転がる。怒ったオラが、啓太に殴りかかってきた。

「てめぇー味なまねをしやがるぜ！　というわけで、ぜったい許さねーぜオラー！」

　いきなりオラが啓太の腹に拳こぶしを埋めた。

「ぐふっ！」

　息がつまって、啓太はその場に座りこんだ。

「氷ひ室むろくんっ！」

　駆け寄ろうとした愛花は、オラに羽交い絞めにされて、再び自由を奪われた。

「人の心配をしてる暇があるのかなオラ～？」

「キャー放して！」

　愛花はじたばたするが、振りほどけない。もともと男子が苦手で内気な愛花は、ヤンキー耐性が全くないので、怖くて失神寸前だ。啓太は何もできず、殴られてただ震えている。

（ああ、このままでは香か住すみさんが……！）

　そのとき啓太のまぶたの裏に、姉・江え利り子この姿が浮かんだ。



　啓太は、ほかの子供に比べて小柄だった。病弱でもあった。

　父親がいなかったので、母親がフルタイムで働き、保育園が終わったあとは、四歳年上の姉の江利子が母親がわりだった。

　啓太の必要以上に自信家な性格は、姉に可愛かわいがられ家族に受けとめられている子供ならではのものだ。けれど同時に、立派な姉の存在のおかげで、苦労することも少なかった。

　気も強いが、いろいろなバイトで鍛えられて腕っぷしも特殊工作員と張り合うほどの江利子は、小学生のころから優等生で、人望も厚かった。啓太が小学一年生のときに、江利子は五年生。児童会の副会長をしていた江利子の弟として、教師も上級生も一目置いて、優しくしてくれた。成績がよかったので、同級生にも絶賛された。病弱だった体も、十歳を過ぎるころには健康になった。成績優秀、スポーツ万能の啓太は、同じ小学校の女子だけでなく、他校の女子にもモテまくり、小学校の前には出待ちの列ができたほどだ。

　今まで、誰だれも啓太に逆らわなかった。だから、戦ったこともなかった。姉の七光に抵抗しながら、心のどこかで甘んじていた。

　江利子にとって、四歳も年下の啓太は、いつまでも……今でも、可愛い小さな啓太ちゃんだった。厳しいことで有名な橘たちばな寮でも、寮長で生徒会長もしている近衛このえ右う京きようは、ひいきなどをする性格ではないにせよ、生徒会副会長の江え利り子こに遠慮しているのか、一番下っ端の中等部一年生にしては、啓けい太たはさほど厳しくされていない。

　もっとも高等部一年生に、新あら木き陣じん＆宇う多た田だ夕ゆう也やという、トラブルメーカーがいるせいかもしれないけれども……とにかく、江利子のおかげで、啓太は今までずっと守られていた。子供っぽい、根拠のない自信があった。



　けれど、今ここに江利子はいない……。むしろ自分よりもっと小さくて弱い愛あい花かがいる。

（ぼくが守らなくちゃいけない立場なのか？　無理無理無理！　勝てない相手とケンカするなんて頭の悪い証拠じゃないか。どうして子供のころのことなんか回想するんだ？　まさか死亡フラグが立ったわけじゃないよねまさかね、死にたくないよう）

　啓太はガタガタ震えている。そんな啓太を見て、コラたちは笑った。

「おい、カノジョが危ねーのに何もしねーのかコラ？」

「まったく弱虫のウジ虫野郎だぜオラ！　悔しかったら何か言い返してみろよオラ！」

　オラが、啓太の髪をつかむ。痛みと恐怖で、啓太は声にならない悲鳴を上げた。

（無理だ、香か住すみさんに軽けい蔑べつされても、こいつらが怖いんだから仕方ないじゃないか！）

　啓太は怖さのあまり、ぼろぼろと涙をこぼした。その表情に嗜し虐ぎやく心をくすぐられたウラが、彼の心をもっと踏みにじろうとして、思わず口をすべらせた。

「へへっ、ウラ小娘！　情けないカレシで気の毒だなウラ！　まーてめぇみてーなダサダサ水着のペチャパイには、このヘタレ野郎がお似合いかもなウラ！」

　彼らは、調子に乗って笑った。だが……その瞬間、啓太の動きがぴたり、と止まった。

「……今、なんつった？」

　うつむいている啓太の声が、一オクターブ低くなっている。声変わりしていない、いつものボーイソプラノとは違う、すごみのある声だ。煮えたぎるようなオーラが揺れている。

「んぁ？」

「なんつった、って聞いてんだよダラァ！」

　啓太はいきなり怒り最高潮で、座った姿勢のままウラの腹に頭突きを食らわせた。

「ぐはぁ！」

　ウラが、予想していなかった攻撃に完全に足もとをすくわれ、吹っ飛ばされて仰あお向むけに倒れた。突然のことで受身も取れず、頭をもろに床にぶち当て、のびてしまう。

「いっちょまえだぜオラ！　何度でも言ってやるぜオラ、この『ヘタレ野郎』がァー！」

　コラとオラが、啓太に向かってすごむ。解放された愛花は、呆ぼう然ぜんとして、ぺたん……と床にへたりこんだ。

「ひ……氷ひ室むろくん？」

「残念ながら、そっちじゃないんですよねえ」

　啓けい太たは両手の指をボキボキと鳴らし、首も軽く鳴らしながら、すごみのある目でコラとオラをにらみつける。顔立ちは可愛かわいらしくても、その迫力は、さすが姉の江え利り子こによく似ている。今まで調子に乗っていたコラとオラが、思わず気け圧おされて後ずさった。

「そ……そっちじゃない、ってどういうことだコラ？」

「ぼくが怒ったのは『ヘタレ野郎』という言葉じゃない。その前の言葉です。それが、今ぼくが、きみらと戦わねばならない理由です。誰だれのためでもない、ただぼくの信念を否定することは許せない！　それこそがぼくのプライドだからです！」

「なっ、何を言ってるのかさっぱりわからねーぜオラ！　『ヘタレ野郎』じゃねーなら、何の言葉にプッチン来たんだよオラ！」

「あれほど失礼なことを言っておいて、わからないのはてめーらの読解力不足ですよっ！　小学校から国語をやり直しやがれですっ、ルゥアアアアアアアァーッ！」

　啓太の右ストレートが、オラの顔面に華麗に埋まった。ストレートと言っても小柄な啓太が下から打つパンチはむしろアッパー気味となり、オラの巨体が宙高く吹っ飛ばされた。

　ズシーン、とにぶい音を立ててオラが落下する。顔面強打と全身打撲で、こちらも失神してしまった。愛あい花かはびっくりして、大きな目をまんまるに見開き、ふだんは優等生で通っている啓太のブチギレ加減に呆ぼう然ぜんとする。

（ひ、氷ひ室むろくんがこんなにすごい怒り方をする人だったなんて……。敬語も何か変になってるけど、それは置いといて……氷室くんは『ヘタレ野郎』って言葉に怒ったんじゃない、その前の言葉だってことは……ま、まさか……）

「『ペチャパイ』か、コラ？」

　手下二人をあっという間に再起不能にされ、コラがゆらりと身構える。手下二人とは迫力が違う。啓太の眉まゆが、ピクッとつりあがった。

「わかってんなら二度と言わないことですよ。顔の形を変えられたくなかったらね」

　啓太のその言葉に、愛花の心臓がずっきゅーんと、目に見えない矢に射抜かれる。

（えっえっえっ……？　そ、それってつまり、自分がどんなに罵ば倒とうされても、殴られても怒らなかった氷室くんが、愛花の悪口を言われて怒ったってこと？　きゃーきゃーきゃーっ、それって、まるでお姫様の名誉のために戦う騎士ナイトみたいっ！）

　愛花は、ドキドキする胸を両手でぎゅっと押さえる。

　コラは嘲あざけるような笑みを浮かべて、啓太を挑発するようにじろじろとねめつけた。

「『自分のことは何を言われてもいいがカノジョをバカにすることは許さんっ！』ってパターンかコラ？　脳内ヒーローは痛いぜコラ？」

「香か住すみさんのことは関係ありません。ぼくは自分の信念のために戦うんですよ」

「自分の信念だとコラ？　はっはーん、『女の子をいじめる悪者はプライドにかけて許せねー』ってパターンだなコラ？　ますます脳内ヒーロー度アップじゃねーかコラ！」

「近いが、少し違いますね！」

　啓けい太たは、コラをビシッと指さした。

「スク水は、つるぺただからこそ似合うんですっ！」

「何をおっしゃいまして？」

　いきなり酔スイ狂キヨウを通り越して素スツ頓トン狂キヨウなことを言いだした啓太に、コラの目が点になる。啓太は拳こぶしを握りしめ、腹筋に力をこめて叫んだ。

「つるぺただからこそ、スク水のゼッケンが映えるんですっ！　この玄妙なる萌もえが解わからぬ輩やからに生きる資格なし！　きさまがどんなに強かろうが巨大だろうが、ぼくにはこの信念を守るため戦う誇りがある、覚悟があるっ！　と、いうわけですよっ！」

「どうやら、こいつぁスゴ腕の変態だぜコラ！　こりゃあ逃げるが勝ちだぜコラ！」

　真っ青になって、コラはあっさり逃げだした。よほど怖かったのだろう。これからラストバトルに向けて気合を入れていた啓太は、気の抜けた展開にキョトンとしていた。

「あれ？　……ひょっとして、戦闘終了？」

「終了だよ！　氷ひ室むろくんの勝ちだよ！」

　愛あい花かがはちきれそうな笑顔をうかべて啓太のほうに飛んでくる。どんなに激しい動きをしても、そのつるぺたな胸は、啓太の信念と同様、決して揺れることがない。



    

  
    
      



    

  
    
      「勝ったんだ……ぼく？」

　さっきまで、怒りでわれを忘れていた啓けい太ただったが、正気に戻ると急に足が震えて、その場に座りこんだ。

「し、信じられない……。まさか、勝てるなんて思ってなかったのに……」

「でも勝てたよ。途中で氷ひ室むろくんが何か叫んでたの、怖くてよく聞いてなかったけど、相手すごくビビってたよねっ！。やっぱり、勝つには戦わなきゃだめなんだよねっ！　お兄ちゃんが言ったとおりだよ」

　わくわくした様子で愛あい花かは両手の拳こぶしを握っている。

「新あら木き先輩が何か？」

　このタイミングで愛花が陣じんの名前を出したのが、啓太は面白くなかった。愛花のことを本命だと思っていないくせに、嫉しつ妬としている自分の心の狭さが、なおさら面白くなかった。

「愛花ドジだから、しょっちゅうこけてるでしょ。小さいころ、お兄ちゃんがいつも、おんぶして家うちに送ってくれたんだ」

「何とうらやま……じゃなくて、お優しい」

「けど、おんぶしてもらったらケガしなくてすむと思って、お兄ちゃんの背中から降りないって、ワガママ言ったことがあるんだ。そしたらお兄ちゃんに、足はすりむいたって一週間もすれば治る、痛いのだって二日か三日だ、だから自分で歩けって、叱しかられたの。すりむくのが怖くて歩くのをやめるって、死ぬのが怖いから生きるのをやめるってのと同じ、バカなことだって……やっぱり、勇気って出さなきゃだよね！」

　愛花の言葉が、啓太の胸にズキンと刺さった。

（ドジっ娘この香か住すみさんが言うと、なんて説得力のある言葉なんだ……！　そう言えば、暴力を振るわれて怖いってのは、テロといっしょだ。怖いのは暴力そのものよりも、暴力を恐れて何もできなくなることなんだ！　彼女の言うとおりだ。最初から負け犬じゃ勝てるわけがない。少なくとも戦わなくちゃ、勝つ可能性はないってわけだ。いつまでも泳げなかったら恥ずかしいなんて『泳げない』ことを想定して保険をかけてる状態じゃ、泳げるはずなどありはしない！）

　啓太は堂々と胸を張って、愛花をじっと見つめた。

「香住さん、きみに聞いておいてほしいことがあるんだ。ぼくは今まで、戦うことは他人に勝つことだ……と思ってた。だが違う。戦うとは『自分に勝つ』ことだったんだ。だから、つまらない見み栄えを張るのはやめて『カミングスーン』することにするよ」

「え？」

「ほんとは、ぼくはカナヅチなんだ。だから泳げるようになりたい。香住さんといっしょに、がんばって泳げるようになりたいんだ。それが『自分に勝つ』ってことだからね」

　啓太は雄々しく胸を張る。愛花には、啓太が何を言っているのか半分も理解できなかったが、胸を張った啓けい太たの表情がとてもさわやかだったので、胸がドキンとした。

「氷ひ室むろくんって……けっこう、背……高かったんだね。それと、あの……」

　最後のほうを、愛あい花かは口の中でモゴモゴとつぶやく。白い顔が急に、ぶわぁっ、と赤くなってきた。啓太の心臓が、ドキンとはねる。

「え？　『それと』何？」

「ごっ……ごめぇん、やっぱ愛花、氷室くんに面と向かってなんて、言えないよぉ～！」

　愛花は、真っ赤になった顔を両手で覆って、いやいやをするように体をねじる。

　つられて、啓太の顔もボンッと赤くなった。

（なっ何っ、この反応はっ？　まさか、ぼくの勇姿にフォーリンラブした？　そりゃあ香か住すみさんはドジっ娘こだけども一年の女子の中ではダントツに可愛かわいいし、いやそのドジっ娘なところも可愛いし、ってゆーかいちごぱんつだし、ぼくもいささかやぶさかではないのだが、でも座ざ堂どう先輩のことも好きだし！　座堂先輩を本命にして、香住さんをキープにするという手もアリだが、そんなことしたら新あら木き先輩に、よくも俺おれの幼おさな馴な染じみをバカにしたなって、あの低ーいテンションで言われて、楔くさび形がた文字を刻んだ粘土板でパカスカ殴られること間違いなし！　ぼくはどうすればいいんだ、モテすぎる自分が憎いっ！）

　結局は自信過剰な啓太が、都合のいい解釈に胸をドキドキさせながら勝手に悩んでいる。

　そんな啓太を前に、愛花はなおも真っ赤な顔でもじもじしながら、

（言えないっ……！　こんな自信マンマンな氷室くんに『あなた今カミングアウトのことカミングスーンって言っちゃったわよねドンくっせー』とか言えないっ！）

　と、心の中で叫んだ。

　思い切り心がすれ違ったまま、二人はしばらく、オラとウラがぶっ倒れているプールの廊下で、赤い顔をうつむけてもじもじしていた。



    

  
    
      


三話　パジャマでお邪魔！　座ざ堂どう家に行こう！





　夏まっさかりとなり、座ざ堂どう家の広大な庭も木々がうっそうと茂っていた。

　特に素晴らしいのは庭いっぱいのバラで、五月と十月に見み頃ごろを迎える。そしてこの七月という季節は、十月のバラにそなえて、夏ごしの準備をする時期である。

　座堂家執事ニコライ・パブロフは、頭布つきの麦むぎ藁わら帽子に軍手というガーデニングスタイルで、バラの木の剪せん定ていをしていた。真夏が来る前に枝を半分ぐらい払ってしまうことで、夏場に葉がむれるのを防ぎ、秋に花をつけさせるための花芽がつきやすくするのである。

　座堂家の庭の手入れは基本的にメイド長メアリー・サバントの管轄だし、専属の庭師も何人かいる。しかし、シエラのためのロシアンティーに添えるバラジャムを作るためのバラ「ダマスクローズ」は、ニコライが責任を持って無農薬の有機栽培で、ていねいに育て上げている。シエラが朝、顔を洗うバラ水も、このバラの花びらを浮かべて作られている。

（今日は暑くなりますね……）

　エジプト女王クレオパトラに愛されたという、ダマスクローズのむせかえるような香りが、バラ園に漂っていた。暑さのため、香りに蒸されるような錯覚を感じて、ニコライは少し頭がくらくらしながら額の汗をぬぐう。剪定が終われば、いつもどおり、バラについた毛虫を一匹ずつつまんで捨てる作業が待っている……宝石よりも大切な「シエラお嬢様」の口に入るものだから、どこまでも有機栽培にこだわっている。

　初夏だけに花をつけるダマスクローズに、寒かん冷れい紗しやをかけたりして少しずつ花期をずらし、一年中新鮮な花が手に入るようニコライは工夫している。ダマスクは中近東オリエントの砂漠の国シリアの古代都市。そこではかつて「ダマスカス鋼」という、錆さびることのない伝説の鋼から、無敵の剣が作られていたという。

　ダマスクローズは、地中海地域の原産で、東欧を経て、ロシアにも伝わった。バラというよりは八重の山桜に近い、濃いピンクの、素朴で野趣あふれた花。

（そう言えば……シエラお嬢様が以前出場された軽音楽コンクールのとき、いっしょに出場していた二人の男子……。シエラお嬢様に近寄る人間は全すべて、わが友であるＫＧＢのミハイル・イワノビッチに調査させているが、あの新あら木き陣じんというのは両親が、中近東の考古学を研究している大学教授だと言っていましたね）

　正確には、陣の父親が大学教授、母親が同じ講座の准じゆん教授である。もともと陣の父親がまだ大学の助手だったころ、学生だった母親と出会って……というなれそめだ。

　ちなみにＫＧＢとは「旧ソ連の国家保安委員会」ではなく「今日も元気に冒険だの会」だ。ミハイル・イワノビッチがゴム弾で陣じんを狙そ撃げきしても、あくまでも「今日も元気に冒険だの会」である。もっとも狙撃はシエラの依頼だったので、ミハイルはニコライにそのことを明かしてはいない。「友達でも依頼人の依頼は絶対秘密、バレたら速攻口封じ」が「今日も元気に冒険だの会」のポリシーである。……本当に「今日も元気に冒険だの会」？

　ダマスクローズの香りの中に古代中近東オリエントの砂の遺跡を感じながら、ニコライは軽音楽コンクールの舞台を思いだす。ふだんはメイドを使う立場のシエラがメイド服を着て歌う姿は、ニコライの涙るい腺せんから一リットルの涙を、鼻の毛細血管からは一リットルの鼻血を搾った。

（彼は、見た目も家族構成もいかにもカタブツっぽいですから、もう片方の宇う多た田だ夕ゆう也やに比べれば警戒の必要はまったくなさそうなのですが……なぜでしょう、なぜか気になる）

　さすが、恋する男？　の直感は鋭い。が、直感だけではない。先日、怪しい人影が屋敷の前から逃げだした……そのことも、ひどく気になっている。

（遠目で一瞬で、よくわからなかったが……微妙に、あの新あら木き陣に似ていたような気がします。まさかとは思うが、旦だん那な様と奥様からお預かりしている大切なシエラお嬢様をお守りするのに、警戒しすぎということはないでしょう。万が一、あの少年がシエラお嬢様に劣情を抱き、屋敷の周りでストーカー行為を行っているという可能性も、考慮しておく必要がありますね。そしてもし、わたしの心配が当たりだったならば……）

　ニコライは剪せん定てい用の植木バサミを置いて、その横の細長い袋を手に取る。袋の中には、鞘さやに入ったサーベルがおさめられていた。十九世紀帝政ロシア時代より使われてきたロシア軍サーベルは、つかに指を守るための指甲があり、刀身が反り返ったデザインである。中近東のシミターやシャムシールといった反りのある剣が東欧に渡り、無敵を誇るコサック騎兵の軍刀シャシュカとなり、そしてロシア軍サーベルへと変化した。日本刀とシャムシールの中間のような、堅実で高貴な雰囲気を漂わせた「斬きる」剣である。

　ニコライは軍手をはめた手で、サーベルを引き抜いた。

「Зйエイッ！」

　サーベルを一いつ閃せんすると、ダマスクローズの枝がパッと散った。数百枚の葉がひらひらと降るが、花には花びら一枚にも傷をつけていない。ポトポトと、地面に毛虫が落ちる。全すべて縦方向に真っ二つとなっていた。

（もし心配が当たりだったならば……ロマノフ王家に代々仕えしパブロフ家の名誉にかけて、斬り捨てるのみッ！）

　ニコライは、サーベルを鞘におさめる。鞘を飾る真しん鍮ちゆうの金具が、夏の太陽に照らされて、鈍い光を放っていた。



　当の陣はニコライに狙ねらいをつけられかけていることも知らず、今日も図書館で夕也に勉強を教えていた。いよいよ、明日から期末考査である。夕也は、感心しながらうなずいた。

「なるほど。俺おれの一番の弱点は、試験時間ギリギリでパニクることだったのか！」

「そうそう。上手に時間を配分してゆっくり解けば大丈夫ってことだ。数学なら大問五問だから、一問十分で解けばいい。五分ぐらいでいいかげんに解いて、いいかげんに検算をするから間違うんだ。今日は時間をはかってやるから、ペースをつかむ練習をしてみろ」

「何だかんだ言って、やっぱりおまえって最後は友達思いなんだなー。お礼に、テストが終わったらおまえのためだけに、俺の心をこめたバラードを一時間ほどささげるぜ」

「断る。なんでおまえのジャ○ピアンリサイタルを聞かされなくちゃいけないんだ」

「言うに事欠いてジャ○ピアンリサイタルですか」

　笑顔の夕ゆう也やのこめかみに、血管がプクッと浮きあがる。陣じんはクールな表情のまま、単語帳をパラパラとめくる。

「あとは暗記問題を一夜漬けでクリアすれば、何とかなるんじゃないかな。ほれ、俺の単語帳を貸してやろう」

「おお、感謝するぞ、心の友よ！」

「だから何で今日はジャ○ピアンモードなんだよ」

　単語帳を抱きしめて頬ほおずりしている夕也に、陣がうんざりした視線を向ける。

そのとき、図書館にいた生徒たちの中に、ピキーンと緊張の空気が走った。彼らの視線が、図書館の入り口に集中する。たいてい生徒たちの視線が集中するというのは、シエラがやってきたときだが、それにしてはピリピリした緊張感がある。空気の変化に気づいて、陣もそちらに目を向けた。図書館に入ってきたのは、高等部生徒会長にして、男子寮・橘たちばな寮の寮長、近衛このえ右う京きようだった。制服の下に和服を着込み、長い黒髪を後頭部で縛っている右京は、長身の柳やなぎ腰ごし。剣道部の主将でもあり、常に竹刀を携行している。

　右京には常に、四人の幹部寮生が随行していた。全員実家は寺で、頭髪をそり上げている。大男・長身・細身・小柄の四人は、名を玄げん奘じよう武ぶ念ねん・青せい山ざん龍りゆう念ねん・朱しゆ傘がさ雀じやく念ねん・白びやく毫ごう虎こ念ねんという。

「ここにいたな。新あら木き、宇う多た田だ」

　右京が陣たちを見つけて、厳しい表情でずかずかと歩いてくる。夕也はドキッとして、固まった。だが陣は右京が相手でもいつもとまったく変わらない表情で、淡々としている。

「何か用か？」

「上級生に敬語を使う練習がまだできていないようだな、新木。まあいい、今日はそんなことを言いに来たわけではない……おまえたち二人、今日は寮の食堂で寝るんだな」

「えっ？」

　右京が急に何を言い出したのかわからず、陣は狐きつねにつままれたような顔をする。夕也が青ざめて、陣のわき腹をひじでつついた。

「おまえが寮長にタメ口なんかきいてるから、ついに部屋から追い出されただろ！」

「わたしはそこまで心は狭くない。おまえたちの部屋の水道が水もれして、一階の談話室が水びたしになっているのだ。急きゆう遽きよ水道工事をすることになったので、おまえたちは今夜は寮の部屋に帰れない……ということを、伝えにきたのだ」

「えっちょっと待ってください、寮長！」

　夕ゆう也やは驚いて、目を白黒させながら右う京きようにすがりつく。

「寮の部屋に帰れないって！　明日はテストなんですよ、工事ずらせないんですか？」

「放ほうっておけば一階が全部水びたしになるし、水道代もバカにならないだろう。食堂で勉強すればよかろう」

「そんなの落ちつきませんっ、暗記科目の一夜漬けをしなくちゃいけないのに！」

　夕也は必死にうったえる。だが右京は、冷ややかなさげすみのまなざしを夕也に向けて、わずかに片方の口角を上げ、クッと声をもらして笑った。

「試験の範囲はすでにわかっているのだ。ふだんからきちんと予習復習をして勉強していれば、試験前に慌てることもなければ、一夜漬けの必要もない」

「思いっきり正論はわかりますけど……」

「そうとも、正論だ。つまり、わかっていて努力していなかったおまえが悪いのだ。何の不都合な事情があるのか知らんが、寮ではそこまで面倒は見られん」

　くるり、と右京は陣じんたちに背中を向けて、無情に去る。

　夕也はぶるぶる震えて、真っ青になっていた。

「ど……どうすればいいんだ、食堂で勉強なんか、気が散ってできるわけないだろっ！　これは絶対寮長の嫌がらせだっ、俺おれたちが軽音コンクールでちょっと座ざ堂どうとの距離を抜け駆けしたのを恨んでるんだ！　知ってるんだぜ、寮長だって硬派で女嫌いぶってるけど、けっこう座堂のこと気にしてるってことはぁ！」

　右京がシエラのことを好きなのは、陣のほうがよく知っている。そのために、右京は姦かん淫いんのアークダイモン・マジュヌーンに憑ひよう依いされて、陣と戦うはめになったのだ。

「いやでも別に、嫌がらせとかじゃないだろう」

「嫌がらせだ！　俺たち二人が留年して座堂と学年離れればいいやって思ってるんだ！」

「いや、食堂で一晩だぞ？　よく考えてみろ、こんなすばらしい話があるか？　冷蔵庫の中には、食料が山ほど入ってる状態なんだぞ？」

「陣……おまえ、どうした？　いつも冷静なおまえが、なんか宇宙からの電波を受信したような目になってるぞ？」

「うちの母さんが昔、ココアを買って蓋ふたをあけたっきり、忘れちまってたことがある。一ヶ月後、ウジ虫みたいな虫が大量発生していた。こいつらはココアの中に巣穴を掘り、ココアを食って生きてたんだ。そのとき俺は思った……この虫の状況はまさに、リアルお菓子の家ではないかと！　食い物の中に住み、何か食いたくなったら自分のまわりの壁とか適当に食って生きていける、これこそ真の桃とう源げん郷きようではないかとっ！」

　陣じんはめらめらと目を燃やして力説した。

「おまえ、ほんとにくいしんぼなんだねぇ」

　夕ゆう也やが、死んだ魚のような目で遠くを見つめながらつぶやいた。

「いいよいいよ、好きなだけ食べるがいいさ。俺おれは、豆腐だけでいい」

「なんで豆腐なんだ、夕也？　ひややっこでも？」

「違うね」

「じゃあ湯豆腐か揚げ豆腐……いやいや麻婆マーボー豆どう腐ふ、豆腐チャンプル、豆腐ハンバーグ」

「陣……メシの名前をつぶやいてるときのおまえは、一番幸せそうな顔してるねえ」

「だがやはり一番うまいのは、白ごはんの上に白い豆腐をかけたホワイトライスだな！」

「見た目ものすごくまずそうなんだが……。まあいい、俺にはおまえの食い残しの豆腐を一丁残しておいてくれ。角に頭をぶつけて自殺するから」

「いきなりあきらめモードだな」

　夕也は、すっかり勉強そのもののやる気をなくして机に突っ伏す。そのとき……夕也の背後から、十三組の毒どく呂ろ説せつ子こが両手を回してきた。ドクロの髪飾りとプチデスメタル風のゴスファッションが特徴の彼女は、デフォルトで目の下に不健康そうなクマを作っている。

「だーれだっ！」

　説子の手は夕也の首に回る。夕也は首をしめられて、手足をじたばたさせた。

「キャーやめて殺人鬼！」

「誰だれが殺人鬼よっ、レディにそんな毒舌吐くなんてマナーがなってないわよ。そんな薄汚い言葉しか吐けない舌は、引っこ抜いて肥こえ溜だめの中にでも放ほうりこんだら？」

「さすが本家の毒舌は一味違うな」

　陣は説子に視線を向ける。夕也の顔は紫色になり、ぜーぜーと激しく息を吐いた。

「毒舌だけならまだしも、おまえ行動まで毒だらけだぞ毒呂！」

「いや、なんか落ちこんでるみたいだったから、お茶目なジョークで場を明るくしてあげよっかなと思ったのよ」

「確かに目の前が明るくなったさ、きれいな賛美歌まで聞こえてきてたぞ！」

「それはそうと」

「テメー反省はなしかよ毒呂」

「明日からテストでしょ。駅前に新しいケーキ屋さんができたから、激励会をかねて軽音楽部全員で突撃しようかと思って」

「ケーキ屋？　こっちは今夜勉強する場所がなくて死活問題なんだ、そんな悠長なことしてられるかよ」

　ケッ、と夕也が苦い表情で言い捨てる。陣がきょとんとして説子にたずねた。

「毒どく呂ろ、甘いもの苦手じゃなかったのか？」

「あたしは苦手よ、座ざ堂どうさんを連れてってあげるの。セレブで上品な座堂さんは、こういう普通の庶民的な女子高生の生活を味わえないんじゃないかしらと思ってね」

　なぜか毎回シエラだけは、説せつ子このすさまじい毒舌からまぬがれている。

「え……座堂？」

　陣じんは説子の後ろをのぞきこむ。そこにシエラが立っていた。陣と目が合った瞬間、ちらちらと夕ゆう也やのほうを視線で示したシエラを見て、陣は「ははーん」と目を細める。

（そうか、毒呂は夕也が好きだけどはっきり言えなかったんだよな。新しいケーキ屋ができたのをエサに、軽音楽部全員とか言って、夕也と擬似デートを楽しもうという魂こん胆たんか。それにしてもさすが毒舌毒呂は空気が読めてないぜ、ふだんの夕也ならともかく今日の夕也は赤点目前でピリピリしてるってのにケーキ屋に誘うとは……）

　どうやら説子の毒舌は悪意があるのではなく、ＴＰＯを著しくわきまえていないからではないかと陣は感じた。とすれば、正しいＴＰＯに修正してやるのが先決だ。シエラは友達思いが行き過ぎて冷静に助言できないのかもしれない、と陣は考えて、口を開いた。

「ケーキ屋より、今夜、勉強会しないか？」

「へ？　今『夜』ってど……どっ、どういうことよっ？」

　説子は狐きつねにつままれたような表情から一転、青白い顔を真っ赤にした。シエラも、ギラッと陣をにらむ。衆人環視の中で、あからさまに陣を罵ば倒とうしまくれないようだが、その鋭く刺すような視線がはっきりと陣に語りかけている。

（ちょっと庶民っ、いきなり何言い出してるのよっ？　どっ毒呂さんを誘ってるの、誘惑しているというのっ？　このわたしの前でっ？　そっそりゃあ毒呂さんは毒舌だけど恋する乙おと女めで可愛かわいいし、友達のことを好きな女の子ってそれだけで付加価値ついて可愛く見えて横取りしたくなる本能が男の子にはあるかもしれないけれどもっ！　高校生が不純異性交遊するなんて、座堂家に昔のような財力があれば、政界に圧力をかけて一発で死刑にするような法律を作らせることもできたのに！）

　どうやら日本の裏歴史はかなり座堂家によって操られていたようである。

　そんなシエラの責めるような目に気づき、陣は慌てて、言い訳するように説明した。

「いや、違う違う！　寮の部屋が水漏れで使えないんだ、それで今夜夕也が一夜漬けの勉強をする場所がないんだ。毒呂の家で勉強会できれば……って思うんだけど、どうだろ」

　あら、とシエラは内心感心して手を叩たたく。

（なるほど、そういう理由ね。確かにそれなら一石二鳥で感謝されるし、いい方法だわ）

　夕也も感嘆しながら陣の手を取った。

「さすがだな陣、おまえってすごい頭いい！　ごちゃごちゃした食堂よりは、毒呂の家のほうがまだ集中できるかもな！」

「えっあっちょっと待って！　うちは無理、絶対無理！　いいからちょっと来て！」

　説せつ子こは慌てて首を横に振り、陣じんとシエラの腕を引っ張って図書館の外に連れだす。

「……何だよ、俺おれひとり仲間外れですか？　あーあ、冷たい友達ばかりで勉強する気なくなった。消しゴムをカッターナイフで彫刻しちゃおう」

　なんだかんだ言い訳して、夕ゆう也やはまたサボりはじめた。



　図書館の外に陣とシエラを引っ張ってきた説子は、真っ赤な顔になって言った。

「う、宇う多た田だがうちにくるなんて絶対だめよ！　ほかの方法を考えて！」

「だって毒どく呂ろさん、宇多田くんが留年してしまうと、いっしょに修学旅行に行ったりできなくなってしまうわよ？」

　猫かぶりモードのシエラは親切に説子に説明する。説子は赤くなって、首を横に振った。

「べっ別にいいわ！　人類なんて、どうせ滅びるんだから！」

「毒舌のベクトルが別方向に向かってるようだな」

「勉強場所を提供するのは、毒呂さんと宇多田くんにとって一番いい方法だと思うわよ。宇多田くんに感謝されて、これからのお付き合いのきっかけにもなるでしょうし」

「そっそりゃわかってるけど、うちの部屋に宇多田を入れるなんてぜったい無理！」

「何でだよ？　両親が厳しいのか？」

「それならわたしもついていくわ、女の子の友達もいっしょなら怪しくないでしょ？」

「いやっ、両親は放任主義だけど……そうじゃなくって……っ！」

　説子の白い顔がポンッと赤くなり、両手の人差し指をつんつんとつき合わせて答えた。

「そうじゃなくて……あたしの部屋って、宇多田の写真を山ほど貼はってあるから」

「プ」

「そこっ！　『プ』とか言わないー！」

　説子は真っ赤になって怒り、陣を指さした。

「でも夕也の写真って……どこで手に入れたんだ？　盗撮とか？」

「そんなド厚かましい度胸があったらとっくに告ってるわよ！　そんなこともわかんないなんて、考古学マニアだけに、エジプトのミイラみたいに鼻から脳ミソ引きずり出されて中身カラッポなんじゃないのっ？」

「少なくとも、毒呂が意外にミイラの作り方に詳しいことはわかった」

「盗撮じゃなかったら、どうやって写真を撮ったの？」

　純粋にわからなくて、シエラがきょとりんと小首をかしげる。説子はもじもじしながらシエラの耳に口をくっつけ、手をそえて、ごくごく小さな声でささやいた。

「四月にクラスの集合写真撮るでしょ……あれを、二組の分も注文したのよ」

「えっ、でも毒呂さん十三組でしょ？」

「みんな座ざ堂どうさん目当てで二組の写真を注文するから、二組の写真だけ三千枚ぐらい売れたって聞くわよ」

「写真屋大儲もうけだな……。でも、ってことはつまり、部屋に貼はってるのは集合写真か？　それこそ座堂のファンだって言ってごまかせばいいじゃないか」

「あ、そうね。いい考えだわ、新あら木きくん」

　説せつ子この前で猫かぶりモードのシエラと話していると、本当に素直で優しくて可愛かわいくて、集合写真が三千枚売れたのもわかる気がする、と陣じんは思った。少し頬ほおが火照った。

　説子は顔を赤くし、肩をすぼめて小さな声で答える。

「集合写真じゃないの。パソコンで拡大しまくって、ポスター作ったの」

「情熱的だなあ」

「で、でも一枚だけでしょ？　今だけはがしておけば……」

「何十枚も作って部屋中に貼ってあるの。それに自分で写真を入れてオリジナルグッズを作れるＤＩＹシリーズで、ペン立てやバインダーやうちわも全部宇う多た田だだし、アイロンプリント用紙にプリンターで写真を出力してカーテンやクッションも宇多田柄だし、コーヒーを飲むス○ピバのクリタンも中に宇多田の写真を入れてるし」

「ああ、あの写真を中に入れて、オリジナルのス○ピーバックス用コップを作れる『クリエイト・ユア・タンブラー』か」

「こないだ新製品のカッ○ピヌードルリフィルも買っちゃった」

「写真を入れてオリジナルのカッ○ピヌードルの容器を作れる奴やつか。グッズ作りすぎだ」

「とにかく、部屋じゅう全部片付けようと思ったら一週間かかるの！　だから宇多田はうちには呼べないってことなの！」

「ものすごくよくわかった。……けど、そうなるとどうすればいいのやら……」

　陣は悩んで首をかしげ、シエラも考えこむ。

　そのとき、返却された本を整理するため、本の山をかかえて歩いていた図書委員の本ほん田だ聡さと子こが図書館から出てきて、シエラたちに声をかけた。

「すみません、新木先輩」

「おわっと！　ほ、本田か。何だ？」

　説子が夕ゆう也やを好きだ……という話を聞かれていなかったか、と焦りながら、陣がたずねた。聡子は、静かに微笑ほほえむ。

「そつじながら先ほど図書館の中で宇多田先輩とされていたお話、聞くとはなしに聞いていました。座堂先輩のお屋敷で一夜漬けをさせていただけばいいのではないでしょうか」

「あっ、それいい！」

　ポン、と説子が手を打った。陣も感心してうなずく。

「そういえば座堂の家には、書庫があるって聞いたことがあるな。さすが頭いいな本田」

「いえ……お役に立てて光栄です、ククク……」

　聡さと子こはゆっくりと、図書館の中に戻る。入れ替わりに、夕ゆう也やが出てきた。

「俺おれ一人置いてって、何三人で仲良く話してるんだよ。寂しいじゃないかよ」

「いや、おまえの留年を案じて、座ざ堂どう家で今夜、勉強部屋を貸してもらったらって話さ」

「な、なんだってー！」

　夕也は目を輝かせて、いきなりシエラの手を握った。

「素晴らしい、ブラボー！　座堂とひとつ屋根の下～！」

「えっあのそのっ」

　押しの強い夕也に、シエラはとまどう。そんな夕也の後頭部に、ごすっと肘ひじ鉄てつが埋まる。

「悪ふざけが過ぎるぞ、夕也。座堂に嫌がられて勉強部屋を貸してもらえなかったら、おまえ本気で留年だぞ。時と場合を考えろ」

「いてて……俺を心配してくれるのはうれしいけど、本気で怒りすぎだろ～！」

　夕也がじんじんする後頭部を撫なでる。シエラは、陣じんを見つめたまま目をぱちくりとした。

（怒った……って、ほんとに？　庶民がわたしのために？　ほんと？）

　どきん、とシエラは頬ほおを赤らめる。陣と目が合うと、陣は今いま頃ごろ我にかえって自分の行為に気づいたのか、あわてて目をそむけた。後ろから見える耳たぶが少し赤かった。

「あっ……あの。宇う多た田だくん、そういうわけで、わたしの家うちを使ってもかまいませんよ」

「えっほんとっ？」

　夕也が目をハートにして、シエラにくっつく。陣と説せつ子こは、焦って口をはさんだ。

「おい本気か、座堂？　今のこいつの態度見てただろ？」

「そうよ、こんな脳みそ野獣以下の色ボケ男を家に入れたら何をするやら」

「ええ、ご心配ならみなさんで勉強会をしてはどうかと思ったんですけど」

　にこり、とシエラは微笑ほほえんだ。説子は、ポンと手を叩たたく。

「あっそうか、新あら木きくんだって勉強部屋がないわけだし、それがいいよね！　あたしも一度座堂さんの家って行ってみたかったんだぁー！」

「えっ……お、俺もかっ？」

「新木くんがいないと、宇多田の暴走をフルボッコして止める人いないじゃん」

「どっちにしてもそんな乱暴なのは俺のキャラじゃないが、夕也の暴走は確かに困るかな……あっ、いや、俺は別に困らないがっ！　そもそも女子の家に遊びにいったり泊まりにいったりは、質実剛健・不純異性交遊禁止の寮規違反なんだ！　寮を放ほうり出されたら、両親が家を売って中近東オリエントに発掘旅行に行っちまった俺は行くところがないわけで！」

　陣は必死に断ろうとする。シエラはにっこりと微笑み、

「わかります、新木くん。うちも、執事やメイドたちは、両親の留守中にわたしの世話を任されているので、責任感が強いんです。わたしは宇多田くんや新木くんがそんな人ではないとわかっていますが、男子を家に入れてしかもお泊りだったりすると、不純異性交遊だと思われて大変なことになっちゃいます。でもひとつだけ、方法があるんですよ」

　と、陣じんを見つめた。雪を溶かす初春の花びらのような、愛らしく可か憐れんな笑顔を浮かべるシエラの、春の陽光よりも柔らかく光る長い髪、その頭のてっぺんから悪魔の角が二本ちっちゃくのぞいてピコピコ動いているのが見えたのは、陣だけだろうか……。



　四人が、相談したりもめたりしながら図書館を出ていく様子を、聡さと子こは二階のパソコン室の窓からじっと眺めていた。

　その窓から、トウモロコシ色の長い髪と赤い目の若者……ソロモン七十二柱の悪魔のひとり、盗賊王子セーレが入ってくる。

『ただいま戻ってまいりました、わが主人マスター。おおせの通り、橘たちばな寮の水道管を盗んでまいりました』

　セーレは古びた鉄のパイプを一本、聡子に渡した。セーレは、主人が命令したものを何でも盗んでくる……陣たちの部屋の水道管の一部分を盗ませたので、水が漏れたのである。

「ご苦労です、セーレ。それは捨てておいてかまいません……ククク……」

『二つの三角の探索に再び戻る前に聞かせていただけますか、わが主人マスター。わざわざわたしを呼び戻してまで水道管を盗ませたのは、新あら木き陣たちをあの部屋から遠ざけるためと思われますが……何のために？　何の目的です？』

「知らねば、わたしのために働けませんか？」

　ちらり、と聡子はセーレに視線を向ける。セーレは苦しげに、首を横に振った。

『命令どおり動くのがわたしの定めです。ただ、あなたの本心を知りたいのです』

「何のために？」

『あなたを知りたいから、知りたい……では、いけませんか』

　セーレは緊張している。聡子が深入りされたがらないことは察している。彼女にとって、いくらでも自分の代わりがいることも知っている。わずらわしがられて消される可能性もあることはわかっていた。それでも尋ねずにはいられなかった。息をのみ、白い顔をますます青ざめさせているセーレに、聡子は感情がうかがえないいつもの視線を投げかける。

「震えるほど緊張しなくてもいいではありませんか、セーレ……ククク。そんなに知りたいなら教えてあげますが、部屋から遠ざけたのではなく、わたしは単に、新木先輩の足を引っ張りたかっただけです。ふだんきちんと予習復習をしている新木先輩は、定期考査の最中でも考古学の研究を進めてしまう……その足止めをするためです。宇う多た田だ先輩のことにかまけていれば、考古学の研究は進まないですからね……ククク」

　聡子は図書館のパソコンの電源を入れた。ブウン、と音がしてパソコンが立ち上がる。陣が以前に作業していた画面が、記憶されて出てきた。

「イソップ物語の、ウサギとカメのようなものです。いくらわたしが、何万冊という書物から知識を得て神に近い知恵を持っているとしても、ソロモンの知恵には及びません。進みつづけているかぎり、新あら木き先輩のほうが先に『ゴール』に着いてしまうのは確実……。ウサギのように足止めしておかなくては、ね……ククク……。そしてその間に、カメのわたしがゆっくりと着実に追い抜いて『ゴール』を手に入れる、というわけです」

『ゴールとは……聖櫃アークのこと、ですね』

「二つの三角……これが、新木先輩が今調べていること。パソコンの検索履歴を見ると、先輩はやみくもに二つの三角を探していたのではなく、海沿いばかりを探していたようですね……。何という、恐ろしいほどのソロモンの知恵……」

　聡さと子こはパソコンを片手で操作しながら、冷ややかな視線を向ける。

『海沿いを……？　なぜ？』

「恐らくは……。『二つの三角』はピラミッド。エジプトのピラミッドは古代、水没しており、船着場から船に乗って見に行かなくてはいけなかった。そしてモーゼがエジプトを脱出するときにエジプトは『十の災い』に襲われている。つまりピラミッドとは、王の墓などではなく、何度もエジプトを襲った嵐あらしや洪水を散らすための『消しよう波は堤てい』なのではないか……と新木先輩は考えたのではないでしょうか」

『ピ、ピラミッドが消波堤っ？　あの巨大建造物が？』

「現在でも波の被害を防止するため、入り口と窓ガラスのない外壁だけのマンションのような、巨大な建造物が作られて海に沈められています。古代エジプトは農業王国、天文学なども農業のために発展したほどです。すなわち農業こそが文明の源……」

『そ、それで新木陣じんは、海沿いにある〈二つのピラミッド〉を探していると？』

「西日本には、航海の守護のため海沿いにピラミッド様の遺跡が多数作られています。その多くは、三角の山の上に灯台や祠ほこらがあるだけですが……中には『彦ひこ島しまピラミッド』のような、古代シュメール人の遺跡を伴ったもののあります。新木先輩はそれを探されているはず……しかし足止めをくらわせている今、それを先に探し出すのはこのわたしです」

『しかし……アークを手に入れたところで、あなたにはそれを操ることはできない』

　セーレが、苦しげに言った。聡子が、セーレに冷たい視線を向ける。

「わたしに操れない……？　なぜですか、セーレ？」

『あなたは〈指ゆび環わ〉を持っていないからです。金庫を買ったのにカギがない状態では使えないでしょう。そして〈指環〉は、新木陣から奪うしかありません』

「盗むのはあなたの十お八は番こでしょう？　魔神の魔法書も奪えたではありませんか？」

『無理です！　あれは〈封印の指環〉、触れた瞬間わたしも封印されて新木陣の使い魔にされてしまいます。お忘れですか、そもそもわれわれ七十二柱の魔王はソロモンとあの指環に封印されたのだ……ということを！』

「なる……ほど。それは、困りましたねえ……」

　聡さと子こは死者の書ネクロノミコンをそっと唇に当て、しばし考えていた。だが、ふと何かに気づき、体温を感じさせない笑みを浮かべた。

「そうだ、いいことを思いつきました……。二つの三角の探索は、ひとまずお預けにしておきましょう。ヘロディオンへお行きなさい、セーレ。そこでもう一人の王の鎖骨を手に入れればよいのです、よ……」

『ヘロディオン！』

　ごくり、とセーレが息をのむ。

「恐れているのですか、セーレ？　魔王であるあなたが？」

　聡子は、メガネの底の目を細める。セーレは信じられないように、額を押さえた。

『あなたは……？　あなたは恐れないのか？』

「恐れるものがなければ恐れる必要はないでしょう、セーレ」

『なぜ恐れずにいられるのです、あなたは。小バエが巨牛にたかるがごとき蛮勇では？　自分が尾の一振りで、いともたやすくつぶされる運命だと知らぬ、愚かさゆえの蛮勇です』

「運命は知っていますよ、セーレ。それが人間の叡えい智ちというものです」

　聡子は要よう塞さいのようにそびえる本の前で、誇らしげに両腕を広げて言った。

「そして、これこそが人間の叡智なのです。人間は恐怖を克服するために、そのためだけに、文明を発展させてきたのです。恐怖そのものであり、神として崇拝してもきた、危険に満ちた大自然を克服するため……さらに、ただひとついまだ克服できていない大自然であるところの『死』をも克服しようと、人間はその叡智を磨きつづけているのです。すなわち全すべての恐怖をねじ伏せたとき……人は死をも超越する存在となるのです」

『神が恐怖であるならば……あなたは神をねじ伏せると？　神を超越すると？』

「ヘロディオンへ行けと言っているのですよ、セーレ。あまり時間がありません、新あら木き先輩を足止めするにも限界があります、もうすぐ夏休みが来てしまう。それに何より……」

　ふと、聡子は声のトーンを下げ、自分自身に言い聞かせるかのように、つぶやいた。

「何より……あの男がヘロディオンに向かっている。彼らは、わたしの動きに感づきはじめている。彼らより先に王の鎖骨を手に入れねばならない」

『あの男……？　彼ら……とは、誰だれのことですか？』

　セーレに尋ねられて、聡子はふと顔を上げる。そして再び、不敵な笑みを浮かべた。

「いえ……あなたが気にする必要はありませんよ、セーレ。あなたがあの男たちより先にヘロディオンにたどり着けばそれでよいことですからね……ククク……」

　聡子の命令には、うむを言わせない圧倒的な力があった。その命令を聞かざるを得なくなるような、気迫があった。確かに、もし断れば、セーレは彼女に消される。でも、それ以上に強い力が自分を支配しているのを、セーレは感じている。

『ご命令のままに、我が主人マスター……！』

　セーレはうやうやしくひざをつき、聡さと子この手を取る。その手の甲に唇を当てようとしたが、ふと聡子は気まぐれに、その手を払った。

「思い出しました。ヘロディオンに行く前にもうひとつ、用を頼まれてくれますか？」

『用……？』

　聡子に払われた手を気にしつつ、ひざまずいたセーレは彼女を怪け訝げんそうに見上げた。



　座ざ堂どう家に、執事のニコライが運転するオープンカーが入ってきた。メイドたちが、ずらりと並んで出迎える。

「お帰りなさいませ、シエラお嬢様！」

　庭に止まった車から、まずニコライが降りた。そして後部座席のドアをうやうやしく開けると、シエラと説せつ子こ……そのあとからもう二人、背の高い少女が降りてくる。四人とも春はる紗しや学園高等部の制服を着ているが、もちろん背の高い二人は陣じんと夕ゆう也やである。今日は寮に戻らず、軽音楽部の部室をかねた音楽室で、こっそり着替えて帰ってきたのだ。

　夕也はもともとロン毛だから、ヘアバンドをすれば女子らしくなるが、問題はショートヘアの陣である。同じくショートヘアの説子に借りた、おそろいのドクロモチーフの髪飾りで、ぎりぎり女の子らしさを演出していた。メイド長のメアリーが、目を丸くする。



    

  
    
      



    

  
    
      「あら……シエラお嬢様、お珍しい。お友達でございますか？」

「クラスメイトの皆様と試験前のお勉強会だそうです、ミス・サバント。わたしも急にお聞きしたので、事前に連絡できずすみません」

　ニコライがメアリーに軽く謝ってから、いつもどおり車を車庫へ入れに行った。居並ぶメイドたちの視線にいっせいに向けられ、陣じんは居心地が悪そうに夕ゆう也やと視線をかわす。

「ざ……座ざ堂どうの奴やつ、何を考えてるんだ。これは何かの罰ゲームか？　あいつの頭に悪魔のツノが見えたのは、目の錯覚じゃなかったんだ……」

「何言ってんだ陣、座堂は俺おれたちのためにアイディアを出してくれたんだろ。確かにかなり恥ずかしいが……とくにこんな可愛かわいいメイドさんばっかの中で女装なんて、いやでもある意味ドキドキしちゃうかな」

「どんな逆境にも負けない不屈の変態だな、おまえは……」

　陣は、先を歩いていくシエラと説せつ子この背中を見、つづいて座堂家の豪邸と、居並ぶ数十人のメイドを見て、ため息をついた。

（確かに座堂が貧乏になったらこの人たち全員、不況の中で仕事を失うわけだ。一人前の魔神になるって座堂が焦るのも、あながち贅ぜい沢たく大好きセレブのワガママとは言えないかもな。座堂は、毒どく呂ろの恋愛相談につきあってやったり、軽音楽コンクールを手伝ってギターの練習をしたり、今回の女装だってもともとは夕也の試験勉強のためだし……座堂の奴、確かにワガママなんだが、やっぱりかなり友達思いのいい奴ではあるんだよなあ……）

　シエラの家にやってくると、あらためて、ふだんとは違った側面からのシエラが見えてくる。しかも、家の中にこんなにたくさん人がいるのに、誰だれ一人としてシエラの心の内を語れる相手はいないわけである。

（俺も、両親が研究旅行に出てばかりだったから、小さいころからずっと一人だった。けど……一人だから一人ぼっちなのと、たくさんいるのに一人ぼっちってのは、あとのほうがずっと寂しいような気がするよな）

　背後から見るシエラの細い肩が、とても頼りなかった。今にも折れてしまいそうなその肩に、シエラは使用人たちの生活をたった一人で、孤独に耐えて背負っている。シエラは確かに猫っかぶりではあるが、その高貴な気品や気位の高さは、身の内からにじみ出してくるものだ。それは、シエラのセレブとしての責任感からきたものなのかもしれない……と、陣は思った。まだまだ自分の知らないシエラがそこにいる。考古学よりも複雑な謎なぞが目の前にあった……陣は、それをもっと知りたいような気がした。

　突然、後ろから肩をつかまれて、陣の足が止まった。肩の骨が砕けそうなほどの力だ。

（何だっ……？　まさかこの状況でアークダイモンか？　困るぜ、明日からテストだぞ）

　振りかえると、そこにいたのはニコライだった。ハアハアと激しく息を切らせ、片眼鏡モノクルの下から厳しい目で陣をにらんでいる。

「あ……れ？　執事さん？　車を車庫に入れにいったんじゃないのか……ですの？」

　男言葉になりそうなのを、あわてて修正する。シエラが驚いて、ニコライにたずねた。

「どうしたの、ニコライ？　そんなに怖い顔をして？」

「い、いえ、すみません。こちらのお嬢様を以前お見かけしたような気がしまして……」

　どき、と陣じんの心臓が小さくはねた。しかしシエラはさすが猫をかぶりなれているだけあって、ニコライの言葉にみじんも動揺することなく、

「まあ、ニコライ。意外に情熱的なのね、でも口説き文句としては少し陳腐すぎるかしら」

「いっ……いえ！　口説くだなんてそんな、このニコライ・パブロフ、お嬢様以外の女性になど！　いえ、こんな美しいお嬢さんが一瞬男に見えたなんて……わたくしの気のせいでした、申し訳ございません」

「おほほ、ゆかいなニコライ。それより、あなたのお手製のダマスクローズのジャムを添えたロシアンティーをあとで持ってきてちょうだい。お友達にいつも自慢しているので、皆さん一度飲んでみたいとおっしゃっているの」

「じ、自慢！　このわたくしのジャムをシエラお嬢様が自慢！　イギリス女のアフタヌーンティーより、やはりこのロマノフ王家の伝統香るわたくしのロシアンティーを、お嬢様はお選びになったのですね！」

　ニコライの白い顔が真っ赤になった。メアリーが小さく「チッ」と舌打ちする。

「承知しました、お嬢様！　このニコライ・パブロフ、天地神明、命をかけてロシアンティーをお持ちいたします！」

「ほほほ。まんまとごまかせたわ」

　シエラは、こっそりとつぶやく。

「座ざ堂どう……おまえ、ものすごい罪な奴やつだな」

　陣は内心、純粋に感動しているニコライが気の毒で、胸がつぶれそうになりながら、ささやいた。



　座堂家の書庫は、ちょっとした学校の図書室ほどの規模があった。

　陣たちはここで、勉強をしはじめる。もちろんほかには誰だれもいないので、とても静かで、集中できる。しかも学校の図書館と違い、飲食ＯＫである。ニコライが持ってきてくれたロシアンティーの香りが書庫じゅうに満ちて、心地よいセレブな気分をかもし出す。

「すごいなあ……。座堂さんって、本当にお嬢様っていうか、お姫様なのね」

　つくづく感心して、説せつ子こが書棚を眺める。

「本は考古学の本ばかりなのね。座堂さんも、考古学が好きなの？」

「あ……ええ、そうね。考古学って、ロマンがあるわよね」

　シエラは猫をかぶって微笑ほほえむ。だが陣は、書棚に並べられている本が、かつて寮の部屋から強引にシエラの家に移動させた、陣じんの両親の荷物だということを知っているので、肩身が狭そうに黙りこんでいた。シエラの家に荷物を移動させた翌日、シエラは「メイドを総動員して仕分けをした」と言ったが、確かにきちんと整理されて大事に扱われている。段ボールに入ったまま倉庫に投げこまれていても仕方がない、と思っていたのだが、土器などもていねいに仕分けられ、ガラス戸棚の中に並べて展示してあった。

　説せつ子こはうっとりしながら、土器を眺める。

「これもすごーい、博物館みたい。お金持ちなだけじゃなくて、威厳と風格を感じるわ」

　確かに、ゴミ同様に新聞紙に包まれていたときとは大違いだ。陣も感心して土器を見る。

（こんなの、てっきり、割られて捨てられててもおかしくないと思ってたのに、な……）

　シエラが大切に大切にこれらを扱ったのかと思うと、陣は何だか愛いとしいような不思議な気持ちが胸の奥底に湧わき上がるのを感じた。



　夕食は、豪華なシャンデリアが輝く広い食堂の長テーブルについて、ザリガニエクルビスのアメリケーヌソースをメインディッシュとする、フルコースのフランス料理だった。食いしん坊の陣は、できれば皿ごと食べたかったのだが、あまり調子に乗って大食いすると女の子ではないとばれそうで、ぐっと我慢していた。

　そして……シエラと説子は夕飯のあと、再び書庫で勉強を始めた陣と夕ゆう也やを放ほうっておいて、シエラの部屋のバスルームに入った。バスルームといっても、お風ふ呂ろだけではない。手前に大理石の洗面台などがあり、非常に豪華だ。浴室も全すべて大理石でできていて、大理石のバスタブが置かれている。お風呂に浮かべるためのバラの花が、ガラスのボウルに山盛りになっていて、湯気とともにかぐわしい香りを漂わせている。シエラと説子は、二人でバスタブに浸つかった。一人用のバスタブなので、二人で並んで入るには少し狭い。向かい合わせに座って、シエラはエーゲ海産の大きな海綿で、フランスのバスソープをたっぷりと泡立てた。

「すごーい、泡のお風呂なんて初めて入った！　映画みたい！」

　説子は泡を手のひらにすくうと、唇を尖とがらせ、フッと吹いてシャボン玉をいっぱい作った。シエラは、そんな説子の無邪気な様子に、思わず微笑ほほえんだ。

　説子の白い肌は、まったく日に焼けていないせいか、象ぞう牙げのようになめらかだ。黒い髪と白い肌のコントラストが、モード系でスタイリッシュな雰囲気をかもしだす。体は、きゃしゃなシエラよりもまだ細身で、バスタブのへりに腕をかけるようにして背を向けると、とがった肩甲骨が真珠のように光る。

　対してシエラは、同じ色白でもお湯に浸かると血行がよくなって、全身が桜色に染まる。茶色がかった優しい色あいの髪も柔らかく、体のラインも細くしなやかだ。二人でお風呂に入っている姿は、宝石箱の中に色違いの宝石が入っているかのようである。

「宇う多た田だ、まだうんうん言いながらお勉強かなー。新あら木きくんがあんなにがんばって勉強を教えてくれてるから大丈夫だと思うけど……大丈夫かなー」

　説せつ子こは泡の中から足を出して、海綿でこすりながらため息をつく。シエラは微笑ほほえんだ。

「珍しいわね、毒どく呂ろさんが毒舌なしなんて。宇多田くんの前でもそんな調子で行ければ、毒呂さんは可愛かわいいから、すぐに両思いになれると思うわよ」

「毒舌、出なくなってる？　たぶん、この家のおかげかなあ……」

　説子は、高級ホテルのスウィートルームも及ばないほどの豪華な浴室を見回した。

「座ざ堂どうさんみたいに、こんなステキなお家うちで上品なお嬢様として過ごしたら、あたしの毒舌もマシになるかなぁ……。だよね、さっきのザリガニ料理だって、いつものあたしなら『えっマジっ？　ザリガニ食べるなんてキモッ！』ってツルッと言っちゃってるところだもん。それが『ザリガニってフランス料理では高級食材なのよね。特に、身はエビ、ソースはザリガニと言われるけれど、本当にこのアメリケーヌソースの深くまろやかで、素朴な中にも華やかさが花開く味わいは絶品だわ』とか語っちゃったもの」

「極端から極端ね」

　説子のことを客観的に語っているようなふりをしてはいるが、説子が語っていることは全すべて、自分自身にも当てはまることを、シエラはよく知っている。すなおになれない、正直になれない、顔を見るとうっかり毒舌が出てしまう……本当に、説子と自分はよく似ているとシエラは思った。シエラは、説子の手をぎゅっと握る。

「毒呂さん、がんばってね。わたし、せいいっぱい応援するから」

「えっあっ、うん！　あ、ありがとう、座堂さん」

　説子は、照れながら微笑む。シエラも微笑みかえしたが、心の中は沈んでいた。

（毒呂さんは毒舌だけど、すなおだし正直なのよね。なのにわたしは、毒呂さんをだしにして、毒呂さんが宇多田くんとくっついてくれたらいいって、それって代償行為だわ。自分の気持ちだけじゃなく、こんなにすなおでわたしを信じてくれてる毒呂さんにまでウソをついてるのよね……何だか自己嫌悪だな）

　シエラはため息をついた。説子がふと、シエラにたずねる。

「座堂さんって、すごくあたしの恋路を応援してくれるわよね。もしかして座堂さんも、誰だれか好きな人がいるの？」

「えっ？　なっななななななんでそんなことを急にお考えになったのかしらっ？」

　シエラは真っ赤になってうろたえる。説子は、そんなにシエラが混乱すると思ってなくて、目をぱちくりとした。

「だって、何だか他ひ人と事ごとじゃなさそうな感じだし……。ね、もしよかったら、あたしにだけ教えてくれない？　座堂さんすごく親切だから、あたしもお返しに協力したいんだ」

「あ、ありがとう。ででででも、今まで好きになった人とか、いないから」

「今まではいない？　じゃ、これから好きになりそうな人がいるってこと？」

（さっ、さすが人の心をえぐるのが上手な毒どく呂ろさん！　人の突かれたくないところを突いてくるのは本能なのねっ、どうしてそう上手に追いつめてくるかなー）

　説せつ子この追及をどうやってごまかそうかと、シエラは少し考えたが、ポンと手を叩たたく。

「あっ……そうだ！　い、いるわ、一人だけ！　好きになった人がっ！」

「ほんとっ？　よかったぁ、じゃああたしにも協力させてねっ！」

「あ、でもその人、昔フランスに住んでいたころの幼おさな馴な染じみで……フランスに住んでる人じゃあ、せっかくだけど協力していただけないわね。残念ね」

　シエラはにこにこと必死に作り笑いを浮かべる。説子はがっかりして、ため息をついた。息に吹かれた泡が、ふわっと舞いあがる。

「フランス、かぁ……。考えてみればそうよね、座ざ堂どうさんほどのセレブがふつうの日本人とか好きなわけないもんね。その人、ステキなの？」

「えっええ、金髪碧へき眼がんの貴族の血筋で、とても優しくてハンサムだったわ」

「わあ、ベル○ピらみたーい。いいなぁ、やっぱ座堂さんはレベルが違うなあ」

　説子を何とかごまかせたようで、シエラはホッと胸を撫なでおろす。ふと説子は洗面台に置いてあった、小さな宝石箱を見つけた。

「わーこの宝石箱もレベルが違うわね、博物館級の芸術品だわ！　でも、どうしてこんなところに宝石箱が？」

「ああ、お風ふ呂ろに入るとき、うっかりつけたままだったアクセサリーを外すとき使うの」

「さすが座堂さん！　持ち物も全部、ゴージャスだけれど気品があってセンスいいのね。セレブの座堂さんのことだから、この中にはきっと、工芸品というより芸術品の域に達しているアンティークアクセサリーなんかが入ってるような気がする。開けていい？」

　毒舌家でもやはり説子も女の子、ヒカリモノに興奮して、宝石箱を手に取った。

「あっ……だめ、ふたは開けないで！」

　シエラが焦って止めようとしたが、バスタブの底で足がすべってしまい、説子の胸の中にむぎゅっと倒れこんだ。その勢いで、説子の手から宝石箱が落ちかける。

「わたたたたっ！」

　説子は宝石箱がバスタブの外に落ちる前に、必死で抱きとめた。だが、その拍子にふたが開いてしまい、中からネックレスがこぼれ出る。

「あっ可愛かわいい、こんなのが入ってた！」

　説子は無邪気に、宝石箱の中からこぼれた小さなネックレスを手の上に載せた。安いプラスチックパールをつないだネックレスにパールビーズを編んで作った安っぽい人形がついた、ありふれたお土産品である。宝石箱そのものが、金や宝石で飾られてかなり高価なものだというのに、その中身を見て、説子は拍子抜けしてしまった。

「座ざ堂どうさん、どうしてこんなのわざわざ大事に、こんなところに入れてるの？」

　どきーん、とシエラの心臓が止まりそうになった。その真珠人形は、陣じんといっしょに伊い勢せ志し摩まへ行ったとき、買ってもらったものだ。失なくさないように、帰ってすぐに宝石箱の中にしまいこんだ。アルフは、陣に買ってもらった髪飾りを毎日つけている。たぶん、男子というものは自分がプレゼントしたアクセサリーを女子が喜んでつけてくれるのがうれしいものに違いない……ということは、シエラもうすうす感づいてはいる。

（でっでも、せっかく買ってもらったのに、外につけていって落としたり失くしたりしたらもったいないじゃない！　べっ別に庶民に買ってもらったからってことじゃなくて……そ、そうよ、物は大事にしないともったいないお化けが出るものね！　ああ怖い怖い！）

「座堂さん、何ブツブツ言ってるの？」

　説せつ子こは、いぶかしがってたずねる。シエラはあわてて、宝石箱を手に立ち上がった。

「あっそうだ、わたしはのぼせやすいたちなの、そろそろ上がらなくちゃ！　毒どく呂ろさんはゆっくり温まっててくれていいのよ、お風ふ呂ろ上りの冷たいレモネードを作らせておくわ」

　これ以上追及される前に、シエラはあたふたと風呂場から出ていった。



　一方、書庫で勉強していた夕ゆう也やは、もじもじしていた。夕也の隣で、陣は彼の一夜漬けのために、歴史の教科書にラインマーカーで線を引いてやっていた。

「なあ陣。あの二人、『お風呂に入ってきまーす♪』って言ってたな」

「言ってましたね。勉強しろ」

「今ごろ、服を脱いで二人で裸になって風呂に入ってるころかな」

「そんなころですね。勉強しろ」

「なあ、座堂と毒呂と、どっちが胸大きいと思う？」

「マーカー引いてやったからこの年号だけでも覚えとけ。すぐに夜が明けるぞ」

「毒呂はガリガリだけど、座堂ってけっこう着やせするタイプじゃないかと思うんだけど。案外制服の下はぽよよーんと巨乳ってのも、あの清せい楚そな顔とミスマッチでいいよなあ」

「それはおまえの希望的観測に過ぎない、もっとはっきり言えば妄想だ。確かにペタンコではないが、標準からすれば小さめだろう。それにぽよよーんというゴムマリのような弾力系とは違う、どちらかといえばふにゃらかとした低反発系の感触だ」

「……いや。おまえのほうが、いかにも本当に見てきた的な妄想でヤバイ感じがする」

　引き気味の夕也の言葉に、陣はハッと我にかえった。

　実際、一緒に温泉旅館に泊まったときに見たこともあるし、つい先日シエラの部屋で目覚めて逃げだしたとき、彼女の変身を解こうとしてゲートごしに胸を撫なでてしまったこともあるので、つい発掘品の形状を説明するような気持ちで、ツルリと口から出てしまったのであるが、よくよく考えてみれば、夕也をはじめ学園中の憧あこがれであるシエラの温泉入浴シーンを見たことがあるとか、ランプから飛びだしてきたシエラをお姫様抱っこしたことがあるとか、知られるわけにはいかない。セレブな自分が他人に仕えるランプの魔神だなんて屈辱的だから絶対黙ってろ、と言っていたシエラに殺される前に、おそらく夕ゆう也やに殺される。硬派で通している寮長・近この衛え右う京きようもシエラにひそかな思慕を抱いている。剣道部主将でもある右京に竹刀でぺしぺしされるのも嫌だが、それ以上に報復として永久メシ抜きなんかにされたら、人の五倍食べても五分でおなかがすく陣じんにとっては死活問題だ。

「いやいやいや、まさか！　ほほほ、本当に見たことなんてあるわけないだろっ！」

「何焦ってんだよ、そんなの当たり前だろ」

　目を白黒させている陣に、夕也は頬ほお杖づえをついて冷ややかに横目を向けたが、ふと……よからぬことを思いついて、唇をニヤリと笑みの形にゆがめた。

「そうだ……ゴムマリか低反発か、確かめる方法があるじゃん。座ざ堂どうの部屋って、この真上だって言ってたよな。壁をよじのぼって行ったら、風ふ呂ろ場ばのぞけるんじゃないか？」

「ばっ……バカ野郎っ、いきなり何言い出すんだおまえは！」

　陣は真っ赤になって、さっそく立ち上がろうとする夕也の腕を引き止める。

「だいたい何の道具もないのに壁をよじのぼれるわけがないだろ、庭には番犬がうろうろしてるし！　おまえは勉強すればできる子なんだ、とっとと勉強しろ！」

「あっ、楔くさび形がた文字を刻んだ粘土板」

「えっ、どこ？」

　夕也が指さしたあさっての方角を、陣は思わず目で追った。その隙すきに、夕也は素早く窓を開いて飛びだす。慌てて陣が追いかけ、窓から身を乗りだすと、夕也の姿がない。壁の上に目を向けると、夕也が外壁のレンガの隙すき間まに指をかけ、すでに一階と二階の中間ぐらいの高さまで上がっていた。風でスカートがめくれ上がるが、暗くて中身が見えないのが幸いだ。

「おいこら夕也っ、何してるんだ！　おまえ、ロッククライミングの経験あったのか？」

「いや、『スパイ○ピ○ーマン』観みて覚えた」

「無謀ッ！　あまりにも無謀ッ！」

「ああ、せっけんの香りがしてきた……。あの明かり取り窓から見れるかな」

　夕也は、さらに登ろうとしたが、ぐっと足を引っぱられた。振りかえると、陣が追いかけてきていた。

「じ……陣っ！　何するんだこら、放せ！」

「放すか！　命にかえても、おまえには見せないからなっ！」

　どうしてそんなに意地になったのか、自分でもよくわからなかったが、とにかくシエラの入浴シーンをほかの人間に見せたくなかった。嫉しつ妬とかもしれないし、シエラを守りたかったのかもしれない。どちらも陣にとっては非常に不本意なので、認めたくはなかったが。

「あっ、楔くさび形がた文字の粘土板」

「同じ手を二度も食うか！」

「おっ、ロゼッタストーン」

「えっ、どこ？」

　うっかり陣じんは夕ゆう也やから手を離し、目の上に手でひさしを作ってきょろきょろする。当然、そのまま落下する。ちなみにロゼッタストーンは、エジプト神聖文字（ヒエログリフ）・エジプト民衆文字（デモティック）・古代ギリシャ文字の三種の文字で同じ内容の文章が刻まれた石で、シャンポリオンらによるヒエログリフ解読に役立った、考古学好き＆古代文字好き＆暗号好きの憧あこがれのまとであるデカい石だ。ナポレオンがエジプトから持ち帰り、現在は大英博物館に展示されている。畳半畳ほどの石版に見えるが裏側はボコボコの岩だ。

　落ちていく陣を見下ろしつつ、夕也は高らかに笑った。

「ふははははっ、世界史の教科書でさっき覚えた知識がさっそく役立ったぞ！　というわけで俺おれ一人でじっくりたっぷり……」

「知識の役立て方が間違っている上に、知識が役立つと思うなら勉強を続行すればよさそうなものだが」

　陣は腰をしこたま打って、あまりの痛みにしばらく動けない。

　夕也は再び登頂を開始した。そのとき、陣とは比べ物にならないほどの重みがかかって、夕也はぐんっと引き戻される。何か、と思って振りかえると、スカートに番犬が十頭以上食いついて、鈴なりになっていた。

「うわー！」

　握力が重みに耐え切れず、夕也はずしーんと「陣の上に」落下する。

　まだ浴室にいた説せつ子こが、洗面室で着替え中のシエラにたずねた。

「あら？　座ざ堂どうさん、今何か外で音がした？」

「音？」

「『ずしーん』とか『ぷちっ』とか」

「ああ、夜は番犬を放すのよ。犬が暴れてるんでしょう」

　どうして犬が暴れているのか……とまでは、想像力が働いていなかったようだ。

　浴室の下の庭で、犬たちはグルグルとうなりながら、夕也と、その下敷きになってつぶれている陣を取りかこんでいた。他ほかの犬も集まってきて、全部で数十頭ほどになっている。

「じっ……陣っ、助けろ！」

「無理です。だからやめとけって言ったんだ」

　泣きそうな夕也に対し、陣はすっかりあきらめムードで、夕也と背中合わせの状態でつぶされて地面につっぷしている。さらに、ニコライの厳しい声が聞こえた。

「貴様、誰だれです！　勝手に座堂家の庭に入りこむなど言語道断っ、斬きりますよ！」

「うわっ、執事に見つかった！　斬きるとか言ってますよ！　もうだめだーっ、エロい気持ちなんか出さずにテスト勉強に集中しとけばよかったー！」

　夕ゆう也やは泣きながらうつぶせになり、倒れている陣じんの背中にしがみつく。

　だが陣は、様子がおかしいのに気づいていた。番犬たちが、ニコライの声が聞こえたほうに顔を向け、ダダッと走りだしたのだ。

「落ちつけ、夕也……俺おれたちに気づいたわけじゃない。あの執事、犬笛か何かで犬を呼びもどした。たぶん執事の前に別の曲者がいるんだ……そいつに対処するために、犬を呼びもどしたんだ。犬が、俺たちを見つけて襲ったってことには、気づいてない」

「べ、別の曲くせ者ものって誰だれさ」

「誰でもいい。少なくとも俺たちにわかってることは、救いの神だってことさ。このスキに書庫に戻るぞ、俺の上からのけ。死ぬほど重い上に暑い」

　恨みがましい目で睨にらまれて、夕也は焦りつつ陣から離れる。二人は大急ぎで書庫の窓によじのぼった。

「助かった、ラッキー！　誰がギタギタにされるのかわからないが、おかげで助かったぜ。これにこりて、俺は一度死んだつもりで勉強する！　がんばるぞ！」

「やれやれ。最初からそうすればよかったんだ」

　陣はあきれてため息をつき、土で汚れた服をはたいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　陣じんたちが助かったのは……座ざ堂どう家の門を、一人の男がひらりと飛びこえたからだ。

　長い髪を後ろでしばり、手には日本刀の真剣を握っている。橘たちばな寮寮長にして生徒会長の、近この衛え右う京きようである。右京の前にはニコライが、片眼鏡モノクルを月光に光らせて冷ややかな表情で立っていた。ニコライの背後には、数十頭の番犬が、今にも飛びかかりそうな勢いでひしめいている。

「言語道断はそちらだ。インターホンを何度押しても返事がないから、わたしの方法で入ってきたまでのことだ。うちの寮生が二人、帰宅していない。宇う多た田だの家に泊まるという外泊許可は出しているものの、何か怪しいとわたしの直感がささやいているのだ。彼らは座堂シエラと同じ軽音楽部員、彼女のもとに身を寄せている可能性もある。もしも不純異性交遊があるならば、寮長として許すわけにはいかぬ！」

　右京は堂々たる態度でニコライを睨にらむ。ニコライのほうが身長も高いし、少し年上だが、態度は右京のほうが圧倒的にでかい。

　右京の耳もとには、親指ほどの大きさになったセーレが立っていた。セーレは、満足そうに笑むと、ふわりと宙に舞い上がる。

（直感がささやいているのではなく、わたしがささやいたのだが、な……。これでこの若者が新あら木きと宇多田を発見すれば、新木は寮を追いだされ、研究をする余裕などなくなるだろう。わが主人マスターのリクエストどおり……と、いうことだ。この若者の心の底には座堂シエラへの恋慕の情がある。男の嫉しつ妬とは怖いからな……あとは、この若者に任せておけばよい。わたしはヘロディオンに急がねばならぬ……）

　月の中を、馬にまたがり黒いマントをなびかせたセーレの姿が一瞬、よぎって消えた。

　ニコライは、年齢に似合わない右京の態度に威圧されつつも、ロマノフ王家の誇りにかけて、決して退ひかぬという決意とともに、彼を睨み返す。

「たしかにお嬢様のご友人はいらしていますが、十三組の毒どく呂ろ説せつ子こ様をはじめ、皆様愛らしい女学生です。お嬢様が不純異性交遊をしていると疑うなど、侮辱にほかなりません」

「とにかく、屋敷の中を調べさせてもらう。それで疑いが晴れるのならば、よかろう」

「許可できません、疑うことがそもそも侮辱なのです。シエラお嬢様の名誉にかけて、通すわけには行きません。お引き取りください」

「ならば貴様が息を引き取れ」

「聞かぬかたですね。さては、シエラお嬢様の周囲をうろついていたのはあなたですか？」

「ほう、執事ふぜいが日本男児をストーカー呼ばわりか。ロマノフ王家の誇りとか言ったな……わたしにも、サムライの誇りがある。どうやらお互い、その誇りを腰に提げているようだしな……どちらの誇りが勝まさっているのか、その答えを出して納得させてやろうか」

　右京は真剣を抜いた。年齢が若く、セーレに嫉妬心を駆り立てられたこともあって、少少熱くなりやすいようだ。ニコライはあくまで冷静に、サーベルを抜く。

「わたくしのサーベルはロシア帝国騎兵の伝統を受け継いでいます。寸止めは効きませんが、よろしかったでしょうか？」

「名乗り忘れていたが、わたしの名は近衛このえ右う京きよう。剣道部の部長でもある……剣道もサーベルも、斬きる剣という共通点がある。どちらが強いか、異種対決も乙なものかもしれぬ」

「後悔なさらないように……では、参ります。Зйエイッ！」

　ニコライが重いサーベルを片手で操り、地じ摺ずりの流れから切り上げる。月の光が刀身に反射し、きらりと光った。

「フッ、光で一瞬の目くらましを狙ねらい、相手のスキを突こうということか！　でかい体に似合わず、なかなかの業わざ師し。だが剣の本道は小手先の技ではない、気合なのだ！」

　右京はひらりと飛び上がり、ニコライの振るった剣先に立つ。ハッ、とニコライが顔を上げた瞬間、右京はわずかな重みもニコライに感じさせぬまま再び剣の上で踏み切って、大上段の構えから、ニコライを幹竹からたけ割りにしようとする。

「ばっばかな！　剣の上に立つなど……！」

「簡単なこと！　全体重が剣の上に移る前に、踏み切って飛んだのだ！」

「いやだからそれがばかな！」

　サーベルを戻すのが間に合わない。ニコライは右京の攻撃を鞘さやで受ける。まさか止められると思っていなかった右京は、目を見開く。右京の刀は鞘にめりこみ、すぐには次の攻撃に移れない。片眼鏡モノクルの下で、ニコライの青い目が冷ややかに光る。

「ロシア騎兵流剣技は、コサック騎兵の熱き血潮を源流とする実戦の剣術。島国の中でヌルい戦いを続けてきたサムライとの違いを、僭せん越えつながらお教えいたしましょう」

　ニコライはいきなり、右京の顔面に頭突きをかます。静かで上品な表情からは想像もつかない野性的な戦法に不意をつかれて、右京はまともに頭突きを受け、数歩よろけた。

　ボタボタと流れる鼻血を、右京は手で受け止める。一瞬、恐怖がその表情によぎったが、すぐにそれは、恐怖を克服した不敵な笑みへと変わった。

「フフッ……貴殿の名をまだ聞いていなかったな」

「パブロフ……。座ざ堂どう家執事、ニコライ・パブロフ」

「久々に血が燃える！　もはや新あら木きどものことなどどうでもよいっ、これほどの好敵手にめぐり合わせてくれた運命を神に感謝する！　勝負がつくまで戦おうぞ！」

　右京は、制服の上着をガバッと脱ぎ捨て、その下に着た着物姿となる。

「フフッ……勇ましいことをおっしゃる。わたくしも久々に血を見たくなってきましたよ」

　ニコライもタキシードの上着を投げ捨て、白手袋の手にあらためてサーベルを握り直す。

「くらえッ！　バルチック・アタック！」

「させるかッ！　葉は隠がくれ円えん刃じん斬ざんッ！」

　キイイィーンッ、と刃がぶつかり、火花が散った。



　一方、書庫に戻った夕ゆう也やと陣じんは、目の上に手をかざして二人の様子を眺めていた。

「見ろよ陣、侵入者は寮長だったのか。何しにきたんだ？　葉は隠がくれ円えん刃じん斬ざんとか、すでに剣道じゃねーじゃん」

「というか、寮長も明日から試験のはずだが、ここでこんなことをしていていいのか？」

「ま、どうせ朝まで戦って、お互いにボロボロになって、草の上に仰あお向むけに倒れ、奇妙な友情で結ばれるのはわかりきってるからな。ほっといて俺おれたちは座ざ堂どうの部屋を……」

「ほっといておまえは勉強だ、夕也！」

　窓から身を乗りだして、目め尻じりを垂れ下がらせつつ上を見た夕也の肩を、陣はぐいとつかんで無理矢理イスに座らせる。夕也はつまらなそうに、唇を尖とがらせた。

「何だよ、つまんねー奴やつ！　修学旅行だって、女子の部屋に忍びこむのはお約束だろ」

「風ふ呂ろ場ばに乱入するのは、ただの犯罪だ」

　勉強もせずに、二人でしばらく言い争っていたが……十分ほど経たったころ「コンコン」と書庫のドアがノックされ、メイド長メアリー・サバントが金色の鍵かぎ束を手に、顔をのぞかせた。言い争っていた二人は、慌てて居住まいをただす。

「あっ……メ、メアリーさん。何ですか？」

「失礼いたします。午後十時になりましたので、防犯のため消灯・施錠させていただきます。何やら庭のほうで屋敷の者が侵入者を撃退しておりますし、お気をつけくださいませ」

　サラッと流すところを見ると、これだけの屋敷のこと、泥棒の侵入など日常茶飯事のようだ。施錠と聞いて陣と夕也は顔を見合わせる。シエラから、そんな話は聞いていない。

「鍵をかけるってこと？　じゃ、俺……じゃない、わたしたちは？」

「控えの間のほうへご案内するよう、シエラお嬢様に言こと付づかっております」

　メアリーにうながされて、ランタンをかかげたメイドが陣たちに向かい、腰をかがめる。

　陣たちは言われるままに、机の上を片付けてメイドについていった。階段を上がって、二人は書庫の真上にあるシエラの部屋に案内された。陣はどぎまぎしてメイドにたずねる。

「ここって、座堂……じゃなかった、シエラ様のお部屋では？」

「そうです。シエラお嬢様の主寝室の隣に、メイド用の控えの間が作られています。お嬢様のご幼少のみぎりには、子守のメイドが常に数人、お嬢様が眠られているあいだ控えの間に詰めていたのですが、今はお嬢様がご病気などのときだけ、看護用に使われています」

「まあ！　ということは、このお部屋とシエラ様のお部屋はツーツー？　つまり、間の扉に鍵などがかからないようになっている、ということですの？」

　ぎこちない陣に比べて、夕也は女言葉がいやに巧みだ。しぐさもクネクネしている。しかし、その言葉の中にはしっかり「男の計算」が見え隠れしている。陣はメイドに気づかれないよう、夕ゆう也やの脇わき腹ばらに少し強めの肘ひじ鉄てつを埋めた。夕也は「ぐう」とうめく。

「な、何すんだよ陣じんっ……じゃなくて、陣子さん！　わたしまだ、何も言ってませんですことよ！」

「あなたの目が怪しかったのですわよ、夕子さん。よからぬことを考えないように」

　部屋に通されながら、二人はにらみあう。メイドは一礼して、部屋を出た。それを待ちかねていたように、夕也がシエラの寝室につづく扉へダッシュをかける。

「あっこら待てこのバカ！」

　陣が止めようとしたが間にあわなかった。夕也はノックもなしに、勢いよくドアを開く。

「……あ」

　夕也は喉のどの奥でうめいて、立ちすくんだ。夕也を追った陣も、ほんの数日前に嫌というほど見たばかりのシエラの寝室をふたたび見ることになった。

　豪華なソファの上で、シエラは単語帳を開いて英単語を覚えているところだった。お風ふ呂ろから上がって少し時間が経たっているのか、髪はもう乾いていて、ヴィクトリア王朝時代ふうの夜着に身を包んでいる。フリルつきのナイトキャップにすその長いフリフリドレスのようなネグリジェにスリッパという姿でベルベットのソファに座っていると、アンティークドールと見まごう気品の高さをかもし出している。顔と手と足首ぐらいしか露出していないのを確認して、陣は正直ホッとした。

（風呂上りで裸か、あの薄いネグリジェ姿かと思って焦ったが……そうだよな、毒どく呂ろが泊まることはわかってるんだから、深窓の令嬢らしい寝巻きを着てるのは当然だよな）

　シエラも、そのためか驚いた様子もなく、むしろわずかに口もとをほころばせていた。

　だが夕也は別のところを見ている。そして固まっている。視線をたどると、今まさに浴室から出てきたばかりの説せつ子こが、タオルで髪をふいていた状態のまま、やはり固まっていた。足もとはタオル地のスリッパ、着ているものは分厚いバスタオルのみである。

「……きゃ……」

　悲鳴を上げようとした説子だが、あまりの驚きに息が詰まってしまったのか、声にならない。きゃしゃな手足は、バスタオルを巻いただけという状態ではますます細く見えて、カカシのようだ。ふだん彼女の肌は、やや不健康な白さだが、お風呂を上がったばかりだからか、それとも恥ずかしさのためか、全身が紅潮しはじめる。慌てて両手で胸を隠すと、髪をふいていたタオルがフワッと床に落ちた。まだほとんど湿っている髪はボサボサで、尖とがった毛先からポタポタと、透明なしずくがしたたり落ちていた。

「あっ……」

　夕也は一度、空気を求める鯉こいのように口をぱくりと開けた。何か「ヤバい失敗」を自分がしたのだ、ということは理解できた。フォローしようと、無理に明るい声を張りあげる。

「あっ……よ、よお、何か書庫を追いだされちまって、さ。ま、まあこういうハプニングも修学旅行とかなら、ありがちなわけだし、毒どく呂ろがすっぽんぽんでなくてよかったよな。で、このあとは恒例の毒舌攻撃かな？　当然、毒舌攻撃だよな？　痴漢、変態、それから何かな、楽しみだなあ？　ジャンジャン来てジャンジャン、カモンカモーン」

　だが説せつ子こは、白い顔を真っ赤にし、胸をかたく押さえ、顔を涙でくしゃくしゃにして、

「ぃゃぁぁぁぁぁ……」

　と、蚊の鳴くようなか細い声をしぼり出しながら、その場にへたりこんでしまった。

「あっ……あっあのその」

　夕ゆう也やは激しく動揺している。陣じんにも、よくわかる。陣も、あの毒舌の説子がまさか、一言も言い返すことなく泣きだすとは思ってもいなかった。説子が夕也を好きだということは陣も知っているが……まさか、気丈な説子が泣くとは予想外である。

（夕也の奴やつ……軽いイタズラ心で女子の風ふ呂ろをのぞくとか言ってたけど、いざのぞいてみると、そこには傷つく生身の人間がいるってことに初めて気づいたわけか。そして戸惑ってるんだ……自分が傷つけてしまったことに）

　説子は床にへたりこみ、細い肩を震わせて泣きじゃくっている。夕也は、それを見て青い顔をして立ち尽くしている。自分が遊び心でしたことの結果に、おののいているようだった。これで平気な顔をしていたら、多分陣が夕也をぶん殴っていただろうが、

（そうだよな、三ヶ月ルームメイトをやってればわかる。夕也は軟派に見えるけど、実際お調子者のオッチョコチョイの軟派野郎だが、筋は通す性格だ。自分がマズったことは、逃げもごまかしもせずきちんと責任を取れる奴なんだ。俺おれが手出しすることないさ）

　と、夕也をただ見守っていた。ひとつだけ奇妙だったのは……当然説子のフォローに回って陣たちに苦言を呈しそうなシエラがなぜか、単語帳を眺めたままうっすらと笑みすら浮かべて、完全に状況を無視している、ということだ。その行動の真意が読めず、陣は少少不気味にも感じる。

「毒呂、ごめんっ！」

　余計な言い訳も何もなく、いきなり夕也は力いっぱい頭を下げた。説子はびっくりして目をまるくし、ぺこぺこと頭を下げている夕也に目を向けている。

「ごめん、調子こきすぎてた！　ノゾキは修学旅行の風物詩っていうし、まさかほんとにやったらそんなに傷つくだなんて、知らなかったんだ。傷つくってわかってたらやらなかった。傷つけるつもりでやったんじゃない。それだけはわかってほしい、本当にごめん」

　ほう、と陣は感心して目を丸くする。夕也は軟派なところはあるけれど、こういうときごまかしたりしない。ヘタレなのでビビることはあっても、責任を感じたなら逃げはしない。夕也のそういうところを、陣は口には出さないけれども、いつも尊敬している。だからこそ夕也は、陣のような頑固者のルームメイトをやっていられるわけだ。

　頭を下げるだけでは足りないと思ったのか、夕也は土下座してさらに謝った。女子の制服姿だったので、土下座するとスカートの中が見えそうで、陣じんは慌てて顔をそむける。

　しどろもどろになっている夕ゆう也やと、その夕也を前にしてどうすればいいのかわからなくなっている説せつ子こ、ぎこちない二人に一いち瞥べつをくれ、シエラはスッと立ちあがった。

「そうだわ、辞書を探さなくちゃ。控えの間に置いてあるの……新あら木きくん、手伝ってくださるかしら？」

　シエラは、陣にだけわかるように、いたずらっぽく笑う。その笑みで陣は全すべてを理解した。要するにシエラは「しばらく二人にしてあげましょう」と言っているのだ。

「あ……ああ」

　と、戸惑いがちに生返事をして、陣はシエラとともに隣の部屋に移動した。

　夕也と説子は、お互い土下座の姿勢と、床に座りこんだ姿勢のまま一歩も動かず、真っ赤な顔でじっと固まっていた。最初は放心状態だった説子だったが、やがて落ち着いてくるにしたがい、その表情に変化があらわれた。真っ赤になっているのは同じだったが、緊張と警戒心にこわばった表情が、柔らかく安らかなものに変わっていた。

　ふと、夕也は風のようなものに髪を撫なでられて、顔を上げた。風だと思ったのは、目の前にしゃがんだ説子の手だった。裸が見えないように、両足をかっちりそろえてひざをつき、片手でバスタオルの胸もとをしっかり押さえながら、もう片手で夕也の長い髪に触れている。いつもの毒舌とは違う、優しい声で説子は言った。

「だいじょうぶ、わかってるから。ちょっとびっくりしただけだし、でも謝ってくれたのはすごくうれしかったから、だからだいじょうぶ、だから」

　紅潮した頬ほおと、まだ涙で赤く染まったままの目で、説子は微笑ほほえむ。夕也を心配させまいとする健けな気げさと、本当にうれしいという素直な気持ちとが、まっすぐに突き刺さってくる。軟派で下級生にはけっこうモテる夕也ではあったが、こういうストレートな気持ちには免疫がないのか、カッと顔を赤くした。

「そ……そうか、よかった。ほんとに……よかった」

　そうつぶやくのが、せいいっぱいだった。



　シエラは、控えの間の書棚の前に立つと、上のほうを指さした。もともと子守のメイドが不寝番をするための部屋なので、暇をつぶすために、本だけはたくさんあるようだ。

「ほら庶民、あの本。英和辞典を二冊取ってちょうだい」

　書棚の上を指差すシエラに、陣は腕組みをしつつ、訝いぶかしげな視線を向ける。

「企たくらんだな」

「何のことやら？」

「十時になったら書庫を追い出されるっての、わざと言わなかったんだろ。追い出された俺おれたちが控えの間に来ることも、調子こいた夕也がおまえらの部屋に行くのも全て計算した上で、毒どく呂ろより早く風ふ呂ろを出て、夕ゆう也やが風呂上りの毒呂と鉢合わせるようにしたろ？」

「おほほ、庶民にしてはご明察ね。誉ほめてつかわす」

「なんで殿様語だ、それセレブとは違うだろ。どうして毒呂をハメるようなマネしたんだよ、友達だったんじゃないのか？　あいつ、恥ずかしくて泣いてたぞ」

「良薬口に苦しって言うでしょ。荒療治が必要なこともあるわけよ」

　シエラは得意げな笑みを浮かべる。書庫の灯あかりは薄暗く、窓から入る月明かりがシエラの姿を青白く浮かび上がらせる。白いナイトキャップから漏れた長い髪は、シャンプーしたばかりなので、揺れるたびにふわりとバラの香りをただよわせる。すその長いネグリジェのフリルは、動くたびに優雅に舞う。シエラの笑顔が、今まで見たこともない神秘的な美しさを漂わせていて、陣じんは思わず目をこすった。

「荒療治って、何の？」

「人間はとっさのできごとで本心が出るっていうじゃない？　それなら、すなおになれない毒呂さんは、ああいう状況で二人っきりにしてあげれば、毒舌じゃない言葉が出るはずと考えたわけよ。友達だもの、幸せになってほしいわ……庶民だってそうでしょ？」

　シエラの大きな目で、じいっと見つめられて、陣は心臓がドキッとした。陣のそんな変化に気づかず、シエラは書棚の上をふたたび指さす。

「でも、いきなり二人で長時間は荷が重いでしょうから、五分ぐらいで戻ってあげなくちゃね。それに英和辞典が必要でこっちの部屋に取りにきたってのは事実よ。みんなで朝まで宇う多た田だくんの勉強に付き合うのに、庶民と宇多田くんの分の辞書の数が足りないもの」

　シエラは、魔神レベルのアップが絶望的状況となっている今、ソロモンの秘宝をかすめとることで大金を手に入れ、再びセレブに返り咲こうとしている。けれど、そんなカネカネキンコなシエラでも、友情だけは別腹だ。友達は金で買えないということを知っているのだろう。友情のためなら無償で何でもする。だから好かれる……いっそセレブでなくても、こんなに友達思いで優しいところのあるシエラならそのままでも学園の人気者の座は安泰ではないか、と陣は思った。

　陣が動かないので、シエラは怪け訝げんそうに視線を向けた。そこでようやく、陣が呆ぼう然ぜんとした表情で、じいっと自分を見ていることに気づいた。青い月の光の中、白いドレスに包まれたシエラの白い顔が真っ赤に染まる。

「な、なに人の顔をじろじろ見てるのよ！　辞書を取れって言ってるでしょ、わたしじゃ背が届かないのが見てわからないのっ？」

　ふだんはシエラのことにほとんど興味を示していない陣である。シエラには物足りなくてイライラしていたが、いざ興味を持ってじろじろ見られると、今度は別の意味で焦燥感にかられ、つい声を荒らげてしまう。

　だが、次の瞬間……シエラは、はた、と口をつぐんだ。

　陣じんはシエラの横に来て、片方の腕を伸ばし、書棚から辞書を二冊取った。夕ゆう也やより小柄な陣だが、それでも体を伸ばすとシエラから見ればずいぶん背が高く見えた。すぐ側そばに来た陣の大きさに気づいてドキッとしたし、それ以上に、もう片方の手がシエラの頭の上に優しく乗せられていたことに、心臓が飛び出しそうだった。

「ちちんぷいぷい」

　陣が口を開いて言ったのは、呪じゆ文もんの言葉だった。ナイトキャップの上から、シエラの頭を撫なでる。いつもの、シエラに命じられていやいやこねくり回すような、乱暴な撫で方とは違う。壊れやすい子猫の背中を撫でるような、優しくてあたたかみのある撫で方だった。

　この呪文は、シエラが魔神モードのときに感謝ゲージを上げるためのものだ。魔神モードでない今、唱えても何のメリットもないことは、陣もわかっているはずだ。何より「ちちんぷいぷい」というカッコ悪い呪文を唱えることに、抵抗があったはずなのだ。

「辞書も取ったし、そろそろ戻るか。おまえが言うように、あの二人であんまり長時間はキツそうだし、夕也の勉強を早く再開させなくちゃヤバいってのも事実だ」

　陣はサラッとした口調でそう言いながら、シエラに背を向け隣の部屋に向かう。その背中を、シエラは頬ほおを赤らめ、胸に拳こぶしを置き、ドキドキしながら見送っている。

「わ……わたしは今、魔神モードじゃないし、庶民のためにしたことでもないじゃない。なのにどうしてこのタイミングで呪文を唱えるのか、わけわかんないわよっ……ばか」

　いつもは大声で噛かみつくシエラなのに、このときだけは陣に聞こえないよう、その背中に向かって小さな声でそう言うのがやっとだった。



　陣と、しばらくして顔の火照りがおさまったシエラが部屋に戻ってきて、ぎこちなかった夕也と説せつ子こも、それはそれでようやくホッとしたようだった。

　仕切り直して、ティータイム用のテーブルを四人で囲んで勉強する。一番の優等生は陣だから、主に陣が夕也に教える。シエラは、占い師に占わせたヤマがあるので、テストに出そうな問題をアドバイスする。説子は、なぜかずっとおとなしかった。いつも毒舌が出るべきところで、頬を赤らめて黙ってしまい、ひたすら自分の勉強をつづけていた。

　やがて、夜が明けた……七月の日の出はめちゃくちゃ早い。四時半には太陽が顔を出している。徹夜で勉強していた四人は、シエラと説子がシエラの寝室、夕也と陣が控えの間のベッドに分かれて、仮眠を取った。

　夕也が、それでも「シエラの部屋で寝たい」などと色気を出さないか陣は少し心配していたのだが、説子の前でこれ以上疑われるような行動がしにくいのか、それとも本気で眠くて余計なことはせずひたすら眠りたいのか、あっけないほどすなおに控えの間に戻っていったので、陣は正直、当てがはずれたような気分になった。



　二時間ほど寝たあと、熟睡中の陣じんと夕ゆう也やを、シエラと説せつ子こが起こしにきた。

「新あら木きくん、宇う多た田だくん。起きてちょうだい」

「早めに学校に行って、人の目がないうちに音楽室で着替えないといけないんでしょー？　疑われてもいけないから、いっしょに行ってあげるからさ」

　シエラたちは、もう制服に着替えていた。陣は目をこすりながら、起きあがる。

「あ……もうこんな時間か」

「そういえば、ゆうべ生徒会長がなぜかうちに侵入してニコライと死闘を繰り広げたらしいんだけど。今、二人して庭で大の字になって倒れて、傷だらけの顔にさわやかな笑みを浮かべつつ奇妙な友情で結ばれてるみたいだから、この隙すきに、ハチ合わせないよう出ていったほうがいいわ。学校へは、ほかの運転手に送って行かせるわ」

「ちょっとちょっと宇多田！　起きなさいってば！」

　説子は夕也のまぶたを指で無理矢理開かせようとするが、スヤスヤ気持ちよさそうに寝息を立てていて、全然起きない。陣が、説子に忠告した。

「うん、夕也は思いっきり寝起きが悪いんだ。寮でも毎朝、俺おれが起こしてるんだが、けっこう大変なんだ。コツは、まず鼻をつまんでだな……」

　陣の話の途中で、眠っていた夕也がいきなり、がばっと説子の太ももに抱きついた。

「キャーッ！　なになに何ーっ？」

　説子はパニクって、じたばた暴れる。夕也はまだ眠っていて、ぎゅうぎゅう抱きつきながら、つぶやいた。

「ムニャムニャ～。大きなマシュマロ、俺様ひとりじめ～」

「すっごい食いしん坊な夢見てる！　新木くんが染うつった！　っていうか放して！」

　説子は夕也を引きはがそうとするが、膝ひざ枕まくら状態になってしまって、離れない。シエラは慌てて、説子を助けようとする。

「ほんとに寝起きが悪いのね。えっと、鼻をつまむんだったかしら？」

「待て待て、座ざ堂どう。先に俺を洗面所に案内してくれよ、眠くて目が開かないからさ」

　陣が、シエラの肩をつんつんと人差し指で叩たたく。シエラは、ハッと目を丸くした。

「あ、そうか。ということで毒どく呂ろさん、宇多田くんを起こすのは任せたわよ」

「えっえっあっえっ？　ちょちょっ、ちょっとー！」

　真っ赤になって、説子は叫ぶ。シエラたちが出ていってしまい、しばらく説子は呆ぼう然ぜんとしていたが、何となく夕也の寝顔を見下ろすと、とても無邪気であどけない。昨夜のお風ふ呂ろ上り姿を見られた一件で、軟派に見えるけれども実は男気のある夕也の側面を知って、気持ちがぐっと近づいているのを自分でも感じる。夕也がけっこうまじめだとわかった今、彼を膝枕していてもいやらしい感じがしない。恥ずかしくもあったけれど、夕也は眠っているという安心感から緊張や警戒心などはなくなり、むしろ何だか胸がほっこりした。

「宇う多た田だの寝顔って……けっこう可愛かわいいじゃん」

　夕ゆう也やが女装しているおかげで、あまり異性を意識しすぎずに済んだのかもしれない。いつもより少しだけ大胆な気持ちになって、説せつ子こは夕也の長い前髪を、そっと掻かきあげると、額にそっとキスをした。夕也の額は、徹夜しているわりに肌がきれいで（たぶんほとんどサボっていたから）、すべすべしていた。指の間をサラサラとすべる髪も気持ちよくて、

「あと五分ぐらい……寝ててもいいよ、宇多田」

　と、彼の髪を撫なでながら、説子は幸せな気持ちでつぶやいた。



　シエラは、わざわざ部屋を出て、少し遠い洗面所まで陣じんを連れていった。冷たい水で顔を洗う陣の隣で、シエラは両手でタオルを持って待っている。

「はい」

　陣が顔を上げると、シエラが両手をスッとさしのべて、タオルを渡した。陣は驚いて、目をまん丸にする。

「えっ……？」

　シエラは陣の「ランプの魔神」なのだから、気のきいた奉仕をしても不思議ではないのかもしれない。けれどもシエラが一度たりとて、その主従関係を正確に認識していたためしがないのもまた事実だったので、このシエラのサービスは、不思議を通りこして不審だ。

「まさか、このタオルにカミソリでも忍ばせてあるのか？」

「なっ、何言ってるのよ！　さっき庶民が毒どく呂ろさんに気をきかせてあげた、ご褒ほう美びよ！」

「ご褒美って……やっぱり、主従関係はちゃんと把握してないんだな」

　陣はタオルで顔をぬぐいながら、怒って頬ほおを膨らませているシエラを鏡ごしに眺める。

（毒呂に気をきかせたから、俺おれにサービスしてくれるって？　自分のことなら、俺のために小指一本だって動かしたくない勢いの、面倒くさがり屋の座ざ堂どうが？　こいつ……本当に、友達思いで優しいところがあるんだよな。確かに、ほんとに上っ面だけの性格悪い猫っかぶりじゃ、学園中の人気者になんてなれるわけないよな）

　ふと、鏡の中でシエラと視線が合ってしまい、陣はドキッとした。

「な、何をさっきから見てるの？　レディの顔をジロジロ見るなんて失礼じゃない？」

　シエラもドキドキして、赤くなっていた。陣の視線が、ちょっと苦しかったらしい。

「あ、いや、ごめん。ジロジロ見る気はなかったんだが」

　珍しく、陣は素直に謝った。シエラがワガママばかり言っているときには、つい反発してしまうのだけど、シエラの優しいところを見ると、何だか自分の態度も優しくなるような気がした。陣が珍しくすぐに謝ったので、シエラは意外そうに驚く。

「ど、どうかしたの、庶民？　今日は何だか……いつもと態度が違う気がするけど。寝不足で、テンションが低いだけ……？」

「いや、その。おまえ、毒どく呂ろと夕ゆう也やのこと本気で応援してるんだよな。友達の毒呂のことで俺おれに感謝してるんだろ。それなら俺も夕也の友達として、おまえに感謝しなくちゃな」

　陣じんはタオルを丁寧にたたみながら、シエラの目をじっと見つめる。シエラは、思わず逃げるように目をそらしたが、陣はまだ見つめ続けているので、おそるおそる、視線を戻してきた。大きな目が、なぜか不安そうにうるんでいて、細い肩が小さく震えている。

（ど、どうしてそんな優しい目で見つめてくるのよ！　口ゲンカしているときなら、勢いに任せて何でも言えるのに……み、見つめられたら、何も言えなくなるじゃない！）

　何とか、いつものように強気で生意気なことを言ってやろうと思うのだが、陣がそんなに優しく出てきてしまうと、胸が詰まって言葉も出ない。

　震えているシエラの肩を、陣は優しくポンと叩たたいた。シエラは、目を上げる。肩の震えが、不思議と止まった。頬ほおが真っ赤になる。胸が熱くなる。

「か、感謝って……あ、あなたがわたしに、自主的に言うのっ？　い、今わたし、魔神モードじゃないわよ？　お礼を言ったって感謝したって、何の役にも立たないわよ？」

「別に、おまえの魔神レベルを上げたり、おまえに頭撫なでろって命令されなくても、そんなの関係なしで感謝したっていいだろ？　夕也に勉強部屋を提供したり、毒呂の恋愛相談に乗ってやったり、俺の荷物をていねいに片付けてくれたり……おまえのこと、ワガママセレブだって思ってたけど、すごく友達思いのいい奴やつなんだよな」

　シエラの心臓が早鐘のように鳴る。顔を洗ったばかりで、陣の唇がまだ少し濡ぬれている。以前、二人で高原のペンションに泊まったとき……そのときも、テスト前の集中勉強が目的だったが……アークダイモンに襲われて湖で溺おぼれかけたシエラに、陣が口移しで空気をくれたこと……その唇を、はからずも思い出した。瞬間、頭が真っ白になる。

（しょ……庶民って、女装すると、けっこう美人タイプの女の子に見えるのは……もしかして、けっこう整った顔をしてるんじゃない？　で、感謝って、どういう感謝？　庶民がわたしに感謝してじっとわたしを見つめてるって、これって、これってもしかして……？）

　混乱して、自分でもわけがわからなくなっていた。ドキドキする胸を両手で押さえ、陣を見上げて、シエラは誘われるように目を閉じる。つま先立ち、花びらのような唇をわずかに陣のほうへ差しだして、待ち受ける。

（な……何してるの、わたしったら？）

　どこか遠くから理性がそう叫んでいたが、今のシエラの頭の中は心臓の音がガンガンと、割れ鐘のようにめちゃくちゃに鳴り響いていて、とても冷静にはなれなかった。全身が熱くなって、こらえきれない思いが胸の奥から湧わいてくる。

「ってことで、ありがとうなっ！」

　にこっ、と陣は笑って、元気な声で、シエラの背中を軽くはたいた。

「え」

　シエラは目を見開き、固まる。その表情が不思議だったのか、陣じんも目を丸くした。

「どうかしたのか？」

「え……あの、感謝……って？」

「ああ、今感謝しただろ。きのうは『ちちんぷいぷい』でごまかしちまったけど、やっぱりちゃんとお礼の言葉ってのは、言わなくっちゃな！」

「ちょっとちょっとお待ちなさい、何その爽さわやかな笑顔。感謝っていうのは……それ？」

「おまえ、やっぱり今、寝てて聞いてなかったな？」

「ね、寝てた？　誰だれが、いつっ？」

「いくらゆうべ遅くまで勉強してたっていっても、立ったまま目を閉じて寝てるなんて、まさかそんなマンガみたいな、って思ってたけど……の○ぴ太もびっくりだな。おまえ、けっこう寝ぼすけなんだな」

「だっ誰が目を閉じたまま寝てるのよっ……っていうか庶民！　ちょっと！」

　シエラは真っ赤になって怒っているが、陣は気づいていない様子で時計に目を向けた。

「あっ、そろそろ本気で夕ゆう也やを起こしに行かないと、朝メシ食う時間がなくなるな。朝メシは健康な一日の基本だから、しっかりゆっくり食わないと。夕飯のとき、メアリーさんにメニューを聞いたら、イングリッシュ・ブレックファーストって言ってたな」

「ゆ……夕飯のときに、すでに次の食の心配をしてたのっ？　しかも何その素早いフットワークっ？　いえそれよりちょっと、わたしの話を聞きなさいっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「イングリッシュ・ブレックファーストって何、座ざ堂どう？」

「シリアルやオートミールを中心に、フルーツやサラダやチーズといった冷製料理コールドミール、それに卵料理やベーコンや豆料理のような温製料理ホツトミールを加え、パンとジュースと紅茶で……」

　シエラが話を終える前に、陣じんは姿を消していた。二階のシエラの部屋から、ドタバタというすさまじい音と、猛烈な怒鳴り声が聞こえる。

「起きろ夕ゆう也やっ、今すぐ起きろ！　イングリッシュ・ブレックファーストが待ってる、豆料理って店で食うとけっこう高いんだ！　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥だぞっ、というわけで全部食おう！」

「キャー新あら木きくんっ、何してるのやめてバカー！　それからその諺ことわざの解釈間違ってる！」

　説せつ子この悲鳴が聞こえる。シエラは呆ほうけたように、へたへたとその場に座りこむ。

　据え膳食わぬは男の恥、という諺をシエラも知っている。なのに陣は、まさにその「据え膳」が目の前にあったというのに、イングリッシュ・ブレックファーストを選んだのだ。平たく言えば、シエラは豆に負けたのだ。

「しょ……っ」

　ぷるぷる、と全身が震える。スカートを握り締める両手に、ぎゅっと力が加わる。真っ赤な顔を上げると、気丈そうな大きな目に、涙がぽろりとにじんでいた。

「庶民のバカ――――ッ！」

　シエラは、思わず天を仰あおいで叫んだ。



　そして、試験の日々が過ぎた……。

「やったー！」

　すっかり緑の濃くなった真夏の春はる紗しや学園に、夕也の歓声が響きわたった。

　返されたテストを、夕也は机の上に一枚ずつ並べながら、陣に言った。

「ほら見てみろ陣っ、赤点クリア！　素晴らしい！　ほんとにありがとーな！」

「俺おれじゃなくて、座堂に礼を言えよ。おまえに一晩、勉強部屋を提供してくれたのは座堂なんだから」

　陣にたしなめられて、夕也はテストをまとめながら、シエラの席に向かう。

「それもそうだな、じゃあちょっくら座堂に礼を言ってくる。お礼のキッスでいいよな」

「待て待て待て待て！」

　慌てて陣が追いかけた。

　シエラはひざに手を置いて、うなだれるように座っていた。いつもの、輝く太陽のような明るさがない。取り巻きの女生徒たちも、何か近寄りがたい様子で距離を置いている。

　そんな空気にも気づかず、夕也がぴょこんとシエラの顔をのぞきこんだ。

「座ざ堂どうっ！　おまえのおかげで赤点クリアできたぞっ、心から感謝してるよん♪　感謝のついでに、今日学校の帰りに何かオゴらせてくんない？」

「どうしてナンパモードになってるんだ、夕ゆう也や！　もっと純粋に感謝しろよ！」

　陣じんが、ちょっと本気で怒りながら夕也に言った。以前なら、こんなに腹が立ったりしなかったのに……もしかして自分は夕也に嫉しつ妬としているのではないか、と陣は少し思った。

　そして、嫉妬しているというそのことが何やら恥ずかしくて、顔を赤くする。

　しかしシエラは、生気を失った目で遠くを見つめつつ、力なく微笑ほほえんだ。

「そう……よかったわね、宇う多た田だくん。でも、わたしは赤点なの……うふふ……」

「え！」

　陣はびっくりして目を丸くした。

「ま、まさか座堂みたいな優等生が赤点を取るなんてっ？」

「そうなの、自分でもびっくりなの……何だか、全然集中できなくて……」

　シエラは、感情が燃え尽きたような目で語る。要するに、お泊まり会を通じて陣との距離が近づいたと思ったら豆に負けた。別に陣のことなんてどうでもいいはずなのに、豆に負けて悶もん々もんとしている自分に悶々としている。その悶々としていた勢いで、赤点を取ってしまったということらしい。

（座堂が赤点っ？　高名な占い師にヤマを張らせてる上、もともとの頭もわりといいはずなのに、なぜそんなことに？　よほど体調が悪かったのか？）

　もちろんシエラの心労の原因が自分だとは知るよしもなく、陣は心配そうにシエラに視線を向ける。取り巻きたちは、さすがに遠慮があって、シエラに話しかけにくいようだ。

　ひそひそと、自分達たちどうしで話をしている。

「シエラ様、お顔が真っ赤で熱があったみたいだもの、きっと風か邪ぜか何かよ」

「そ、そうね。今までが優秀でいらしたんだもの、きっと学校も配慮してくれるわ」

　取り巻きたちは勝手にストーリーを作り上げて、あくまでシエラの赤点を「不可抗力」と見なしている。赤点を取っても、普段の猫っかぶりのおかげで、シエラのカリスマにはわずかもキズがついていない。陣は、そのことは少しホッとしたものの、問題は赤点だ。

（まずいな……。夕也のことばかり気にしていて、まさか座堂が赤点を取るなんて。テスト前に、夕也に勉強させるためとはいえ、家に上がりこんで、勉強できなかっただろうからな……俺おれのせいでもあるな）

　別の意味で陣のせいだが、その推理はまあまあいい線行っている。陣は深く考えこんだ。



　その日……一日じゅうシエラは肩を落としていた。猫っかぶりなので、基本的には笑顔も見せる。けれど作られた笑顔の裏で、赤点を取ったことがかなりショックだったらしく、ふらふらしながら校庭を、今日はニコライではない運転手の待つ駐車場へと歩いていた。

「おい、座ざ堂どう！　待てよ！」

　力強い声に気づいて、シエラはくるっと振りかえる。陣じんが追いかけてきた。いつも動作が少なくて寡黙な陣と同一人物とは思えないほど、息をはずませて、すっかり乱れている。

「あら……庶民、なーに？　赤点を取ったわたしを笑いにきたの？」

「そんな暇人じゃねー！　職員室で聞いてきたんだ、赤点を取ったらどうすればいいかって。そうしたら理事長命令で、保護者面談で何とかなるかもしれないって」

「知ってるわよ、保護者面談をして寄付金をがっぽり巻き上げるのが目当てなんだから。保護者面談なんか、どうやって開けって言うのっ？　パパもママも連絡取れないのよ？」

　シエラはいきなりトップギアが入った状態で、陣にだけ聞こえるように訴えた。

「もしかして『アークダイモンを全すべて倒して世界が平和になればヘタレなパパが帰ってこれるので三者面談』ってわけなのっ？」

「まあ、理屈ではそうなるが……」

「アークダイモンと戦う理由がそんな平凡でいいの？　単なるパパ探しでいいいのっ？」

「おまえ、言ってることがバラバラだな」

　もちろん、そんなことはシエラもじゅうぶんわかってはいる。けれど、ほかの人の前ではあんなに上手にかぶれる猫が、陣の前ではかぶれない。それだけ心を許しているということか……それとも逆に、陣の前でだけ極端に緊張してしまってカラオケで高すぎるキーで歌い始めてしまったような状態のテンションになってしまうのか、自分でもわからない。

　本当にまったく、どうして陣の前でだけ自分はこんなふうに不器用になってしまうのか……シエラは、深く考えこむ。

（どうしてなの？　始業式の日、初めて庶民を見かけたときからそうだった……）

　シエラは自分で自分がもどかしく、ため息をついた。



　四月の始業式の日……シエラは、今でも覚えている。陣はシエラの存在を、彼女が陣の魔神になるまで知らなかったが、シエラは新学期の一日目から陣のことを知っていた。

　シエラは、中等部時代から学園の人気者だった。だから、高等部に進んでも、周囲はみんな彼女を知っている者ばかりだった。シエラが猫をかぶって作りあげてきたイメージどおりの、美しく優しく上品で知的な「座堂シエラ」を知っていて、あこがれている者ばかりだった。そのあこがれや期待を、裏切れなかった。

　そもそも……どうしてそんなイメージを自分が作ってきたのか、シエラは考える。家にほとんどいない母親や、部屋に閉じこもって株の投資ばかりの父親（後に、それは投資していたのではなく、魔法でさまざまなものを出していたのだと知るわけだが）……両親に振りむいて欲しくて、幼いころからシエラは、少しでもいい子になろうと努力してきた。

　家の中でも猫をかぶっていたのだから、かぶっている猫を脱げるところは、どこにもなかった。執事のニコライ、メイドたち、周囲にいる人間全すべてが、猫をかぶったシエラを知っていた。自分が作りあげたイメージに、檻おりのように囚とらわれて、シエラの心はがんじがらめになっていた。誰だれも自分を知らないところに行きたい……生まれて一度も飛んだことのないカゴの鳥が大空を見上げてあこがれるように、シエラはいつもそう思っていた。けれども、本当にどこかへ行ってしまったら、ニコライも皆も心配する。心が自由になることは、決してない……と、思っていた。

　そんなシエラの前に陣じんが現れたのは、高等部の始業式の日だった。

　その日、講堂での始業式が終わって、シエラたちは新しい教室に入った。初めて来る高等部の校舎だったが、シエラにとっては何も新しいことなどない。新しいクラスの友人たちは、全て彼女のことをよく知っているし、教師たちもまたそうだった。まったく昨日の続きのような今日だった……と、教室に入るその瞬間まで、そう思っていた。

　教室のドアを開けたとき……シエラの目の前に、今まで見たこともない少年がいた。窓際の席で、彼は古びた分厚い本を読んでいた。見たことのない少年の本には、見たこともない文字で題名が書かれていた。

　クラスメイトは、誰もがあこがれのシエラと同じクラスになれたことがうれしくて、彼女に熱い視線を注いでいた。その視線が息苦しいほどだったのだが、陣だけはシエラを見なかった。そのとき、すうっと心の中に涼しい風が吹いたのを、シエラはたしかに感じた。

『み……見たことのないかたね』

　そばにいた女子に、上ずった声でそれだけ聞くのがせいいっぱいだった。本当は陣に聞きたかった、彼が過ごしてきた、シエラが知らない世界のことを。彼が読んでいる、シエラが知らない文字のことを。そして、シエラを知らない彼自身のことを。

『ああ。高等部募集で入ってきた生徒ですよ。たしか、新あら木き陣とかいう名前……先生たちが探してたから、まちがいありません。呆あきれたわ、始業式にも出ずに本を読んでるなんて……そりゃあ確かに始業式なんて時間の無駄って思えることもあるけれども、みんなに合わせるのが集団生活というものですよねえ。たぶん、高等部からの入学ってことは、大学進学率を上げるために奨学金を払ってかき集めた貧乏人ですよ。頭はいいかもしれないけど、セレブなわたしたちには合わない人種ですよ、あーやだやだ』

女子は、ぺちゃくちゃと聞かれていないことまで嘲ちよう笑しよう混じりに話す。

　けれども、シエラは彼女が語るその言葉を聞いているうちに、ますますドキドキしてきた。今までシエラのまわりには、いなかったタイプだった。

（新木くん、どうしてわたしのほうを見ないの？　わたしに興味がないの？　わたしを知らないの？　その本はわたしより面白い？　ああ、聞きたい。彼がわたしのことを知らないからこそ、わたしは彼のことをあれこれ聞きたい！）

　胸がドキドキした。けれども、陣はひたすら本の上に視線を落とすばかりで、話しかけるきっかけすら与えてくれない。

　その日からシエラの毎日が、少し変わった。陣じんによって、少しだけ変化が生まれた。シエラは、いつも陣の姿を目の横で探すようになった。シエラにとって陣は、自由な新しい世界の象徴ですらあったからだ。

　けれども、実際に話せたのは、彼の魔神になってから。それも、魔神になったショックや、あこがれの陣の前にいきなり登場してしまったうろたえから、思わず猫をかぶるのを忘れてしまった。最初の一瞬、正直、やばいと感じた。けれどもすぐ、猫をかぶらず本音で話すのが、心地よくなった。陣だけが、本当の自分を知っている……。

　後に、シエラの父親にも、魔神になったとまどいから興奮してしまい、本性がバレてしまったのだが、同時に、シエラも父が金儲もうけにしか興味のない冷たく厳格な人物ではなく、非常にいいかげんで無責任な人物であるということを知ったわけだが。



　そこまで思いだして、シエラはハッと、顔を両手で押さえた。

「そっ……そうだわ、三者面談！　その、パパのいいかげんで無責任の最たるものが、アークダイモンにビビって海外にトンズラぶっこいたことよ！　どうすればいいのっ？」

　シエラは、陣の制服を両手でぎゅっとつかむ。すべすべとした小さな顔が間近に迫り、陣はドキッとした。

「お、おい、あんまりくっつくなよ」

「いいからわたしが留年しなくてすむ方法を何か考えなさいよ！　この天才のわたしが、留年だなんてありえない！」

「天才って、おまえ占い頼りだろ？　ああ『天災』か、『地震・雷・火事・座ざ堂どう』ってことか？」

「何それ、面白いつもり？　ソロモンの知恵とか偉そうに言ってるけど、頭ず蓋がい骨こつの中に脳ミソのかわりにヌカミソでも詰まってるわけっ？」

「おまえ、毒どく呂ろとつきあいだして暴言に輪がかかってないか？　ともかく、おまえの親父おやじさんもお袋さんも海外旅行中でどっちとも連絡が取れず、どこにいるのかもわからないんだろ？」

　興奮しているシエラに対して、陣はあくまでも冷静に答えた。

「ということは、帰ってくるのは無理だってことだ」

「あっさり言ってくれちゃったわね」

「それじゃ、ＫＧＢの人に頼めよ。こないだ俺おれを狙そ撃げきした奴やつ」

「『今日もＫ元気にＧ冒険だの会Ｂ』の人に頼もうと思ったら、ニコライに三者面談の話をしなくちゃいけないでしょ！　わたしが赤点を取ったなんて、セレブのプライドにかけて、使用人たちに知られるわけにはいかないわ！」

「じゃあもう、留年するしかないな」

「もうちょっと何か考えてよっ！　考えられない脳ミソはヌカミソといっしょよ！」

「はいはい、暴言暴言」

　ぷんすか怒っているシエラを、陣じんは軽く受け流す。シエラは相手にされなかったので、悔しそうに下唇をかみ、しばらく何やらたくらんでいたが、ふと気づいて、くるりと陣に背を向けて、棒読み口調で泣きだした。

「くすんくすん。泣いちゃうもん」

「今度は嘘うそ泣きか。そんなのでだまされないって、無駄無駄」

「くすんくすん。お勉強会に毒どく呂ろさんを呼んだら、新あら木きくんが女装してこっそりわたしの家うちに忍びこんできたって、学校新聞で写真を貼はり出してもらうもん」

『ぷきゅ！』

　シエラのスカートのポケットに隠れていたトーレムが、にゅっと顔を出した。トーレムは、自分とストラップでつながっている二つ折り式のカメラつき携帯電話をぱくりと開いて陣に見せる。女装の陣が、何枚も撮影されていた。陣の顔から、サーッと血の気が引く。

「なっ？　ななっ……トーレムおまえ！　なんかずっと見かけないなーと思ってたら、隠し撮りしてたのかよ！」

「くすんくすん。これで庶民も学園じゅうの人気者間違いなしですなあ」

「座ざ堂どう。おまえのお尻しりのところ、矢印みたいな形したシッポがプルプルしてるぞ」

「くすんくすん。ついでに、忍びこんできた新木くんに無理矢理胸を触られたりエッチなことをされたって、ニコライとか生徒会長とかにチクっちゃおう」

　どきっ、と陣は青ざめる。シエラはもちろん冗談で言っている……つまり、陣がシエラの胸に触ったことは「ない」と思っている。だけど、赤ちゃんになった陣がもとの姿に戻ったとき、隣で眠っていたシエラを起こすまいとして、子供をあやして寝つかせる要領で思わず、胸をポンポンと叩たたいてしまった……そのとき陣は、確かに触ったのだ。眠っていたシエラはもちろん知らないことだが、陣は確かに知っている。彼女の胸の感触を……。

「いやいやいやいや！　そっそんなっ、触ったことなんてないでございますよっ？」

「ふふふ、うろたえてるうろたえてる。っていうかうろたえすぎ、何か隠してる？」

「い、いや別に何も隠してないし」

　陣は平常心を装うとするが、顔は真っ赤だし視線は定まっていないし、思いきり不審だ。

「とにかく待て、ほんとに待て、シャレにならないから。てか、何もしてないから」

「つーん、イジワル庶民の言うことなんて聞こえないもーん。くすんくすん、さあ生徒会長を呼んでこよっかな」

「わー待て！　わかったっ、協力してやるから！」

「してやるから？　何その上から口調は？　それがご主人様に対する態度？」

「おまえもう、最初から設定を守る気ないんだな」

　ちなみに何度説明してもわからないシエラのせいで何度も説明するはめになるが、シエラはランプの魔神で使われるほう、陣じんがソロモンの指ゆび環わを持つご主人様で使うほうである。

「あーもーわかった。おまえの親父おやじを探してやるから、名前を教えろよ」

「わかったわよ。ほら、パパの名刺」

　シエラはポケットから黄金に輝く名刺を取りだして、陣に渡した。陣は名刺を見て、意外そうに目を見開く。

「へえ……おまえの親父、ものすごい成金名刺と、暑苦しいまでに濃い外見のわりには、クールな名前だったんだな」

「あら、そう？　変わったセンスね」

「変わってるか？」

　と、陣は首をかしげる。

「座ざ堂どう冷れいだろ。マンガならクールなツリ目の美形主人公決定だが……」

「いつも思っていたことだけども、庶民。楔くさび形がた文字ばかり読んでるから、漢字の読み書きがおろそかになるのよ。それは『ピエール』って読むでしょ、ふつう？」

「ピエール？　どこをどう？」

　陣は目を白黒させていたが、ふと気づいて、サーッと顔から血の気が引いた。

「ま……まさか。座堂、そうなのか？　冷える……ひえる……ぴえる……ピエールっ？」

「ばんざーい」

「ばんざーいじゃないっ！　おまえの父親もじゅうぶんトンチキだと思ったが、どうやらその親の代から先祖代々のトンチキだったようだな！」

　陣にしては珍しく、激げつ昂こうする。シエラは、つんとそっぽを向いた。

「ふんだ。漢字も読めない庶民に、偉そうに言われる筋合いはないわ」

「赤点の原因はどうやら、冷えると書いてピエールと読ませる家庭環境にあるようだな」

「ちなみにわたしの名前の『シエラ』も、カタカナは通称で、ほんとは漢字なの」

「ものすごいカミングアウトが来たな。漢字でどう書けと？」

「それを知ったときあなたの命も終わるかもしれないけど、よろしかったでしょうか？」

「取りあえず、冷えると書いてピエールと読むセンスでつけられたことはよくわかった」

　陣は額を押さえ、深いため息をついた。

「ところで……ピエールってフランス語だよな。おまえ昔、フランスに住んでたのか？」

「え？　何、その話？」

　シエラはきょとんとして、大きな目をぱちくりとまたたく。陣も、そんなシエラの態度をいぶかしんで、首をかしげた。

「何って……毒どく呂ろに聞いたんだが」

　あ、とシエラは先日のお風ふ呂ろでの会話を思いだした。陣じんの顔を見ると、なぜか微妙に怒っている。そして、微妙に赤くなっている。

「その……別にどうでもいいことだが、フランス人の幼おさな馴な染じみがいるなんて珍しいシチュエーションだから、後学のために話を聞いておいてもいいかもしれん、と思ってだな」

　コホン、と陣は拳こぶしを口もとに当てて、空ぜきをする。ぴーん、とシエラの頭頂部の髪が一本、逆立った。

（もしや……庶民、あの話を真に受けてる？　それで……もしかして、焼きもちとか……焼いちゃってる？）

　試そうとして、シエラはちょろん、と陣の顔を下からのぞきこむ。陣が息苦しそうに顔をそむけると、追いかけて回りこみ、また下からのぞきこんでみる。

「……気になるわけ？」

　手を口に当てて、シエラはわざと目を細め、プッと笑う。陣は真っ赤な顔でムッとして、ぷいっとそっぽを向いた。

「なっ……何か勘違いをしているようだが、俺おれは単に考古学的見地から、フランスに興味があるだけだからな！　えっとその、そうだ、俺が尊敬する、ロゼッタストーンのエジプト神聖文字ヒエログリフを解読したシャンポリオンが、フランス人だから！」

「何よっ、また楔くさび形がた文字の話？　そんなに楔形文字が好きなわけっ？」

　陣の言い訳を真に受けて、シエラもムカッとする。

「ヒエログリフは楔形文字じゃなくて象形文字だ。考古学に興味がなくても、それぐらい知ってろよ。世界史のテストで出てくるぞ、夕ゆう也やでも知ってたぞ」

「なっ何よっ、そのせいでわたしが赤点を取ったとでも言いたいのっ？　庶民がわたしに、何も教えてくれないからでしょ！」

「俺のせい？」

「そ、そうよ！　そんなに歴史に自信があるなら、わたしに勉強を教えてあげようと思うのが、正しいクラスメイトのありかたじゃないのっ？」

「ではシャンポリオンについて。一七九〇年十二月二十三日、フランスのロット県フィジャックに生ま……」

「はーいまた庶民のうんちくが始まりましたよー」

「聞く気ないだろ、おまえ。いつもそういう態度だから何も言わないだけで、俺がおまえに何も教えようとしてないわけじゃ……！」

「何よっ、何でもわたしのせいっ？」

「いやいや。あのね、もしもしちょっと？」

「とにかく、三者面談のこと、考えておいてよねっ！　ふんっだ！」

　シエラはぷんすか怒って、陣に背を向け、ずかずかと去っていった。陣はため息をついて、額を押さえる。

（おかしいな……なんで、いつも途中でケンカになるんだ？　あそこで『気になるわけ？』って聞いてきた座ざ堂どうに、『気になる』って答えるのが正解だったのか？　だが、おかしいな……俺おれは『偽証』のアークダイモン、ワトワートの二枚の扉の謎なぞだって、いちおう正解したんだぞ？　選択肢を間違えたりするわけはないのだが……）

　とにかく、三者面談のために、シエラの父母を見つけださなくてはならない。

「そもそも、いつの間にか、俺が探す責任者にされてるような気がするが……。たぶん座堂は、家の中で何かなくしても、自分でちっとも探さずに親に『ないないどこを探してもな～い』とゴネて探させるタイプだな。まったく、あの呼ばれて飛び出てジャジャウマ娘ときたら、ほんとにワガママ猫っかぶりだからな……」

　陣じんは、ぶちぶちと愚痴をつぶやく。

　そのとき……だいぶ遠くまで歩いていたシエラが、何か思い出したように、タタタッと走って戻ってきた。ギクッとして、陣は口を押さえる。

「なっ何か聞こえたか？　いや、いい意味で言ったんだ、いい意味で」

「そっその……っ！　フランスの幼おさな馴な染じみの話は……ガセネタだから！」

「え？」

　急にシエラが何を言い出したのか……と、陣はきょとんとして、瞬きをする。シエラは火を噴くほど真っ赤な顔をして、怒った顔で、相変わらず鈍感な陣を見上げた。

「だから……っ、初恋の人なんていないからっ！　それだけっ！」

　力いっぱい勢いにまかせて言い切ると、陣の返事も反応も待たず、シエラは猛スピードで駆け去った。百メートル十秒を切っていたかもしれない。

　陣は狐きつねにつままれたような顔で、立ち尽くしていた。シエラが、何をわざわざ言いにきたのか……とか、そんなことより三者面談どうするつもりなんだよ……とか、頭の中がいろいろと複雑に入り組んではいたが、ただひとつだけ、はっきりと確かにわかったことは、

「あ……初恋の人はいなかった、のか」

　なぜだかわからないが、陣の顔がゆるんでしまう。どうしてだか知らないが、思わず、とぎれとぎれに笑ってしまう。

「そうかそうか……はははは、はははは、はははは、はははは、はははは……」

　陣はしばらく、自分でも自分が少し気味悪くなるぐらい、笑いつづけていた。

【お詫わびとお知らせ】

　シエラのスキャンダルを暴くため、日々パパラッチに邁まい進しんしていた生徒会副会長・氷ひ室むろ江え利り子こですが、シエラを追いかけすぎて勉強時間が足りなくなり、

「成績が下がると奨学金がもらえなくなる、っていうか会長にバカな女だと思われてしまう！　乙おと女めのピーンチ！」

　という理由で、テスト直前に猛勉強していたため、今巻はお休みさせていただきました。悪しからずご了承くださいませ。
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　ぷいぷい！　も、ついに六巻を迎えました。どうもありがとうございます。

　何がうれしいといって、ぷいぷい！　は、巻を重ねるごとに「！」の前に数字をくっつければいいだけで、巻タイトルを毎回考えなくてよいことです。案外難しいんですよね、巻タイトルって……。なもり先生作画による、月刊「コミックアライブ」誌上でのマンガ連載も順調です。小説の内容を一巻から順次マンガにしていくのですが、シエラが、拾ってきたばかりの子猫のように動いて動いて暴れて暴れて、可愛かわいくて仕方がありません。

　個人的には、デフォルメされたシエラがすごく好きだったりします。プンスカプーと怒ってるのから、したたかな暗黒微笑を浮かべているものまで、百個ぐらい小さいのを箱の中に入れて、引き出しの中にでも隠しておきたいところですが、夜とかうるさかろーな。

　さて今回は珍しく「次回、三者面談！」というヒキで終わっていますが、ほんとにどうするどうなる。編集部でも「どう解決すんですかコレ」と物議をかもしているようです。

　うちの高校は赤点ラインが四十点で追試なしでした。たとえば一学期の中間考査で三十点だった場合、期末考査で五十点以上取って、合計して平均四十点以上をクリアしないと、一単位「落とす」ことになります。追試は敗者復活戦のようなものなのですが、うちの高校には追試はありませんでしたので、本気で落ちます。一学期・二学期・三学期の数学を全部落としたら、三単位落ちます。合計四単位以上落とすと、強制的に留年でした。で、各学年は二回までしかできないので、留年しまくっても高校にいられるのは六年だけです。一学年五百人で、留年は年間三人ほど出ていました。わたしは三年で何とか出てこられましたが、赤点は何度か経験があって、一番焦ったのは一年生の二学期の中間テストの数学の十九点です。夏休みボケにもほどがある。

　ちなみに夏休みのあとにあった夏休み明け課題考査では数学四点でしたが、それは定期考査ではないのでカウントされなくてセーフでした。速攻丸めてゴミ箱に捨てて、親にはナイショにしてました。あっ言っちゃった。

　ところで十九点しか取れない人が、一ヶ月半後の期末考査で六十一点以上取れる可能性はほとんどゼロだと思うのですが、数学の得意な友達が勉強を見てくれて、六十四点でぎりぎりクリアできました。友情はありがたいですなあ。数学の真髄は「とにかく問題集をたくさん解いて、問題と解法に慣れる」ことらしいです。あと計算式の過程を飛ばさず、一段階ずつていねいに式を進めていくこと。わたしは裏の白いチラシをたばねておいて計算用紙にし、ていねいに式を進め、あとでノートに書きうつすときにはよぶんな式を省いて「清書」してました。この方法、けっこうよかったですよ。というわけで、次巻もお楽しみに。なもり先生、次巻もマンガも、引きつづきよろしくお願いします。

　　　二〇〇七年七月　夏なつ緑みどり＠今でもテストの夢でうなされます
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